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　お手て柄がらだな、嬢じようちゃん。

　言ってその人は、あたしの手に一枚の硬こう貨かを落とした。

　きらりと輝かがやくそれは、初めて目にした銀ぎん貨かというものだった。いつもけちけち使っている白はく銅どう貨かとは、全然違う。

　なんて、きれいな色。

　しかもこれ一枚で、きっと家族が十日は食べられる。

　あたしは銀貨を握にぎり締め、その場で即座に決意した。これは運命だ。これこそ、あたしが進むべき道なのだ。

「おじさん。一緒に連れてって」

　──道の先には、山ほどの銀貨。そこにたどり着くためならなんだってやってやる。

　もう絶対に、貧乏だからって馬ば鹿かにされてたまるもんか！
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　オルデスト王国、王都ヴェステン。

　平和でのどかな時代が続いている現在、町はかつてなく賑にぎわい繁はん栄えいを享きよう受じゆしていた。

　赤い素焼きの瓦かわら屋根と白い漆しつ喰くい壁かべが見渡す限り続き、運河を渡る南風が富を満まん載さいした船の帆ほを膨ふくらませる。穀物、織物、香こう辛しん料りよう。野菜に果くだ物もの、酒、油。

　そして各地の産物のみならず、多種多様な人間もまた都に集つどい、住み暮らす。

　路上の物売り、工房で働く職人、店を構える商人。

　大学の学者が図書館の庭にたむろし議論に熱中する横で、画家と弟で子しが難むずかしい依い頼らいに頭を抱かかえる。

　市し政せいを動かす参事会議員が広場で演説し、取り巻きの拍はく手しゆと敵対者の野や次じが飛ぶ。

　明るく華やかな賑わい、自由な空気。

　しかしその陰かげで、大きな町には必ず悪事を働く者が紛まぎれ込む。スリや置き引き、泥どろ棒ぼう、詐さ欺ぎ師し。痴ち漢かんや食くい逃にげ、恐きよう喝かつや誘ゆう拐かいもしょっちゅうだ。

　治ち安あんの守り手たる警けい備び隊たいは、なにしろ薄はつ給きゆうで万年人ひと手で不ぶ足そく。しかも参事会と貴族と国王との関係にあれこれ影響を受けるせいで、なかなか身動きがとれない。

　そんなわけで、一般市民が頼たよれるのは正義の味方、『風の狼ヴイトルヴオルク』と呼ばれる賞しよう金きん稼かせぎ組合なのであった。




「あぁー、おカネ欲しーい」

　レンガ造りの組合本部に入ってすぐのロビーで、受付カウンターの端はしに突つっ伏ぷす少女が一人。肩かたにかかる栗くり茶ちやの髪かみが乱れるのも構わず、頭を左右に揺ゆらしてうーうーうめく。

「なんでおカネってなかなか貯まらないんだろう。こんなに真ま面じ目めに働いてるのに」

　小こ柄がらで華きや奢しやな体格だが、彼女もまた賞金稼ぎの一人だ。ごく平凡な顔立ちだが潑はつ剌らつとした生せい気きがあり、灰色の目は常に何かを追い求めるようなきらめきを湛たたえている。

　動きやすそうな軽けい装そうで、十代半なかばの年頃らしく、機き能のう性せいを損そこなわない程度にお洒しや落れもしていた。袖そでや裾すそには耐たい久きゆう性せい向上と彩いろどりを兼かねて、可か愛わいい布で縁ふち取どりを。ベルトや靴くつの要所には、小さなガラス玉や色石をあしらっている。費用をかけずに楽しむ工夫だ。

　首には何か白いものを巻いており、それだけは少々奇き妙みように浮いていた。チョーカーと言うには幅も太さもあり、ふっくらして見える。喉のど元もとには留とめ具ぐのような赤いふたつの石がついているが、装そう飾しよく品ひんには見えない。

　横に立つ大柄な金きん髪ぱつの青年が、苦く笑しようしながら少女の頭に軽く手を置いて、動きを止めさせた。

「王都は物価が高いからなぁ。せめてもうちょっと俺の給料が上がったら、アイシャの分も下宿代ぐらい出してやれるんだが」

　そこへ奥から別の声が割り込んだ。

「マレク。貧乏警備隊員が無理しないの」

　ぼそぼそと聞き取りにくい小声だが、その主ぬしは若い娘むすめだった。フードを目ま深ぶかにかぶって顔を隠かくした、組合の専せん属ぞく魔ま術じゆつ師しである。小柄な少女アイシャが、上うわ目め遣づかいに訴うつたえた。

「あーもー、フェリカぁ、毎日銀貨を吐はき出す使つかい魔まとか創つくれないの？」

「そんなの創れたら、自分ひとりで隠しとく」

　フェリカはぼそりと答えて、気け怠だるそうにアイシャを見下ろした。その瞳ひとみは宝石のような菫すみれ色いろ。白はく磁じの肌はだに黒くろ髪かみ、顔立ちもかなりの美形なのだが、それゆえに彼女は面倒を嫌きらい、普段は奥の研究室に引っ込んだきり出てこない。

　この二人だけが親しい友人と呼べる間あいだ柄がらだった。三人が並ぶと、優美なツバメの傍かたわらにちゅんちゅん活発なスズメ、その横にぼんやり眠そうなフクロウ、といった雰ふん囲い気きになる。

　マレクは美少女の顔を拝おがめる特とつ権けんをまるきり自覚しておらず、吞のん気きに笑って言った。

「俺もそんなのがいたら、一匹欲しいなぁ。銀貨とは言わないが、毎日銅どう貨かが一枚出てきたら、昼飯の注文も迷わなくて済むよ」

「貧乏ってつらいよね……」

　アイシャは切実なため息をつき、体を起こして壁の方を向いた。大きな掲けい示じ板ばんになっているそこに、びっしりと紙が貼られている。賞金首の手配書だ。アイシャはそちらへ手を伸のばし、宙ちゆうで何かを摑つかむようにぐっと拳こぶしを握った。

「あたしが大物を捕つかまえたら、お兄ちゃんにもどっさりご馳ち走そう食べさせてあげる」
















「気持ちはありがたいが、無理するなよ。大物ってことはそれだけ、危ない相手なんだから。何事も、安全堅けん実じつが一番」

　マレクが穏おだやかにたしなめ、アイシャは唇くちびるを尖とがらせた。

　一口に賞金首と言っても、その内実は様々だ。

　警備隊に届けて公おおやけの裁きを受けさせるには及およばないという身内の揉もめ事ごと、つまり家出人を連れ戻したいとか、奉ほう公こう人にんが店の金を持ち逃にげしたが情なさけをかけてやりたいとかいう場合。こういうものは、懸けん賞しよう金額もお駄だ賃ちん程度でしかない。

　あるいは、被ひ害がいを証明できないが、犯人はわかっているから捕まえて懲こらしめたいという場合。これはややまとまった金額。むろん適正かどうかは組合が調査する。

　そして、各都市の警備隊では捕まえられない犯はん罪ざい者しやに対して、富ふ豪ごうや貴族などが懸賞金を出す場合。これが一番、高こう額がくになる。賞金首となる輩やからはそれだけ危険な相手であり、しかも『狼ヴオルク』が来るのを警けい戒かいしているのだから、狩かるのは非常に難しい。

「別に、凶きよう悪あく殺さつ人じん犯はんとか捕まえるつもりはないよ」

　アイシャは言って、掲示板の上方に陣じん取どっている古ふる株かぶの手配書に目を走らせた。

　最高額から十番辺りまではすべて殺人犯だ。内うち輪わの揉め事による場合もあるが、ほとんどは野や盗とうである。本ほん拠きよがあっても移動することが多く、領地をまたいで追つい跡せきできる『風の狼』が頼りにされている。

　ただ、本気で狩るなら『狼』も各地へ旅することになるわけで、そもそも先立つものがなければ無理なのだ。何をするにもまず資金。世せ知ち辛がらい。

　というわけで必然的に、アイシャの獲え物ものは王都限定となる。

「あたしが狙ねらうとしたら……そう、この辺りかな。こいつよこいつ、『影猫ステイーナ・コチユカ』！」

　アイシャは掲示板の前まで歩いていくと、腕うでをいっぱいに伸ばして指先がぎりぎり届くほどの位置にある一枚を指した。

　意い気き軒けん昂こうに標ひよう的てきを宣言したというのに、マレクもフェリカも無言である。なによ、とアイシャがしかめっ面つらをすると、マレクが苦笑しながら首を振った。

「そいつはやめといた方がいいと思うなぁ」

「アイシャには早いの……」

　口を揃えて否ひ定ていされ、アイシャは怒ってダンッと足を踏ふみ鳴ならした。

「なんでよ!?　こいつは別に凶悪犯じゃないでしょ！　金持ち狙いでせこせこ盗ぬすみを繰くり返してるこそ泥どろじゃないの」

「一人殺してるぞ」

「殺された奴やつも武器を持ってたんでしょ。しかも噂うわさじゃそいつの方こそ人殺しだった、って話だし。義ぎ賊ぞくぶってる奴が、本物の正義の味方に手出しできるわけないわよ」

　ふん、とアイシャは鼻を鳴らして手配書を睨にらみつけた。

　そう、この『影猫』は、悪党だけを標的にするとして知られているのだ。

　裏取引で不ふ当とうに儲もうけている商人や、賄わい賂ろで懐ふところを肥こやしている役人、夫の留る守す中ちゆうに次々愛人を作ってたんまり貢みつがせている悪あく婦ふ。

　これまで影猫の被害に遭あった者は、ことごとく叩たたけば埃ほこりが出る身だった。最初はやられた側が憤ふん慨がいして被害を届けていたのだが、次し第だいに影猫が義賊であることが知れ渡ると、被害があっても隠されるようになった。

　すると今度は、ご丁てい寧ねいにも影猫自ら、犯行の証しよう拠こを人ひと目めにつくところへ晒さらし始めたのである。今では市民が、次はいつ誰が影猫にやられるかと期待し、成果報告が出ると拍手喝かつ采さいするという始末。

「前から気に食わないのよね、こいつ。格かつ好こうつけたって盗みは盗みじゃないの。それをいかにも、ワタシは正しい事をしてマース、って取り繕つくろってさ。そんな言い訳するぐらいなら、最初から泥棒なんかするな、ってのよ」

　アイシャが手て厳きびしく断じたところで、廊ろう下かの奥からのんびりした声が飛んできた。

「おー、朝から元気だなぁ、小こ雀すずめチュン助すけ」

「そのあだ名やめて！」

　反射的にアイシャはそちらへ怒ど鳴なり返した。相手は三十代前半、無む駄だのない引き締まった体つきの男だ。愉ゆ快かいげに笑いながらやって来て、アイシャの頭をわしっと撫なでた。

「いいじゃないか、俺の『怠け者レノスト』よりは」

「暇人ヴオルノストさんとは話が違うでしょ、変なあだ名が定着したら恨うらむよ!?」

　アイシャは手を払はらいのけて唸うなった。

　この男、五年ほど前に大物盗賊を仕し留とめて非常な高額賞金を手にし、一いち躍やく有名になった大だい先せん輩ぱいである。それは良いが、稼ぐ必要がなくなったからとブラブラしすぎて、ついた二つ名が『暇人』というあんまりな代しろ物もの。陰では嫉しつ妬とから『怠け者』と呼ぶ者もいる。

　だが実際のところ、彼は本部でだらだら過ごしながら若手への助言や協力、情報提供などを無む償しようで行っており、アイシャも師し匠しように次ついでお世話になっているのだ。基本的に単独行動が多い『狼』の中では、貴重な助っ人なのである。

　その暇人先輩が、掲示板をちらりと見上げてから屈かがみ込んでささやいた。

「やっぱりまだ『影猫』狙いか？」

　まだ、という言葉を聞きつけて、マレクが怪け訝げんそうな顔をする。慌あわててアイシャは先輩を肘ひじで小こ突づき、「しーっ」と牽けん制せいした。

「いてっ。隠さなくてもいいだろうに」

「いいから黙だまってて！」




　──アイシャが『影猫』を追うのには、賞金額の他に、もうひとつ理由がある。今ここで急に思いついて標的に決めたわけではないのだ。

　半年ほど前、一人前の『狼』としての仕事にも少しずつ慣れてきた頃、アイシャは賞金首が出入りする夜だけの店を見張るため、薄うす暗ぐらくなった町を歩いていた。

　暇人先輩が距離を置いて見守ってくれているのは知っていたが、それでも小柄な少女にとって、夜歩きは危険だ。

　用心しながら運河にかかる橋を渡りかけた時、妙みような音が聞こえてアイシャは立ち止まった。じきに、誰かがえずいているのだと気付いてげんなりする。

　酔よっ払ぱらいか。そう考えながら橋の下を覗のぞき込んだ時、月光の反射が目に入った。

（えっ？　あれ……まさか）

　橋脚の影からわずかにはみ出た、細い銀色の刃やいば。

（やばい、揉め事だ）

　嘔おう吐としているのも、暴力をふるわれたせいかもしれない。アイシャはぞっとして、思わず声をかけた。

「ちょっと、大丈夫!?」

　途と端たんに音が止んだ。さっ、と銀色の刃物が引っ込み、足音が橋の下流側へ逃げていく。

　慌ててアイシャもそちらへ走って欄らん干かんから身を乗り出したが、どこへ消えたのか、既すでに人影はなかった。

　後になって、その夜『影猫』が人を殺したと聞いて、直感したのだ。あれがそうだったに違いない、と。

　以来アイシャの中で、『影猫』は常に気にかかる存在となった。

　人を殺して平へい然ぜんとしていられるほど強きよう靭じんでも冷れい酷こくでもないくせに、なぜわざわざ危険な真ま似ねをするのか。その夜以降も犯行を続けている理由は、一体何なのか。

　むろん、そんな私し情じようは、他人には聞かせられないけれど──




「とにかく、あたしだって暇人先輩みたいに悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしたいんだから、大物を狙ったっていいでしょ！」

「へいへい。目標が高いのはおおいに結構。最初から無ぶ難なんにまとまっちまうより、成長が見込めるからな。だが無茶はしないで、助けが必要な時はちゃんと呼べよ。俺だったら派は遣けん費ひはかからないし、賞金だって山分けせずに済むんだから。まあ、大たい願がん成じよう就じゆの暁あかつきには、感謝のしるしにエールの一杯も奢おごってもらえたら嬉うれしいがね」

　先輩はおどけて言うと、マレクとフェリカに目をやった。

「チュン助のお守りは大変だろうけど、世話してやってくれよな。せっかくいい素そ質しつを持ってるんだから、ちゃんと磨みがいて立派に育ててやらないと」

「だからそのあだ名やめてってば！」

　二度目の抗こう議ぎも受け流し、暇人先輩は軽く手を振って歩み去る。どこかに行く途中だったらしい。アイシャは憧あこがれと感謝と悔くやしさのあいまった顔でそれを見送り、気合を入れるように「よし！」と握り拳を作ってマレクを振り向いた。

「というわけだから、お兄ちゃん、よろしく！」

「そうは言っても、『影猫』は町じゃすっかり人気者だからなぁ。警備隊も追ってるけど、むしろやられた方を捕とらえるばっかりになってるざまだし。確かに賞金額はじわじわ上がってるけど、あいつを狙ったらおまえの方が評判落とすぞ」

　マレクが忠ちゆう告こくすると、横からフェリカも言い添そえた。

「影猫は厄やつ介かいなの。多分、魔術を使える。そうじゃなかったら、ずっと王都にいて、こんなに何回も盗みに入っているのに、誰だれにも顔を見られていないのはおかしいの」

「あー……それはあるかも」

　アイシャは苦い顔になって唸り、もう一度、恨みがましく手配書を睨んだ。

　と、その首に巻きついていた白いものがするりと勝手にほどけ、ふっくら丸いパンのような形になって、アイシャの肩に落ち着いた。

　耳のない兎うさぎか、アザラシの子のようでもあるが、正体は不明。留め具に見えていた赤いふたつの粒つぶは石でなく、つぶらな目だ。つややかな丸い目をぱちぱちさせて、白い生き物は小さな口で「にゅっ」と鳴なくと、背せ伸のびをするようにちょっと縦たて長ながになって、アイシャと一緒に手配書を見上げた。

「あぁん、ビリちゃん可愛いぃぃ～」

　途端にアイシャはでれっと相そう好ごうを崩くずし、ふにふにした生き物に頰ほおずりする。マレクとフェリカが引いているのも気にしない。

「ビリちゃんも悪党しっかり見て覚えてるのね～偉えらいね～。よーく見ておくのよ、こいつらの首にはじゃらじゃら金きん貨か銀貨がぶら下がってるんだから！」

「使い魔に手配書は読めないだろ……」

　呆あきれたマレクに、アイシャは使い魔を両手で包つつむように抱だいて、きっ、と振り返った。

「読めるもん！　ビリちゃん賢かしこいんだからね！」

　飼い主馬ば鹿か、という言葉がマレクとフェリカの脳のう裏りを共によぎったが、二人はあえて口にはしなかった。言ったところで耳を貸すまい。

「アイシャは昔から変なものが好きだからなぁ」

「むっ。この可愛さがわからないなんてっ」

「使い魔に必要なのは可愛さじゃないと思うの」

　フェリカが冷静に指し摘てきし、アイシャのそばに寄った。主人の手の中で丸くなって目をぱちぱちさせている白い蒸むしパンもどきを、細い指で軽くつつく。ふにふにと柔らかいが、むっちりした弾だん力りよく性せいもある。体表にはごく短く細い毛が密みつに生はえており、撫でるとすべすべだ。使い魔はくすぐったそうに目を細めて、小さく震ふるえた。

「……特に問題ない。元気」

　フェリカはぽそりと言って、そそそ、と離れる。つついて遊びたかったわけではない。そもそも『狼』が必ず連れている使い魔は、組合の専属魔術師が生み出した魔法生物なのだ。アイシャの使い魔ビーリィも、フェリカの作品のひとつなのである。

「創っておいてなんだけど、アイシャ、本当にそれでいいの？　今からでも、やり直せるけど。見た目だけでも」

　使い魔は、魔術師が様々の素材を組み合わせ、手順と配合を工夫し、かりそめの命を吹き込んだものだ。であるから、入れ物である体が壊こわれても創り直しがきく。だがアイシャはぶんぶん首を振った。

「駄だ目め！　ビリちゃんはこれじゃなきゃ駄目！」

「……そう」

　フェリカはそれだけ言って引き下がる。使い魔はアイシャの手からぴょんと跳はね上がって肩に乗ると、細長く伸びて、また首に巻きついた。

　ちょうどそこへ、資料室から組合の職員が戻ってきた。

「お待たせしました、マレクさん。どうぞ」

「はいどうも」

　差し出された書類を受け取り、マレクは寄りかかっていたカウンターから離れる。油を売っていたわけではなく、警備隊の用事で来ていたのだ。

「いつもありがとうございます」

　愛あい想そ良く礼を言ったマレクに、職員も笑顔を見せた。

「いえいえ、どういたしまして。こちらも、警備隊員が皆みなマレクさんみたいだったら、やりやすいんですがねえ」

「あはは……」

　マレクは曖あい昧まいな苦笑でごまかした。

　様々なしがらみに囚とらわれている警備隊にとって、独どく立りつした自由な組織である『風の狼』は商しよう売ばい敵がたきであり、どこの町でもあまり両者の仲は良くない。この王都でも、犯罪者の情報をやりとりしたり、多少の協力をしたりはするが、マレクのように平気で組合本部に長居できる警備隊員はきわめて稀まれだ。

「いつもアイシャがお世話になってますから。今後もよろしくお願いします」

　マレクは保ほ護ご者しや然ぜんと頭を下げてから、アイシャを振り返った。

「それじゃ、そろそろ俺は戻るけど」

「あっ、あたしも仕事行かなきゃ！　またね、フェリカ！」

　慌ててアイシャも掲示板から離れ、マレクの元へ駆かけ寄ると、一緒に外へ向かう。大きく重い正しよう面めん扉とびらをマレクが押さえ、アイシャを通しながら問うた。

「新しい食堂、どうだ？」

「んー、前のとこより忙しいけど、感じのいいお店だよ。良くしてもらってる」

「性た質ちの悪い客とかは来ないだろうな」

「今のところ大丈夫。そんなに高くないし、お兄ちゃんも食べに来てよ」

「そうだな、見回りがてら寄れそうな場所だし、今度邪じや魔まするよ」

　しゃべりながら通りを歩く。四よつ辻つじまで来て、足を止めた。

「頑張れよ」

「うん。本当は賞金稼ぎだけで食べていけたらいいんだけどねー。あんまり手頃な獲物がなくって。すごい大物か、お小こ遣づかいぐらいの小物か、両りよう極きよく端たんなんだもん」

　ぐっと握り拳を作って見せたものの、アイシャは苦笑いで手を下ろした。マレクがその背中を、ちょっと強めにぽんと叩く。

「平和な証拠だろ。誰もが高い懸賞金を払わなくても済むように、俺達警備隊がいるんじゃないか。俺だって本当は、アイシャが仕事を食堂の給きゆう仕じだけにしてくれたら安心なんだけどな」

「それは嫌いや」

「ああ、わかってる。それじゃあな」

　軽く手を上げて辻を横切っていくマレクを、アイシャはじっと見送っていた。
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　大通りに面して店を構える食堂『黒猫亭チエルナー・コチユカ』は、庶しよ民みん向けの店だ。上客を狙える立地条件だが、あえて地元の一般市民を相手にし、繁はん盛じようしている。昼時には近きん隣りんで働く人々が押しかけ、テーブルの間を回る給仕は息をつく間もない。

　混み合う店内を、アイシャは小柄な体ですいすい動き回っていた。こっちにエールと腸ちよう詰づめの煮込み、あっちにパンと豆スープ。空あいた食器を下げて、お勘かん定じよう。

　この食堂で働き出して五日ほどだが、アイシャは前も別の店で給仕をしていたので、要よう領りようはわかっていた。

　腰こしを痛めて店を畳たたむことにした前の雇やとい主がここを紹介してくれたので、給金などの待たい遇ぐうも新入りにしては良く、助かっている。ただひとつ、店の名前だけは気に入らなかったが、こればかりは仕方がない。

　嵐あらしのような混こん雑ざつが一区切りつくと、数人いる給仕も交代で休きゆう憩けいを取る。アイシャが先輩達に遠えん慮りよして後片付けを続けていると、一人の客がドアを開けた。

「いらっしゃいませ！　昼の定食は終わりましたが、何か召めし上がりますか？」

　反射的にアイシャは明るい声で迎むかえる。振り向いた客は、簡かん素そだが良い仕立ての服を着た、青年になりかけの少年だった。

　どことなく謎なぞめいた、知ち性せいを感じさせる佇たたずまい。もし長ちよう衣いを纏まとっていたら、魔術師だと思ったかもしれない。アイシャより二つ三つ年上だろう。黒髪は短くきちんと整えてあり、細めの体格ではあるが瘦やせてはいない。ということは、

（どこかのお金持ちの家の、そこそこ優ゆう遇ぐうされてる使用人……かな？）

　アイシャは推すい理りしながら近付いていく。だとしたらこの店に来た目的は食事ではなく、何かの買い出しである可能性が高い。

　案あんの定じよう、客はアイシャを振り向くと、軽く否定の仕し草ぐさをした。

「いや、結構だ。いつもの薬草酒を……、ッ!?」

　言葉の途中で彼はぎょっと目を剝むき、息を飲んだ。

　アイシャの首からするっと白いものがほどけたかと思うや、驚おどろくべき跳ちよう躍やく力りよくでひらりと宙を舞まい、飛びかかってきたのだ。小さく見えた口が、一気に体の全長にわたるほど大きく開く。

「うわぁ！　なんだこいつ、やめろ、食うな!!」

「ちょ、ビリちゃん！　何やってるの！」
















　大慌てでアイシャが駆け寄る間も、ビーリィは客の頭にあんぐりかぶりついて、嬉しそうにかじっている。牙きばや舌したはないので、血が出ることも、ヨダレまみれにされることもないが、しかし気分の良いものではない。断じて。

「くそ、この化け物！」

　罵ば声せいと共に、客は力任せに使い魔をひっぺがして床ゆかに叩きつけた。

「みゅッ！」

　甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げ、白い蒸しパンがぺちゃんこになる。アイシャは泣きそうな顔でしゃがみ込み、素す早ばやく両手で拾い上げた。

「ああぁビリちゃん！　しっかりしてー！　可か哀わい相そうに、痛かったねぇぇ」

　せっせと撫でまくり、いつも通りのふっくらした形に戻ったのを確かめてほっと息をつく。それから彼女は、きっ、と客を睨みつけた。

「何もここまでしなくてもいいじゃない！　ちょっとじゃれついただけでしょ!?」

「じゃれただけで頭を食われてたまるか！　飼い主なら、躾しつけぐらいちゃんとしろ！」

　客が怒鳴り返したところで、聞きつけた店長が厨ちゆう房ぼうから急いで現れた。

「何の騒さわぎ……ってウェズじゃないの。どうしたの」

「ああ、おばさん。こいつは新入り？　変な生き物を連れ込ませないでくれよ、いきなり嚙かみつかれたぞ」

「えっ！」

　店長がびっくりしてアイシャを振り返る。ビーリィは主あるじの肩で丸まっていたが、まだそわそわした様子で、赤い目をウェズに向けたままだ。店長は厳しい顔になった。

「アイシャ？　使い魔を賞金首じゃない一般人にけしかけるのは、禁きんじられてるんじゃなかったのかい？」

「けしかけてません！　あたしにも理由はわかりませんけど、その人が近付いて来たら、この子が急に飛びついたんです。あたしにさえ、あんなに大喜びでじゃれついてきたこと、ないのに」

　アイシャは答えて、嫉妬の目でウェズを睨む。黒髪の少年は嫌いやそうに顔を歪ゆがめた。

「冗じよう談だんじゃない！　何が大喜びだ、危あやうく頭を丸まる吞のみされるところだったぞ！」

　憤慨してからはたと気付き、まさか、と店長を振り向く。

「ちょっと待て。使い魔、ってことは……おばさん、こいつ組合の奴なのか？　こんな子供が」

「子供じゃないわよ！　十五歳で資格認定されてから一年ちょっと、『狼』として一人前に仕事してるんだから。小柄だからって見くびらないでよね！」

　語気も鋭するどくアイシャが言い返す。ウェズはあからさまに信じられないという顔をして、不ぶ躾しつけにまじまじとアイシャを見つめた。その肩で使い魔がうずうずし、跳躍に備そなえて体を縮ちぢませる。

　まずい、とウェズが腕を上げると同時にビーリィが跳とび、弾はじき返されてアイシャの顔に張りついた。

「ぶッ！　むが、びりちゃ、……っぶは！　もう、じっとしてなさい！　どうしたのよ、こんな失礼な奴のどこがそんなに好きなの。あたしのこと嫌いになった？」

「にゅ」

　ビーリィは、首──はないので体全体をふるふると震わせると、あるかなきかの短い前足をちょこんと揃え、謝あやまるように顔を伏ふせて、大人しく首に巻きつく。アイシャはそれを軽く撫でてやった。

　その間に店長が、棚たなから一本の瓶びんを取り出してカウンターに置いた。中には薄うすい黄緑色の液体が詰まっている。

「はいよウェズ、いつもの。アイシャ、彼はウェズリーって名前でね、お城の用事でちょくちょく来るから、覚えといて」

「お城？」

　アイシャは頓とん狂きような声で聞き返したが、店長は平然とうなずいた。

「そう。このウェズはね、エルニス王子様の乳ち兄弟きようだいで、今は従じゆう者しやなんだよ」

「ええぇ～？」

　思わずアイシャは疑ぎ惑わくの声を上げ、さっきの礼とばかり無ぶ遠えん慮りよにウェズをじろじろ見る。店長が苦笑した。

「そんな反応しなさんな。乳兄弟で従者って言っても、貴とうといお育ちってわけじゃないんだから。お城で王子様の遊び相手を務つとめたりもしてたけど、下働きの皆と一緒に雑ざつな育ち方したからね。王様や王おう妃ひ様も、身分だとか作さ法ほうだとかには大らかな方々らしいし、おかげでこの子ったら、お城でも町でもおんなじ振る舞いしちゃってさ」

「まわりが皆、大おお雑ざつ把ぱなんだよ。国王陛へい下かが厨房でつまみ食いして料理長に怒鳴られて逃げるとか、他の貴族の館じゃあり得えないだろ」

　ウェズが諦あきらめ気味にぼやく。あまりの内容にアイシャが衝しよう撃げきを受けていると、店長が先ほどの瓶を指でコンコンと弾きながら言った。

「それより、アイシャ。王子様が、あんまりお体が丈夫じゃないのは知ってるだろ？」

「あ……はい」

「殿でん下かの乳母だったウェズの母親が、あたしの友達でね。そのつながりで、うちで代々作ってる薬草酒を差し上げてるんだよ。色々試してみたけど、これが一番いいみたいだ、ってね」

　言葉尻じりで店長は誇ほこらしげに胸むねをそらす。ウェズも穏やかな表情になって、硬貨をカウンターに置いた。

「おかげで少しずつ丈夫になっている実感がある、いつもありがとう、ってさ。直接礼を言いに来られなくて残念そうだった」

「王子様に訪ねて来られちゃ仕事の邪魔だから、気にしないように伝えといて」

　あはは、と店長は屈くつ託たくなく笑って応じる。アイシャはぽかんとやりとりを見ていた。

　この国の王家は、どちらかと言えば人々に親しみを持たれている方だ。強大な権力を持つ雲うん上じようの人々だとか、神に選ばれた特別な存在だとかではない。

　何代か前にはしょっちゅう城を抜け出して町で遊んでいた王もいたほどで、古くから都の近隣に住む人々に言わせれば、うちの領りよう主しゆ様が国の代表もやってるんだってさ、へー、ぐらいの認にん識しきだ。

　むろんそれでも庶民からすれば住む世界が違うわけだが、毎日ちょっと顔を上げたら城が目に入り、そこに王家の人々が暮らしている、となれば身近な気分を抱いだく。

　とりわけエルニス王子は、幼おさない頃から病弱だという噂で、城下の人々から同情を集めていた。長じるにつれ慈じ悲ひ深ぶかく優しい性格をあらわすようになり、ますます人気が高まっているのだ。

「本当だったんだ……」

　ぽつ、とアイシャはつぶやいた。

　王都に出てきてからあれこれ耳にする噂をもとに、彼女もまたエルニス王子には多少の憧れを抱いていた。きっと素す敵てきな人なんだろうなと、どこか架か空くうの人物に対するような思いで。

　だが現に、その乳兄弟だという少年が目の前にいる。

　物語を読んでいたはずなのに、突然、それが誰かの日記で自分にもつながりがあるのだと気付かされたような、妙な気分だった。

　独ひとり言ごとを耳にしてウェズが振り向き、警戒と皮ひ肉にくのいりまじる顔になった。

「おまえが『狼』だってことこそ、本当だとは信じがたいな。なんなんだその使い魔は。そんな不ぶ気き味みなやつは見たことがない」

「んなっ!?　しっっつれいね!!　どこが不気味よ、目ん玉腐くさってんじゃないの!?」

　反射的にアイシャは言い返したが、途端に店長に叱しかられた。

「アイシャ、あんたの方がお客さんに失礼だよ」

「うっ。す、すみません」

　アイシャが縮こまり、口の中でもごもご謝ると、腹の立つことにウェズは鼻で笑って厭いや味みをくれた。

「それでよく一人前だとか言えるな。使い魔にさえ言う事を聞かせられないようだし、怪け我がしないうちにさっさと故く郷にへ帰った方がいいんじゃないのか。それが無理なら大人しく皿洗いでもやってろ」

「くっ……またのご来店、お待ちしております……っっ！」

　おととい来やがれ、と念じつつ、アイシャは凶悪な笑顔を作る。ウェズは歯し牙がにもかけず、薬草酒の瓶を取った。

「言われなくてもどうせまた来る。それまでに、その気持ち悪い白いのを籠かごに入れるか鎖くさりにつないでおけ」

　冷ややかに言ってから、店長には一転、誠実な態度で頭を下げて礼を述のべる。その後はもうアイシャには一いち瞥べつもくれず、彼はさっさと店を出て行った。

　カロン、とベルの音を立ててドアが閉まると、アイシャは思い切りその場で足を踏み鳴らした。店長の手前、罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き散らすわけにもいかないので、その代わりである。手近にあった台だい布ふ巾きんを摑んでカウンターに叩きつけ、薬草酒の瓶が残した微かすかな跡あとをこれでもかとゴシゴシ拭ふく。

　憤ふん懣まんを抑おさえかねている彼女に、店長が苦笑した。

「その調子でお盆ぼんや椅い子すを叩き割られても困るから、奥で賄まかない食べといで。ウェズも昔は素直で可愛かったんだけどねぇ。まあ、口は悪いけど根は優しい子だから、顔を合わせても突っかからないで我が慢まんおしよ」

「二度と会いたくないです。お昼いただきます」

　アイシャは唸りながら、片付けの途中だったテーブルをきゅっと拭いて仕上げ、厨房に向かう。途中でふと足を止め、眉まゆを寄せて振り返った。

「店長。ビリちゃん可愛いですよね？」

　強い口調で同意を求められ、店長はややこしい顔で沈ちん黙もくする。一呼吸の後、彼女は曖昧な笑みを浮かべて答えた。

「そうだねぇ、なんにもしないで丸まってたら、可愛いと思うけど」

「つまり可愛いんですよね」

「……まあ、一応ね」

　ごまかすような返事を受け、アイシャは不満顔になりつつ引き下がった。

　厨房で従じゆう業ぎよう員いんのために用意されている昼食の煮込みを器うつわによそい、適てき当とうな場所に腰を下ろして食べ始める。ビーリィが手元に下りてきたので、アイシャは肉にく団だん子ごをひとつ取り出して与えた。

「にゅ、にゅ」

　嬉しそうに鳴きながら、ビーリィは小さな前足で団子を抱え、むぐむぐと行ぎよう儀ぎ良く食べ始める。大口を開けたりはしない。

「こんなに可愛いのに……なんで皆、同意してくれないんだろう」

　アイシャはため息をつき、使い魔と出会った日のことを思い出した。
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　あたしが師匠のゼドに弟子入りしたのは、十一歳の時だった。

　それまであたしは、読み書きも計算もまともにできなかった。勉強なんかしてる暇ひまはなかったからだ。

　父さんは猟りよう師しで、うちは貧乏だった。

　あたしも毎日、母さんと一緒に小さな畑を世話したり、川まで水みず汲くみに何往復もしたり、柴しばを集めたりしていた。それだけ働かないと、その日その日の食事にもありつけなかったんだから仕方ない。

　だから、弟子入りして最初に教わったのは『狼』になる方法じゃなくて、基き礎そ的てきなことばかりだった。村でもちょっと裕ゆう福ふくな家の子なら皆、知ってるようなこと。

　読み書き算数、この国の地理。土や水や火の性せい質しつについて。

　あたしは駄だ々だをこねた。剣の使い方とか、使い魔はどうやって手に入れるのかとか、悪者を見つけ出す方法とか、そういうことを教えて欲しいのに、と。

　でも、師匠は厳しかった。土台が固まってない奴に、家の建て方を教えたってどうにもならない。嫌なら帰れ、と何回言われたことか。

　悔しくて、悔しくて、一日も早くあの銀貨を自分で手に入れたくて。あたしはひたすら勉強した。

　ゼド師匠について村を出て、いくつかの町や村を通り、最後にこの王都へやってきた。それからようやく、本格的に『狼』を目指す訓練が始まったのだ。

　学び、身につけるべきことは、山ほどあった。

　悪党にやられないための護ご身しん術じゆつ、逃げたり追いかけたりする持じ久きゆう力りよく、素早い身のこなし。組合で定められている数々の規き則そく。魔術について。

　無む我が夢む中ちゆうだった。あの頃のあたしは、お金を稼ぐ、っていう本来の目的さえ、実を言うと忘れていた。そのぐらい楽しかったんだよね。

　毎日色んなことを教えてもらえて、それがひとつひとつ、自分の糧かてになっていく。本当に幸せだった。

　そうして気がつくと、あたしは十五歳──『狼』の承しよう認にん試験を受けられる年ねん齢れいに、なっていた。

　実技と筆ひつ記き、口こう頭とう試し問もんに加えて、先輩『狼』の推すい薦せんも要ったけど、もちろん一回で合格したよ！　駄目だったらもう面倒見ないぞ、と師匠に脅おどされていたから、そりゃもう必死だったもんね。

　晴れて組合の一員として登とう録ろくされる、承認式の日。

　それまでにあたしはフェリカと友達になっていたし、彼女の作品を連れている先輩に会ったりもしていたから、使い魔がどんなものかは知っていた。

　けど。けど、まさか！　こんな可愛い使い魔がいるなんて！

　だって他の使い魔って、猫ねこやネズミ、トカゲや鳥とか、そういう普通の生き物（の中でも小さめで肩に留とまらせたりしやすいもの）の形をしてるのがほとんどで。

　だからあたしも別に期待していなくて、なんでもいいやと思っていた。悪党を捕まえるのに必要な『捕ほ縛ばく力りよく』が強ければ、見た目なんてどれでも変わらない、って。

　なのに。なんか一匹だけ正体がわかんない、白いふにっとした丸いのがいたもんで、あたしの目は一いつ瞬しゆんで釘くぎ付づけになった。

「何これ」

　思わず口に出したあたしに、創った当のフェリカが曖昧な口調で答えた。

「あ……それは、ちょっと……失敗作。かも」

「え、失敗なの？　これ駄目？」

「能力は、問題ない。でも、見た目が」

「別にいいんじゃないの？　そこそこ可愛いじゃない。白くてふんわりしてて丸っこくて。確かに正体不明だけど、そんなの捕縛力さえしっかりしてたらどうでもいいよ」

　言いながら白いのに近寄ったら、目が合った。やばい。何このつぶらな瞳。なんだかすごく、無言で訴えかけられてる気がする。

　引き寄せられるように手を伸ばして触ふれようとした瞬間、

「うわっ!?」

　ぐぱあっ、って、口が開いた。ええぇ、何それ！

　パッと見てどこにあるのかわからないほど小さい口だったのに、全開したらあたしの顔がすっぽり入っちゃうぐらいだ。思わず中を覗き込んでみたら、舌とか喉とかそういうのがなくて、代わりに。

「宇宙が見える……」

　なんか、果はてしなかった。

　すごい。こんな生き物を創ってしまうなんて、魔術って素す晴ばらしい！

「フェリカ！　あたし、この子がいい！　この子にする!!」

「えっ」

「名前も決めたよ。真っ白だから、ビーリィ、ってどうかな」

　師匠に教わった古い言葉で、『白』そのまんま。思い返せば芸のない命名だったけど、確かにあの時、あたしとビリちゃんの間に絆きずなが結ばれたのだ。

「にゅっ！　にゅー」

「ほらほら喜んでる！　すごい、ちゃんとあたしの言ってることわかるんだね！　ビリちゃーん、仲良くしようねー！」

　さっそく両手で抱き上げて頰ずりしてみると、思った以上にふっくらしてて、気持ち良かった。

　フェリカはなんにも言わずに、あたしとビリちゃんの契約を結んでくれたけど、その後、会う人ことごとく「えぇー」って顔をしたのは本当に失しつ敬けいったらない。師匠も、承認式で会った組合長も、お祝いに来てくれた先輩達やお兄ちゃんまでも。

　だけど、まわりが何と言おうと、ビーリィは最高の相あい棒ぼうだ。

　初仕事でもしっかりあたしの指示を理解したし、捕縛力はフェリカが保証した通り、全く問題なかった。

　そもそも使い魔っていうのは皆、契約した主人が命令した時に、敵の動きを封じる力を発はつ揮きするように創られている。

　その現れ方は様々で、自分の体で相手を縛しばり上げるのもいれば、凍こおりつかせたり痺しびれさせたりするのもいるらしい。

　見た目がどうでも、それは魔術によるものだから、普通の人間は勝手に振りほどくことはできない。解かい除じよできるのは使い魔自身とその主人、あるいは創った魔術師だけ。

　だからこそ、あたし達は『狼』として、悪党を安全確実に捕らえることができるのだ。警備隊みたいに、寄ってたかって取り押さえて縄なわでぐるぐる巻きにしたり、ボコボコに殴なぐって抵てい抗こうできなくしたり、そういう荒あらっぽいことは必要ない。

　あたしが相手を示して一声命令すれば、即座に勝負は決まるのだ。

　初仕事で手に入れたのは、銅貨一枚だけだったけど。それは今でも使わずに取ってある。目標までの道程を、やっと一歩踏み出した記念として。




　そういえば、あいつが薬草酒の代金に置いていったのは、四し分ぶ一いち銀貨だった。あんな小さな瓶に、なんて気前のいい話。

　やっぱりお城の人はお金持ちなんだ。貴い育ちじゃないとか言ってたけど、それでも基準が違う。

「悔しいなぁ……」

　あたしが努力して努力してやっと手にしたものを、あの人達は最初から持っている。比べ物にならないぐらい、たくさん。

　正直悔しい。腹が立つ。不公平だ。

　でも、だからって、そこから盗んでざまァ見ろとか、そういうのは違う。そんなことをしたり、考えたりするのは、卑いやしいことだ。

　あたしは確かに貧乏育ちだ。今だって毎日あくせく働いてるのに、おカネが全然貯まらなくて、ああもう、って思ってるけど。でも。

　貧まずしいけど、卑しくはない。ならない。絶対に。

　だからあたしは悪党を狩るのだ。あいつらとは違う、あたしは『狼』なんだから。
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　薄うす汚ぎたない建物が並ぶ裏通りの路ろ地じ、道どう路ろ脇わきに積まれた空からの木箱や樽たるの陰かげで、アイシャはしゃがみ込んでじっと息を殺していた。

　獲え物ものを待つのは慣れている。幼おさない頃、何度も父の猟りようについて行き、ただひたすら茂みの陰で耐たえ続けることを学んだ。

　家で母の手伝いをする方が忙しくて、毎回は一緒に行けなかったが、それでもアイシャは折おりを見て森に入り、父から様々なことを教わった。

　獣けものの糞ふんや足あし跡あとから、巣穴や水場を見つける方法。罠わなの仕掛け方。弓ゆみ矢や、あるいは投とう石せきで獲物を仕し留とめる技。

　父は恐おそらく、本気でアイシャを猟りよう師しに仕込むつもりではなかったろう。アイシャは女なのだから、危険でつらい猟をするよりも、豆や芋いもを育てたり、糸を紡つむいで暮らすのが向いている。

　だがそれでも彼は中ちゆう途と半はん端ぱな教え方はしなかったし、アイシャも猟は好きだった。気配を消し、森の一部になっていると、人間の煩わずらわしさをすべて忘れられたから。

　そうして培つちかった忍にん耐たい力りよくは、今も役に立っている。

　もっとも、昔は森の湿しめった落ち葉の匂においや草いきれに包つつまれていたのが、今ではゴミやら何やらの悪あく臭しゆうに耐えねばならないわけで、浮き世を忘れるどころではないのだが。

　通りで真っ昼間から酔よっ払ぱらった男が大声を上げ、アイシャはぎくりと身を竦すくませた。次ついで自分には関係ないとわかり、ほっと息をつく。

　アイシャが見張っているのは、一軒の酒場の出入り口だった。黒猫亭チエルナー・コチユカでも酒は出すが、この辺りの酒場は性た質ちが違う。食事のついでの一杯ではなく、飲む方が主、そして食べ物よりも賭かけ事ごとがお供である。

（賭と博ばくだけはほんっと、わかんないわ）

　声には出さず、アイシャは内心つくづく呆あきれた。せっかく手に入れた金をみすみす失うなんて、もったいなくてできやしない。

　むろん賭ける人間は勝って数倍に増やすつもりでいるのだろうが、負けたらすっからかん、どころか借金持ちになってしまうのに、どうしてそんな危険なことができるのか。彼女にはどうしても理解できなかった。

　アイシャが首を傾かしげたちょうどその時、待ちに待った獲物が姿を現した。

（来た！）

　よし、とアイシャは姿し勢せいを変え、いつでも出られるように身み構がまえる。

　表通りの方から、こそこそと人ひと目めを避さけて若い男が急ぎ足にやってくる。力仕事などしたことがなさそうな、ひょろりとした体格だ。服装は地味にしているつもりだろうが、元はそれなりに小金持ちであろうことが窺うかがえる。

（あー……これは確かに、カモだわ）

　アイシャは思わず苦く笑しようした。悪党どもの世界に足を突っ込んだことがなくても、勘かんでわかる。こいつはちょろい獲物だ。性質の悪い連中にむしられるのも当然だろう。

　男はびくつきながらも嬉うれしそうに、いそいそ小走りになった。その手が酒場の扉とびらに触ふれる。同時に、アイシャは素す早ばやく走り出た。ビーリィが首から離れて頭に上のぼり、見つかりにくいよう体を平たくする。

「こんにちはー、ジョットさん！」

　無む邪じや気きを装よそおった呼び声に、男が、えっ、と驚おどろいた顔で振り向く。アイシャは笑顔で手を振って駆かけ寄りつつ、

「ビーリィ！　捕ほ縛ばく！」

　さっ、と手を振り下ろして男を指差した。頭上に起き上がった使つかい魔まの目が、赤くきらりと輝かがやく。ぐばっ、と大口が開いて、異い空くう間かんの星が瞬またたいた。

　男が事じ態たいを悟さとって青ざめ、身を翻ひるがえして逃にげようとし──その動きの途中で、石になったように硬こう直ちよくし、倒れた。

　ガツンゴトン！　およそ生なま身みの人間が倒れたとは思えない音が路地に響ひびく。

　ビーリィがぱくんと顎あごを閉じ、何も食べていないはずだが、小さな口をもぐもぐさせる。毎度のことながら、さすがにアイシャも不安まじりのひきつり笑いになった。

「ありがと、ビリちゃん。でもまさか、魂たましいを食べてるとかいう怖い話じゃないよね？」

「にゅ？」

「まぁ、別に今まで何も問題起きてないし、フェリカもそういうことは言ってないから、心配ないんだろうけど……、っと」

　言いながらアイシャは捕とらえた男の傍かたわらに膝ひざをつき、ごろんと引っくり返して容よう貌ぼうを確かめる。まともに倒れたはずなのに鼻や歯に傷を負おっていないのは、何かしら使い魔の能力のおかげだろう。

「うん、間違いなく手配書の通りね。それじゃ、運びますか！」

　アイシャは男の腕うでを摑つかみ、よいせと肩かたに担かつぐ。ビーリィが縄なわのように体を伸のばし、それを手伝った。踵かかとをひきずって運ぶことになるが、カチコチに硬直しているのであまり苦労しない。しかもビーリィが手伝ってくれると、実際よりも軽くなるようだ。

　アイシャは上じよう機き嫌げんで、丸太のように固まった男を担いで歩き出した。

　そのまま組合本部の前まで戻ってくると、ちょうどいい具合に、顔見知りの職員が表で誰だれかと立ち話をしていた。

　等身大丸太を担いだまま、あの重たい正面扉を開けるのは大変だ。ここで引き渡してしまえ、とアイシャは急ぎ足になる。

「お話し中、すみませーん！　例のドラ息子むすこ、捕つかまえましたー！」

　アイシャが声を張り上げると、職員が気付いて振り向いた。どうやら大した用ではなかったらしく、話を切り上げてこちらへやって来る。

「お疲れさん！　怪け我がしなかったかい？」

「全然、大丈夫です！」

　アイシャは空あいた片手で拳こぶしを作り、元気良く突き上げる。職員も楽しげに笑った。

「それじゃ、ここで預あずかろうかな。まったく、親の金を盗ぬすんで賭博三ざん昧まいとか、ろくでもないよなぁ。挙あげ句くに家出して懸けん賞しよう金きんまで払はらわせてさ。引き渡しの前に組合長が説教してやるって憤ふん慨がいしてたよ」

「最近の若いもんはなっとらん！　っていう、いつものアレですか」

　あはは、とアイシャは笑いながら、運んできた男を地面に下ろす。組合長は『風ふう刃じん』の二つ名を持ち、かつて十代の若さで『風の狼ヴイトルヴオルク』を設立した伝説的な賞しよう金きん稼かせぎなのだが、今はもっぱら若者に説教するのが仕事だ。

　アイシャも承しよう認にん式しきでありがたいお言葉を頂ちよう戴だいした。内容はあまり覚えていないが、彼が本当に組合の『狼ヴオルク』達を大切に思っていること、この仕事に誇ほこりと情熱をもっていることは、しっかり伝わってきたものだ。

　放ほう蕩とう息子を捕まえる程度であっても、『狼』として働いていることは胸むねを張って良い。それを思い出してアイシャは気合を入れ直し、転がした獲物に手のひらをかざした。

「それじゃ、捕縛解ときますね」

「はいよ」

　職員が屈かがんで、男の体を押さえる。ビーリィがアイシャの肩から身を乗り出した。

「ビーリィ、解かい除じよ」

　赤い目がきらりと光る。途と端たんに硬直が解け、男は気持ち悪そうにうめいて身じろぎした。ひどい二ふつ日か酔よいのような土つち気け色いろの顔をしている男を、アイシャと職員の二人がかりで立たせる。丸太状態ではないので、しっかり支えないとぐにゃぐにゃ崩くずれそうだ。

「ほらシャンとしろ！」

　職員が叱しかりつけ、アイシャもぐっと男の腕を持ち上げる。ようやく男が自力で立ったところで、不意に、ビーリィが肩の上でくるりと向きを変えた。

「ビリちゃん？　どうしたの」

　いつもなら、一仕事終わった後は首に巻きついて休むのに。変だな、とアイシャが肩に目をやった直後、

「にゅー！」

　一声鳴なくなり、勢いきおい良くビーリィが跳とび上がった。反動でアイシャはよろけ、たたらを踏ふむ。

「なっ……なんで、ビリちゃん！」

　どこへ行ったのか、と振り向いた視線の先で、聞き覚えのある叫さけびが上がる。まさかと目を凝こらすと、先日の失礼少年だった。

「食うな！　やめろこの、蒸むしパンもどきが人間様をかじるなー！」

　頭に白い物体を載のせたままウェズが怒ど鳴なる。うわあ、とアイシャが顔を歪ゆがめていると、使い魔相手に悪あく戦せん苦く闘とうしていたウェズとばっちり目が合った。

「籠かごに入れておけと言っただろうが、飼い主ぬし！」

「あたしのせいじゃないわよ！」

　途端に怒鳴られ、アイシャも言い返す。何事かと周囲の視線が集まり、本部の職員も二人の喧けん嘩かに気を取られた。その隙すきに、

「──ッ！」

「あっ!!」

　ドラ息子が力任せに腕を振り回し、職員とアイシャを払いのけて逃げ出した。

「待てっ！」

　アイシャは素早く裾すそを摑んだが、

「うるせえ邪じや魔まだ！」

　手て加か減げんなしで突き飛ばされ、石いし畳だたみにひっくり返る。とっさに頭は庇かばったが、背中をまともに打ちつけて息が詰まった。

　大急ぎで身を起こした彼女の目に映うつったのは、走る男にウェズが追いつき、腕を摑んで足を払い、鮮あざやかに投げ倒すところだった。

「……噓うそ」

　ぽかんと口を開けているアイシャの横を、職員が慌あわてて走っていく。アイシャも我われに返って、そちらへ急いだ。

「いてぇいてえぇぇ離せテメェ！」

　うつぶせにされたまま喚わめく往おう生じよう際ぎわの悪い男を、ウェズは膝でしっかり押さえている。駆けつけた二人を見上げ、彼は不ふ機き嫌げんに唸うなった。

「何をやってるんだ、こんなに簡単に逃げられて。素人しろうとじゃあるまいに」

「うっ、ごめんなさい！」

「いや申し訳ない、助かったよ。アイシャの友達？」

　アイシャの横から職員も謝しや罪ざいし、男を引き取って立たせる。

「違います」

　ウェズは舌した打うちと共に即そく答とうし、慎しん重ちように様子を見てから手を離した。そして、まだ頭にかじりついている白い使い魔をむしり取ってアイシャに投げつける。

「もうおまえは賞金稼ぎ辞めて故く郷にに帰れ」

　切りつけるような一言に、本気の怒いかりが凝ぎよう縮しゆくされている。アイシャはびくっと竦んだ。

　言い返せなかった。いきなりビーリィが飛び出したせいで油ゆ断だんしたのだとはいえ、きちんと引き渡しも終わっていないのに、拘束を解いた賞金首から注意をそらせるなど、『狼』失格だ。

　ビーリィが申し訳なさそうに遠えん慮りよがちな動きで肩に移動し、慰なぐさめるつもりか、頰ほおに体をすり寄よせる。いつもならそれだけで機嫌を直すアイシャだが、さすがに今はそんなどころではなかった。

「ご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ありません。……ありがとうございました」

　声が震ふるえるのをぐっと抑おさえてなんとか言い、頭を下げる。屈くつ辱じよくと悔くやしさで視界が揺ゆらいだが、ぎりぎりで堪こらえ、暴あばれ出しそうな感情を飲み込んだ。師し匠しようの叱しつ責せきはもっと厳きびしかった、こんな程度を受け止められなくてどうする。

　ウェズはこの上なく苦々しい顔でそれを見下ろしていたが、ややあって、はーっ、と深いため息をついた。

　それをきっかけに、急いで職員がなだめにかかる。

「まあまあ、アイシャも反省は次に活いかせばいいよ。今回は私も悪かったし。ほら、本部に戻って手続きをしよう。そうだ、君も時間があるなら一緒に来てくれないかな。お礼を出すよ」

　機嫌をとるためにウェズも誘った職員だが、はたと気付いて言い直した。

「……というか、是ぜ非ひ、来て欲しい。使い魔があんな反応をするなんて、今までに見たことがないし、一応うちの魔術師に会ってもらえないか？」

　市民の協力者に対する丁てい重ちようさを残しつつも、声こわ音ねは用心深いものに変わる。ウェズは迷惑そうな顔をしたが、ちらりとアイシャを見て、諦あきらめと共にうなずいた。

「わかりました。別に謝礼なんかは要いりませんが、俺もそいつにまた飛びつかれるのは嫌いやですから。なんとかする方法があるなら助かります」

「うんまぁ、すぐにどうにかできるかはわからないけど。それじゃ行こうか」

　職員がドラ息子を引っ立てて歩き出す。ウェズもそれについて行きかけたが、動かないアイシャに気付いて振り返った。

「おい。いつまでへこんでるんだ。おまえの仕事だろう、最後までちゃんとしろ」

「…………」

　答えたつもりの声が出なかった。アイシャはぎゅっと唇くちびるを引き結んで姿勢を正し、しっかり「はい」と言い直すと、もう一度ウェズに頭を下げた。

　それからすぐに走って職員に追いつき、男の護ご送そうを手伝う。喚いていたドラ息子もようやく観かん念ねんしたらしく、今度は大人しく本部へ連れられていった。




　組合本部には、カフェテリアが併へい設せつされている。待ち合わせや相談に使うちょっとした場所、という程度のものだから、メニューもいたって愛あい想そのない代しろ物ものだ。

　内ない装そうも洒しや落れっ気けがないし、利用者は職員と組合員すなわち『狼』ばかりなので、ここに連れてこられた一般人は大たい概がい、縮ちぢこまってしまう。

　もちろん例外もいる。ウェズもその一人で、協力に対する礼と称しようして押しつけられた香こう草そう茶ちやを悠ゆう然ぜんと飲んでいた。

　アイシャはその向かいに座り、遅い昼食のサンドイッチを食べている。何日ぶりの食事なのかと思うような勢いで平たいらげると、水をぐいっと飲み干した。

「はー、ごちそうさま！」

　空くう腹ふくがおさまると、失敗の悔しさや悲ひ痛つうな気分が和やわらぎ、また頑張ろうという前向きな気力が湧わいてくる。アイシャは晴れやかな顔でコップを置いた。

　皿の横では、ビーリィが行ぎよう儀ぎ良く付け合わせのパセリをかじっていた。どうやら好き嫌きらいはないらしい。ウェズは複雑な顔でそれを眺ながめて言った。

「食い物は普通に食うんだな……」

「にゅ？」

　自分のことか、と問うように使い魔が顔を上げる。小さな口からパセリの端はしがちょろっと出ている様子は、無む害がいな兎うさぎの仲間にでも見えそうだ。

「ああぁビリちゃん可か愛わいいぃ～！」

　途端にまたアイシャがめろめろになる。パセリをくわえても可愛い、ぱくんとそれを口に入れても可愛い、飲み込む仕し草ぐさも可愛いぃぃ、──といちいち騒さわがれて、怒ど濤とうのノロケに晒さらされたウェズは、なんだか禿はげそうな気分になった。

「……とりあえず、俺を食い物だと思ってるわけじゃなさそうだから、そこは安心した」

「いっそ丸まる吞のみされちゃえばいいのに」

「反省してないな、おまえ」

「してるよ。だからお茶を奢おごったじゃない。あたしが人に奢るなんて、十年に一度の珍ちん事じなんだからね」

　アイシャはむっとして言い返し、ビーリィを指でふにふに撫なでた。

「はあぁ～、本当に、なんでそんなにビリちゃんは趣しゆ味みが悪いんですかー。相あい棒ぼうのあたしより、こんな怒りんぼ男に懐なつくなんて……もしかしてビリちゃん、女の子だったの？」

「ぶッッ」

　ウェズが茶を噴ふいた。ひとしきりむせた後で、呼吸も整わないまま抗こう議ぎする。

「気色悪いこと言うな！」

「だって、ウェズが美お味いしそうな食べ物に見えるわけじゃないんだったら、そうとしか考えられないじゃない。やっぱり趣味悪いと思うけど」

　むぅ、とアイシャは眉まゆを寄せた。

　カフェテリアに落ち着く前、ウェズはビーリィと一緒にフェリカの面談を受けたが、質問や、その場でできる簡単な実験程度では、なぜビーリィがウェズにだけ強い反応を示すのかわからなかったのだ。

　ウェズは心底嫌そうに使い魔を見下ろし、椅い子すをずらして距離を置く。その時になってアイシャは自分の言葉を反はん芻すうし、ようやく認にん識しきした。

（そうか。男の人、なんだよなぁ）

　ビーリィの性別はともかく、ウェズは確かに男なのだ。一いち目もく瞭りよう然ぜんの事実というだけでなく、あんなにも簡単に大人を投げ倒してしまった、その力強さという意味で。自分は他た愛あいもなく突き飛ばされてひっくり返ってしまったというのに。

（……悔しい）

　はあ、とため息をつく。向かいから不ふ審しんな目を向けられ、アイシャは言いい繕つくろった。

「ウェズがあんなことできるって、なんか意外」

「あんなこと？」

「ドラ息子を投げ倒したじゃない。荒あらっぽいことをするように見えないから、ちょっとびっくりした」

「ひ弱そうで悪かったな」

　貶けなされたと取ったウェズは顔をしかめ、不機嫌に唸る。

「王子殿でん下かの従じゆう者しやがあのぐらいできなくてどうするんだ。おまえでさえ『狼』として承認されているからには、一通りの護ご身しん術じゆつは学んだろう。役に立ってないようだがな」

　言葉の棘とげが容よう赦しやなくザクザク刺ささり、アイシャはぎりっと奥歯を嚙かんだ。テーブルの下で足を蹴けってやろうとしたが、残念ながら少しばかり届かない。

　むなしく足をジタバタさせるアイシャに、ウェズは呆れて言った。

「そもそも、おまえみたいなちびっこいのが『狼』だなんて無理があるんだ。黒猫亭の仕事があるなら、わざわざ危ないところへ出しゃばる必要はないだろうが」

「ちびこい言うな！　一いつ攫かく千せん金きんは乙女おとめの夢なんだからほっといて！」

　ダン、と両手をテーブルに叩たたきつける。ウェズがあからさまに馬ば鹿かにした目をくれたので、アイシャは真顔で使い魔を見下ろした。

「ビリちゃん、こいつ食べちゃっていいよ」

「おい待て」

「にゅ？　にゅ、にゅー」

「やめろ待て来るな、俺は食い物じゃない！　あのなぁ、一攫千金だとか大口にもほどがあるだろ、現実を見ろ！　おまえ、今回の仕事でいくら手に入れた？　地道に食堂で働く方がよっぽどまともに稼げるぞ」

　ウェズは必死でビーリィを遠ざけつつ、嫌な指し摘てきをくれる。アイシャはテーブルに突つっ伏ぷした。

「うぅ……おカネ欲しい……でも食堂の仕事だけじゃ、どう考えても貯金する余裕ないんだもん。一攫千金を狙ねらわないと」

「カネカネとがめつい奴やつだな」

「あんたにはわかんないよ。おカネに不自由したことなんか、ないんでしょ」

　アイシャは不ふ貞て腐くされて言い返し、口を閉ざす。

　ぽんと四し分ぶ一いち銀ぎん貨かを支し払はらえる金持ちに、白はく銅どう貨か一枚さえけちって使う暮らしがどんなものか、説明してやる気になどなれなかった。そういう暮らしを送る一家が、どんな風に見られるかも。
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「あんたんち、泥どろ棒ぼうなんでしょ」

　十一歳の秋だった。その日、いきなり投げつけられた言葉を、今もはっきり思い出せる。蔑さげすむ目つきも、優ゆう越えつ感かんに満ちた声も。

　何を言われたのか、すぐにはわからなかった。

　ぽかんとしているあたしの顔を、相手は冷れい笑しようを浮かべて楽しそうに眺めていた。肉屋の子だったと思う。名前は忘れた。

「なによ、それ」

　ようやく馬鹿にされたのだと気付いて、あたしが詰め寄ると、相手は大おお袈げ裟さに飛び退のいた。汚きたないものを避けるように。

「みんな言ってるわ。あんたんちが盗んだんだ、って。盗みをするほど困ってるの、あんたんちぐらいだもんね？」

「なんの話よ!?　なんであんたなんかに、泥棒呼ばわりされなきゃなんないのよ！」

「可か哀わい相そうにねぇ。あんたの父さん、うちにいっつもぺこぺこしながら来るもんねぇ。こないだも、もうちょっと良い値がつくはずだ、とかねばっちゃってさ。あー、かわいそ」

「この……っ！」

　頭にきて摑みかかった途端、近くに隠かくれていた連中に突き飛ばされ、転がされた。

　はやし立てる声が霰あられのように降ってくる。盗ぬすつ人と、汚い、貧乏。うるさくて痛くて、あたしは両手で耳を塞ふさいでうずくまっていた。

　蹴ったり、木の枝でつついたり、小石を投げたり。さんざん好き勝手にして、あいつらは笑いながら去って行った。

　それまでにも時々、つまらない嫌がらせをされることはあったけど、泥棒だとか決めつけられたのは初めてで、さすがに変だと思った。

　家に帰って訊きいてみたら、なんでも最近、村でちょくちょく色んなものがなくなっているらしい。

　洗せん濯たく物ものとか、日ひ干ぼしにしている途中の果くだ物ものとか。鶏にわとりやガチョウの卵を集めに行ったらひとつもなかったり。

「それ全部、うちのせいにされてるの!?」

　あんまりだ。あたしたち家族は誰一人、盗人なんかじゃないのに。

　父さんがため息をついて言った。

「絶対に違うと言っているし、実際、盗んでいないんだから証しよう拠こもない。だから一応、皆みなも表立ってうちを名指しで非ひ難なんはしないが……」

「そんなのおかしいよ！」

「ああ、早く本当の盗人が見つかればいいんだがな。誰かが嫌がらせでやっているのなら、しばらく続くかもしれない」

　なんで。どうして。

　頭の中いっぱいに疑問と怒りが渦うず巻まいた。やってもいないことで悪者扱あつかいされて、蔑まれるなんて。絶対におかしい、間違ってる。

　何がなんでも、犯人の正体を暴あばいてやる。あたしがこの手で捕まえて、皆の前に突き出してやる！

　そう決意してから毎日、村を隅すみ々ずみまで歩いて調べた。そのせいで余計に、そらみろこそ泥どろが嗅かぎ回ってる、とか言われてたようだけど、その時のあたしはそんな雑ざつ音おん、耳に入っていなかった。

　盗みに遭あったという家の近くに、見慣れないものが落ちていないか。不自然な場所に、おかしな方向へ続いている足そく跡せきはないか。

　どこで何が盗まれて、どういう順番で狙われたのか。宿屋に泊まっているよそ者は何人いて、増えたり減へったりしてないか。

　およそ関係ありそうなことは、なんでも片かたっ端ぱしから調べた。ただの猟師の子供として思いつく限りのこと、すべてを。

　そうして何日かして、ひとつの結論が出た。

　──盗人は、森に隠れている。

　誰かよそ者が潜ひそんでいるのだ。そいつが、食べ物や着るものが必要で、村から盗んだに違いない。あとはそいつのねぐらを突き止めるだけ。

　森の中なら、父さんほどじゃないけど、あたしだってよく知っていた。だからあたしは集めた手がかりを辿たどって、一人でこっそり森へ入って行った。

　盗人の居い所どころは簡単に見つかった。

　きれいな水が近くにあって、雨風をしのげる岩いわ棚だなか洞ほらがあって、村からそう遠くはないけど、人が来ない辺り。それだけでもだいぶ絞しぼり込こめるのに、なにしろよそ者だから、自分が迷わないために枝を折って目印をつけていたのだ。

　小川のそばにちょっと張り出した岩の陰で、村では見たことのない男が火を焚たいている。髪かみも髭ひげも伸び放題で、すごく汚いなりだった。

　その時あたしは、不意にそいつが可哀相になった。

　それは村の外をなんにも知らない子供の、愚おろかな傲ごう慢まんさだったのだけど。でも、貧まずしいからと盗人呼ばわりされたばかりだったものだから、その男にだってきっと事情があるに違いない、と勝手に思い込んだのだ。

　貧乏で、他にどうしようもなくて、仕方なしに盗みをしているのだ。本当は悪い人なんかじゃない。きっとそうだ。

　村の連中から嫌われ蔑まれている、仲間。

　子供のあたしは、そんな風に思いたかったんだろう。よせばいいのに、自分から姿を現して、そいつに近付いた。

「おじさん、おなか空すいてるの？」

　あたしが声をかけると、男はぎょっとなって竦み上がった。そうして、疑うたぐり深ぶかい警けい戒かいの目つきで身構えた。

「なんだおまえ。村のガキか？」

「あたしの父さんは猟師なの。だから森のことはよく知ってるわ。ねえ、どうしてこんなところに隠れてるの？」

　さすがにあまり近くには寄らなかったけど、それでもあたしは、無用心だった。

　男が辺りを見回してから、訊いた。

「一人か」

「うん」

「……実はな、俺はすごい秘密を知ってるんだ。誰にも内ない緒しよだぞ」

　急に男が声を潜めた。あたしは思わず釣つり込こまれるように、身を乗り出す。男もこっちに屈み込んで、大事なことを打ち明けるように、顔を近付けてきた。

「いいか、絶対に人には言うなよ……」

　謎なぞめかしながら男がさらに間合いを詰める。その時だった。

「デュマイ、捕縛！」

　いきなり誰かが大声を出した。驚きにびくっと竦んだあたしの目の前で、男が弾はじかれたように立ち上がる。

　次の瞬間、風のように銀色の鳥が男めがけて飛び、そのまま細長い紐ひもになって、するするっと男の体に巻きつき、締め上げた。

　ドザァッ！

　派手な音を立てて男が倒れた。一声も発しないまま、人形のように。

　あまりのことに、あたしは口をぽかんと開けたまま身動きできず、ただ、倒れた男が隠し持っていた山刀の不吉な曲線に目を奪うばわれていた。

「無茶するなぁ、嬢じようちゃん」

　やれやれと呆れ声が言い、ようやくあたしはぎこちなく振り向いた。

　──それが、師匠との出会いだったのだ。




　森にいた男は、よそで人を殺して逃げてきた奴だった。

　師匠はそいつを追って村を訪れていたのだけど、自分が調査を始めてすぐに、あたしが同じことを調べていると気付いたのだそうで。

　下へ手たに止めるよりも、気が済むようにさせてやろう。そう判はん断だんして、師匠はずっと見守っていたらしい。

　後になって、まさかと思っていたら本当に奴のねぐらを見つけちまったから結構焦あせった、と笑いながら話してくれた。

　そんな『実じつ績せき』があったから、師匠もあたしが弟で子し入りを志し願がんした時、わりとすんなり引き受けてくれたのだ。だもんであたしはちょっと思い上がって、すぐにも『狼』になれるような気になっちゃって、基き礎その勉強に駄だ々だこねたりしたわけだけど。

　まあ、それはともかく。

　師匠に弟子入りして、つくづく痛つう感かんしたことがある。

　もっと早くに、色々なことを学べていたら良かったのに。

　そうすれば、泥棒呼ばわりされても、ちゃんと言い返せただろう。追っているのが危ない相手だと気付けただろう。あたしが読み書きも計算もできる子だったら、そもそも泥棒だと決めつけられることさえ、なかったかもしれない。

　あるいは、何を言われようと気にかけず、もっと広い世界のことを考えて、将来の夢を追うことができたかもしれない。

　だから──
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「おカネが要るのよ！　はした金じゃなくて、どかーんと！」

　握にぎり拳でアイシャは言い、改めて決けつ意い表ひよう明めいした。

「やっぱり大物を狙わなきゃ。よし決めた、明日から本気で『影猫ステイーナ・コチユカ』を追っかける！」

「はァ!?」

　途端にウェズが変な声を上げた。あまりの驚きように、アイシャはむっとする。

「何よその反応。あんたも、影猫はいい奴だから好きにさせておけ、ってクチ？」

　睨にらまれたウェズは目をそらし、棘のある実を飲み込んだような顔で唸るように答えた。

「……そんなつもりはない。義ぎ賊ぞくであっても罪つみは罪だ」

「あら意外とマトモ」

「うるさい。だが俺なら、あえて影猫を狙ったりはしないぞ。他にも悪党はごろごろしてるだろう。おまえでも楽に狩かれるような連中が」

「影猫はあたしにの手には負えないって言いたいの？」

　喧嘩売ってるなら買うぞ、とばかりの口調でアイシャが言うと、ウェズは小こ癪しやくにも鼻で笑った。

「よくわかってるじゃないか」

「何をー!?　ビリちゃん、やっちゃいなさい！」

「規き約やく違い反はんで通つう報ほうするぞ、承認を取り消されたいのか。まったく……大物を狙うにしても、もうちょっとマシな奴にしろ。どうせ影猫の被ひ害がいに遭うのは悪党ばかりなんだ、無理してすぐに捕まえなくても不幸な人間が増えるわけじゃない」

　言葉の後半で、彼は視線を落とした。カップの底に少しだけ残った茶に向かってつぶやくように言う。

「警けい備び隊たいはあてにならない、懸賞金を出す余裕もない。弱い人々だけが虐しいたげられて、小こ賢ざかしい知恵の回る悪党が懐ふところを肥こやしてのさばる。こんな現状は間違っている。まともな方法で世の中が良くならないのなら、道を外はずれたって仕方がない」

　思いがけず暗い声だった。アイシャは眉を寄せて彼の真意を憶おく測そくしようと試みたものの、それよりも腹の底からせり上がる怒りが勝って、つい反発した。

「罪は罪、とか言っといて、あんたもやっぱりそうなんじゃない。もっとやれ、って思ってるんでしょ。冗じよう談だんじゃないわ、いい迷惑よ。不幸な人間が増えるわけじゃない？　なんであんたがそんなこと、言えるの」

　正義面づらした『義賊』の活かつ躍やくの陰で、誰が泣いていることか。濡ぬれ衣ぎぬを着せられる者もいるだろう、なんの関係もないのに責せめられる者もいるだろう。

　かつて自分が理り不ふ尽じんな仕打ちを受けたように、盗みは誰かを不幸にする。絶対にだ。

　それだけではない。あの夜、橋の下にいたのが本当に影猫だったのなら、盗みを働く当人が苦しんでいるということだ。間違いなく一人は不幸になっている。無責任な観かん客きやくが、いいぞもっとやれ、などとはやし立てるのは、厚かましく愚かしいこときわまりない。

　アイシャの確信は、非難の色となって声に表れた。ウェズは顔を上げ、対たい抗こうするように冷ややかなまなざしを返す。

「おまえこそ、金にならない小悪党は放置して分ぶん不ふ相そう応おうな獲物を追って、立派な仕事をしているつもりか？　現に目の前で苦しんでいる誰かがいるのに、賞金を出せないのならしょうがないと放置するわけか。たいそうなご身分だな」

「誰もそんなこと言ってないでしょ!?」

　アイシャはカッと赤くなり、思わず立ち上がる。ウェズもゆっくり席を立ち、正面から彼女を睨み据すえた。

「だったら、自分の実力をわきまえて、手の届く範囲から地道に人助けしたらどうだ。格かつ好こうつけたいだけなら、『狼』なんか辞めて芝居しばいにでも出たらいい。怪我もしないし、見物人に拍はく手しゆ喝かつ采さいしてもらえるぞ。さぞかしいい気分になれるだろう」

　はっ、と嘲ちよう笑しようまでついてきた。アイシャは堪えきれず手を振り上げる。だが、

「そこまで」

　細い手首を大きな手がしっかり握って止め、穏おだやかな声がやんわりと割り込んだ。アイシャが我に返って見上げると、マレクが背はい後ごに立っていた。

「お兄ちゃん」

「難むずかしいことを議ぎ論ろんしてるなぁと思って聞いてたら……頭に血が上りすぎだぞ。ちょっと落ち着け」

　よしよし、とマレクはアイシャの頭を撫でてなだめる。途端にアイシャの中で怒りがしぼんで、尖とがった気持ちが丸くなっていく。

　大人しく拳を下ろした彼女の前で、ウェズもため息をついて渋しぶ々しぶ引き下がる。

「騒がせて悪かった。だが、あんたも兄なら、妹に賞金稼ぎなんかさせておかないでくれ。大物狙いだとか寝ね言ごともやめさせろ」

「まだ言う!?　寝言はそっちでしょ！」

　すかさずアイシャが突っかかったが、マレクがまぁまぁと肩を叩いてそれを止めた。

「君の言い分もわかるし、警備隊員としては身につまされて返す言葉もない。それは認めるよ。でも俺は、アイシャの夢を知っているからさ。自分が心配だからって、諦めさせることはできないなぁ」

「夢……？」

「ああもう、こんな奴どうでもいいから、放っといて帰ろう！　お兄ちゃんも仕事終わったんでしょ」

　ウェズの不審顔から逃げるように、アイシャは大声を上げてマレクの腕を引っ張る。ビーリィが慌てて、テーブルの上からぴょんと跳はねてアイシャの肩に乗った。

「こらこら。片付けを忘れてるぞ」

　マレクが苦笑し、空の食器を重ねて持つと、ウェズに目もく礼れいした。

　去っていく二人を見送り、ウェズはその場に無言で立ち尽くしていた。ややあって、

「……夢、か」

　口の中でつぶやいたその顔は、毒でも飲まされたかのようだった。
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「ただいまぁ」

「あら、お帰りなさい二人とも。お仕事お疲れさま！」

　下宿屋の玄げん関かん前で、中年の女が笑顔で迎むかえてくれた。大家のおかみさんだ。建物の一階に住んでいて、共用部分の掃そう除じと、朝夕の食事の用意をしてくれる。家や賃ちんも当然それなりに必要だが、王都の物価では自じ炊すいの費用も馬ば鹿かにならないので、妥だ当とうな出しゆつ費ぴだろう。

　アイシャは一人前の承しよう認にんを受けて師の元から離れることになった折おり、とことん家賃を節約するつもりでいたのだが、マレクが自分と同じ下宿に来るよう説得したのである。最安値の物件は、古くて汚きたなくて治ち安あんも悪い。そんなところに少女一人で住まわせられない、下宿代が払はらえないなら俺がいくらか出すから、とまで言って止めたのだ。

　結局それが賢かしこい選択だったのだと、今ではアイシャも満足している。

　二人は玄関マットで靴くつの泥どろを落とすと、居い心地ごこちの良い我わが家へ入り、共用の居間でくつろいだ。他にも下宿人はいるが、ちょうど出払っているらしい。

「あー、疲れたぁ」

　アイシャはソファに腰こしを下ろすと、うんと伸のびをした。はずみで、思い出したように背中が痛む。そういえばドラ息子むすこに突き飛ばされて、石いし畳だたみでぶつけたのだった。

　顔をしかめて背をさすったアイシャに、マレクが「どうしたんだ」と心配する。アイシャは苦笑いで答えた。

「転んじゃっただけ。大したことないよ」

「背中をぶつけるなんて、派手にこけたんだな。ちゃんと手当てしておけよ」

　マレクはちくりと皮ひ肉にくで刺さしたが、それ以上は言わなかった。棚たなから蓋ふた付つきの容器を取ってきて、テーブルに置く。庶しよ民みんのおやつ、煎いり豆だ。元々ほんのり甘みのある豆に、薄うすく塩や何かの隠かくし味がつけてある。

　さっそくアイシャが手を伸ばすと、ビーリィも首から外はずれて降りてきた。自分から食べはせず、赤いつぶらな目で主人を見上げてじっと無言の催さい促そくをする。

「ビリちゃんはいい子だね～、はい、どうぞ」

　しまりのない笑顔でアイシャが豆を一ひと粒つぶ置くと、ビーリィは「にゅ」と嬉うれしそうに鳴ないて、小さな豆をちょっとずつ端はしからかじりだした。歯がないのにどうやってかじっているのかは、深く考えてはいけない。

　ああぁ可か愛わいいぃ、と例によって悶もだえているアイシャの向かいで、マレクが思し案あんげな顔をして遠えん慮りよがちに切り出した。

「なあ、アイシャ。さっき組合本部で喧けん嘩かしてたのは、『狼ヴオルク』じゃないよな？　最近できた友達か？」

「友達じゃない、ただの知り合い」

　アイシャは途と端たんに渋じゆう面めんになり、ガリッと奥歯で豆を嚙かみ潰つぶした。

「食堂の方で出くわしたの。いちいち言うことが厭いや味みで喧嘩腰なのよ、ほんっとヤな奴やつ！　王子様の従じゆう者しやなんだけど、なんか食堂の店長が作ってる薬草酒が殿でん下かの体にいいとかで、時々買いに来るんだってさ。王子様は優しい人だっていう噂うわさなのに、付き人の方は最低よね。格かつ好こうつけてるのはどっちだってのよ偉えらそうに何様だってああぁ思い出すほどに腹が立つー！」

　息を継つぐ間もなく並べ立て、ダン、と拳こぶしをテーブルに叩たたきつける。豆を食べ終えたビーリィが小さく跳はねて、目をぱちぱちさせながらアイシャを見上げた。

「ごめんごめん、ビリちゃんは悪くないから」

　アイシャは慌あわてて言い訳し、白いふにふにを抱だき上げて撫なでる。赤い目を細めて気持ち良さそうにしているビーリィを見下ろし、アイシャは複雑な顔になった。

「本当に、なんでビリちゃんはあいつに懐なついてるのかなぁ。変なの」

「懐いてる？」

「うん。あいつが近くに来たら、ビリちゃんが大喜びで飛びついてっちゃうの」

「へえ、そんなことがあるのか。初めて聞いたよ。使つかい魔まってのは主人以外には懐かないものだと思ってた」

　マレクが不ふ思し議ぎそうに言い、アイシャも難むずかしい顔になる。

「普通はそうだよ。フェリカも、理由の見当がつかない、って不思議がってた。あ……でも、もしかしたら、ウェズに魔力があるからかも、って」

　言っても良いものかどうか、やや迷いながらアイシャは口にした。マレクとフェリカは親しい友人だから、自分を含む三人の間には秘密などないという感覚で、つい他人の私的な事こと柄がらをしゃべってしまった。

「今の、内ない緒しよね」

「大丈夫、わかってるよ。というか、彼の名前も今やっと知ったところだし。アイシャはいい子だなぁ」

　マレクは鷹おう揚ように笑って、恥はずかしげもなく褒ほめ言葉をくれる。アイシャは赤くなってうつむいた。

　魔力。

　これは完全に生得の能力で、なければ魔ま術じゆつ師しにはなれない。あっても訓練しなければ使いこなせないし、向き不向きもあって、魔力さえあればなんでもできるわけではない。

　今でこそ魔術師という存在が、少々特とく異いな扱あつかいながらも世間一般に職業として認知されているものの、長い歴史の中で彼らの持つ不安定で多た彩さいな力は、しばしば偏へん見けんや迫はく害がいの対象となってきた。

　とりわけ、魔力や魔術は女のもの、という社会通念は根深く、魔力があると知られた男は女以上にひどい差別を受けた。

　そうしたことも次し第だいに過去の話になりつつあるが、やはりまだ、人は魔力があることを隠したがる。一人前の魔術師として働いている者はともかく、訓練さえ受けていない場合は特に。

　フェリカの指し摘てきを受けて気まずそうだったウェズを思い出し、アイシャは自分の口の軽さをちょっと反省した。その横で、マレクがしみじみとつぶやく。

「しかし、王子様の従者なのか……だったら、彼の言葉も重みが違うなぁ」

　どういう意味か、とアイシャは怪け訝げんな顔になった。目で問いかけた彼女に、マレクは腕うで組ぐみして考えながら言う。

「弱い者が虐しいたげられて、ずる賢い連中がのさばってる、っていうのはさ、殿下の嘆なげきかもしれないってことだよ。エルニス殿下は今までにも、貧まずしい人々に施ほどこしをされたり、寒さの厳きびしい冬には薪まきを買えない人々のために城の礼拝堂を開放して、集まって暖だんを取れるようにしたり、色々良くしてくださってるだろ。でも、それだけやっても、弱い者いじめをする連中が後を絶たたないとなったら、がっかりされるんじゃないかな」

「……でも、だからって」

「ああ、盗ぬすみが良いことだとは言えない。ただ、わざわざそんな『義ぎ賊ぞく』を狙ねらって無茶するぐらいなら、もっと安全な仕事が他にあるだろ、っていう彼の気持ちも、俺はよくわかるよ」

　話題が自分のことに戻ってきて、アイシャは渋しぶい顔をした。膨ふくれっ面つらをして明後日あさつての方を睨にらみ、黙だまり込む。ややあって彼女はため息をつくと、煎り豆を摑つかんで口に放り込んだ。バリバリ嚙み砕くだいて、憤ふん懣まんと一緒に飲み下す。

「お兄ちゃんはちゃんと、あたしの夢をわかってくれてるじゃない。あいつは頭ごなしに怒るばっかりで、最初から完全に、あたしには無理だって決めてかかってるからムカつくのよ。人のこと見下して、馬鹿にしてさ」

　アイシャが再さい燃ねんしそうな怒いかりをぎりぎりで抑おさえ込んでいるというのに、マレクはその苦労をまるで察さつすることなく、のんびり笑った。

「そうか？　俺には、あいつがアイシャのことをすごく心配しているように聞こえたけどなぁ」

「はぁ!?　何言ってんの、どこかで頭ぶつけたんじゃない？　大丈夫？」

　とんでもない、絶対信じられない、とアイシャは心底呆あきれた声を出す。次ついで、ああそうかと納得の表情になった。

「それはさ、お兄ちゃんがあたしを心配してくれてるから、そんな風に聞こえただけだよ。お兄ちゃんがいい人だから、皆みなも同じだと思っちゃってるだけだよ」

「おまえその言い方、婆ばば様そっくりだぞ」

「まさに今、思い出してたところよ。『マレクは体ばっかり大きくなってお人ひと好よしのまんまだから、あたしゃ心配だよ』ってね」

　年寄りの真ま似ねをしたアイシャに、マレクが声を立てて笑う。アイシャもちょっと笑い、それから真顔に戻って言った。

「世の中、お兄ちゃんみたいに優しい人ばっかりじゃないんだよ。ウェズは単に、あたしが生意気だから腹を立ててるだけだと思う。ハイあなた様の仰おおせの通りでございます、って言わないから」

「うーん」

　断言したアイシャに、マレクは苦く笑しようをこぼす。彼女の頭が冷えるだけの間をおいてから、彼はいつものように穏おだやかな口調で諭さとした。

「俺にはそれもやっぱり、『人が心配してるのになんで言うこと聞かないんだ』っていう風に聞こえるよ。……あのな、アイシャ。俺は確かにのんびりしてる。だから、警けい備び隊たいに入ってしばらくして、班はん長ちように言われたんだ。おまえは人がどうして怒るのか、ちゃんとわかってるか、って」

「なにそれ。腹が立つから怒るんでしょ？」

　当たり前じゃない、という顔をしたアイシャに、マレクはうんとうなずいた。

「腹が立つから怒る。じゃあ、なんで腹を立てるのか。おまえみたいな奴はきっとそれが理解できてないだろうから、教えといてやる、って言われて、説教されたよ」




　──いいか、マレク。怒りってのは大たい概がいの場合、不安や恐きよう怖ふの裏返しだ。人は怖いから怒るんだ。

　自分が下に見られる、不利になる、という恐おそれ。ここで優位に立てなかったら負ける、という不安。チンピラがおまえに突っかかるのは、そういう恐怖があるからだ。

　おまえみたいに図体がでかいやつは、それだけで普通の連中には脅きよう威いなんだよ。何もしなくても、おまえは自分が力強いってことをまわりに伝えている。その態度もだ。自分は余裕がある、あくせくしてない、少々のことがあっても平気だ、ってな。

　そういう奴を前にすると、自然に……特にチンケな人間ほど、比較して自分が劣おとっていると感じさせられる。おまえがそこにいるだけで、自分の価値が下がる。立場が危あやうくなる。だから怒り、突っかかるんだよ。覚えとけ。




「言われた時は、そんなむちゃくちゃな、って思ったけどなぁ。でもそれで納得もしたんだ。こっちは別に馬鹿にしたり見下したりしたつもりはないのに、やたら腹を立てられることが多いと思ってたけど、そのせいだったんだな、って」

「ええぇ～？　それ、男の人は皆そういうもの、ってこと？」

　アイシャは嫌いやそうな声を出し、それからふと、盗ぬす人びと騒さわぎの後のことを思い出した。

　そういえば、アイシャが手て柄がらを立てて『狼』に弟で子し入りすると知れ渡った時、あの肉屋の娘むすめは異様なほど激怒していた。見下し、いたぶっていた相手が、一転褒めそやされ、しかも村の者なら一度は訪れたいと憧あこがれる華はなの王都へ行くことになって、それが妬ねたましく腹立たしいのだろうと思っていたが。

（あれも、恐怖の裏返しってことなのかな）

　立場が逆転することの恐怖。だとしたら、理解できなくもない。なにしろ彼女はアイシャをとことん侮ぶ蔑べつしていたから、己おのれがそれよりも劣る存在に落とされるとなったら、排水管で溺おぼれるネズミさながら必死で抗あらがうだろう。

「……けど、ウェズがあたしに怒る理由にはならないじゃない」

　アイシャは難しい顔で唸うなった。あの少年は別に、アイシャが何をしようと影響を受ける立場ではないのだから。だがマレクは「なるよ」とやんわり否ひ定ていした。

「自分にかかわりのある人が怪け我がをするのは、怖いじゃないか。俺はさ、アイシャが怪我しないか心配はするけど、なんていうか……怪我したらしたで、最後まで面倒は見てやろうって覚悟してるから、動どう揺ようはしない。アイシャに何かあったら、きっとつらくて悲しいだろうけど、それも受け止めるつもりでいる。でも、そんな覚悟がなかったら、やっぱり怒ると思うんだ。動揺や悲しみを味わわされるのは、誰だれだって嫌だから」

　穏やかな言葉が、ゆっくりと沁しみてくる。アイシャは無意識に目を伏ふせ、テーブルの上で両手を組んでいた。

　彼女が時間をかけて理解している間、マレクは豆を一粒つまんで使い魔に与え、食べる様子を観察していた。ややあってアイシャが目を上げると、彼はちらりと笑みをくれて、おどけた口調で締めくくった。

「あいつがその辺を自覚して、自分の心配をおまえに押しつけるのをやめたら、いちいち怒ることもなくなるんだろうけどな。相手のことを心配すればするほど、何かあったら、っていう恐怖もそれだけ大きくなるから、難しいかもしれない」

「待って。ちょっと待って。その言い方だと、なんかウェズがものすごくあたしを心配してるみたいに聞こえる。それはない、絶対ないから！　出くわした時からして印象最悪だったから！」

　冗じよう談だんじゃない、とばかりアイシャは否定する。マレクは面おも白しろそうに笑うだけだ。

「アイシャは可愛いからなぁ」

「やめて！　違うから！　そんなこと言うの、お兄ちゃんだけだから！」

　アイシャは真っ赤になって顔を覆おおってしまった。目の前で少女が羞しゆう恥ちに悶もん絶ぜつしそうになっているというのに、元げん凶きようのマレクはのんびりしたまま言った。

「違うんだとしたら、きっと彼はとても優しい人なんだよ」

「えぇぇ……？」

「印象最悪な出会い方をした相手でも、言葉を交かわして名前を知って、一緒にお茶を飲むぐらいはする間あいだ柄がらになったら、その人が傷つくのは心配でたまらない。怪我しそうな無茶をするのを、見過ごせないんじゃないかな」

「それも違うと思うけど」

　アイシャは手を顔から下ろし、深いため息をついた。本当に、マレクにかかったら誰もが善ぜん人にんになってしまうのではなかろうか。彼の瞳ひとみに映うつる世界は、その澄んだ夏空色と同様に明るく晴れ渡っているに違いない。

「……お兄ちゃんは、大人だね」

「そうでもないさ。班長の受け売りだよ」

「ほら、そういうところも、余裕」

　アイシャは苦笑し、つくづくと改めて『兄』を見つめた。

　小さい頃からそばにいてくれた彼は、アイシャがゼドに弟子入りを願い出た時、自分もまた共に王都へ行くと、当然のように決めた。元々出で稼かせぎするつもりだったし、と笑って、一人で行くのは寂さびしいから決心がつかなかったけど、アイシャも一緒なら頑張れそうだなぁ、などと、あまりに優しい言葉をくれたのだ。

　その優しさと温かさが、アイシャだけに対する特別なものではないのだと、今ではもう身に染みて理解しているけれど。

（あのね、お兄ちゃん。あたしね、……）

　喉のど元もとまで出かかった言葉を、ぐっと飲み込む。それでも、伝えたいという思いは顔に表れたらしい。マレクが小首を傾かしげて、「うん？」と促うながす。

　アイシャはごまかすように微笑ほほえんだ。

「いつも心配かけてごめんね。でもやっぱりあたし、『影猫ステイーナ・コチユカ』を捕つかまえたい。手伝ってくれる？」

「もちろん」

　マレクは即そく答とうし、深くうなずいた。

「俺もアイシャの夢には一口乗りたいからな。どっちにしても、おまえは一度決めたら譲ゆずらないのは知ってるし。警備隊の方で把は握あくしてる情報は仕入れてきたよ」

「さすが、頼たよれるお兄様！」

　ぱっと明るい顔になったアイシャの前で、マレクは上着のポケットから折り畳たたんだ紙を取り出した。書き付け用の屑くず紙がみなのでインクが滲にじんで読みにくい。

「断っておくが、あんまり期待しないでくれよ。どっちかって言うと影猫本人よりも、やられた方の情報しかないような状態なんだ」

「うちも似たようなもんだよ」

　アイシャは言って、マレクの走り書きを手に取った。

　これまでに影猫の被ひ害がいに遭あった人物。その行ぎよう状じよう。関係する取引先や親しん類るい縁えん者じや、政治的なつながりをもつ仲間。

　簡かん潔けつに列れつ挙きよされた内容を目で追ううちに、アイシャの中から雑念が消え、わずかな手がかりを丹たん念ねんに拾う狩人かりうどの顔になっていく。足そく跡せきやその他のしるし、そこから見み出いだされる行動の規き則そく性せい、次の予測。

　影猫自身に関する情報はごく少なく、組合の資料とほとんど同じだった。

　性別、男。体格はやや細身だが中肉中背、年ねん齢れいは恐らく十七歳から二十七歳ほどの間と見られる。帽ぼう子しやマスク、仮面などで髪かみと顔を隠しているため容よう貌ぼうは不明。

　相あい対たいした者の話によれば、言葉遣いは粗そ野やではなく、会話内容からも高い水準の知識教養を備そなえていると推すい測そくされる。

（何年も捕つかまらずに義賊なんかやってるんだもの、馬鹿じゃないよね）

　アイシャは無意識に親指の爪つめを嚙んだ。

　無知無学で粗野であっても、金持ち憎にくしの心で義賊ぶった真似はできるだろう。誰もがよく知る豪ごう商しようや名士、その中で黒い噂がある者から盗んでやれば、噂の真しん偽ぎはともかく溜りゆう飲いんを下げる庶民は少なからずいるはずだ。人気取りにはそれで充分。

　だがもし愚おろかであれば、最初の数件は上う手まくいっても、じきに手口がばれて捕まってしまう。あるいは不適切な獲え物ものを選んでしまい、人気が地に落ちるだろう。

　影猫はそんなヘマをしていない。

（頭がいいくせに、それを盗みに使うなんて、ムカつくったらないわ）

　ざわつく苛いら立だちを心の隅すみに押しやり、アイシャは被害者の方に意識を戻した。

　最初の頃はまさに、有名な人物が狙われていた。

　知られている限り一番初めの事件は、裁判がきっかけだった。王都にある貴族の邸てい宅たくが改築工事を行った際さい、請負業者が代金を遊ゆう興きように使い込み、挙あげ句く破産して夜よ逃にげしてしまったのだ。

　現場で働いた従じゆう業ぎよう員いんや下した請うけ業者、取引先などは未払いの賃ちん金ぎんや納入資材の代金を貴族の側に求めたが、裁判に持ち込まれ、負けた。

　支払い義務があるのは夜逃げした業者であって貴族ではない、業者に支払い能力がなく、差し押さえられる財産もない以上、誰も彼らの損失を補ほ償しようできない、というのだ。

　あまりに無情な判決に、大勢が憤ふん慨がいした。エルニス王子までが非ひ難なんの声明を出したが、判決は覆くつがえらなかった。王族の一声で裁きが簡単に左右されるべきではないにしても、当の貴族がそれを良いことになんら救きゆう済さい措そ置ちをとろうとしなかったことが、世間の怒りを集め──そして、影猫が現れたのだ。

　改築の済んだ貴族の邸宅に忍しのび込んだ賊ぞくは、金庫から貨か幣へいだけを盗んで去った。金銀宝石細ざい工くには目もくれず。

　それからしばらくして、泣き寝入りしていた人々のもとへ、金が届けられた。銅どう貨かや白はく銅どう貨かばかり、あってもせいぜい四し分ぶ一いち銀ぎん貨かまで。盗まれた金きん貨か銀貨と両替した形けい跡せきも辿たどれず、つながりは明らかなのに、それはそのまま人々のものになった。

（そこらのいい加か減げんな盗ぬす人つとが思いつきでやってることじゃない。初めての時でさえ、周しゆう到とうに調べてる）

　この事件があった際、貴族達はおおいに憤慨した。貴族の側に落ち度はないのに、被害に遭って快かい哉さいを叫さけばれるなど間違っている。こんなことがまかり通るなら、我われ々われは迂う闊かつに屋や敷しきの修しゆう繕ぜんも頼めなくなる、と。

　だがしかし、後日よその町で件くだんの業者が捕とらえられ、事情を暴ばく露ろした。そもそも遊興に使い込んだというのは、発注した貴族の若殿様が度を超こした接せつ待たいを要求したせいだったのだ。馬鹿息子の浪ろう費ひが明るみに出た貴族は恥はじ入り、犯人に懸かけた賞しよう金きんを取り下げた。他の貴族からの擁よう護ごの声もぴたりと止んだ。

　次の事件が起きるまでは、かなり期間が空あいている。恐おそらく影猫も、本当は一度きりのつもりであったのだろう。

　だが、理り不ふ尽じんで腹に据すえかねるような小さな出来事が積み重なった後、覚悟を決めたように影猫はふたたび動き始め、それ以降は毎月のようにどこかへ忍び込んでいる。月夜に町を見回る猫ねこのように、静かに、密ひそやかに。

　影猫、という名をつけたのが誰なのかは、はっきりしていない。たまたま目撃した者が「猫のように音も立てなかった」とかなんとか言い出したのが最初だったようだ。少なくとも、本人がそう名乗ったわけではない。

（貴族の屋敷に盗みに入ったのは、最初の一回だけね。貴族が絡からむような事件が起きていないからか、さすがに用心して手出ししてないだけか、わからないけど）

　そもそも貴族が陰かげで悪事を働いていたとしても、普通一般の庶民がそれを知る機会はまずない。さしもの影猫もそこまでの情じよう報ほう網もうは持たないのか、以降の標ひよう的てきは小物が中心だ。

「ねえ、お兄ちゃん。次に影猫が狙いそうなところ、目星はつけられるかな」

「それができたら苦労しないんだがなぁ」

　マレクは苦笑し、腕組みして考えながら答えた。

「まだ盗みに入られてもいないのに、あなたは何か後ろ暗いところはありませんか、狙われる心当たりはありませんか、とか訊きいて回れないだろ？　訊いたってまともに答えてくれるわけもないしな」

「そりゃそうよね」

　つられてアイシャも失笑する。影猫に狙われるということはすなわち、悪事を働いているということだ。内心びくびくしていたとしても、誰もそうとは認めないだろう。影猫に入られる前に、警備隊のお縄なわがかかるではないか。

「あたしの見た感じだと、そろそろ次の獲物に目星をつけて、下見とかしてる頃だと思うのよね。それで……狙われてるのは多分、商売やってる関係の人だと思う」

「へえ？　そろそろだろう、ってのは同感だけど、なんで商売人だと思ったんだ」

「この被害者一覧を見て気がついたんだけど。影猫は、続けて同じ業種の獲物を選んだことがないの。汚職役人の懐ふところを狙ったら、次はあこぎな商人。徒と弟ていをこき使って次々潰す職人の工房。それから、なんだかよくわからない基準で選んだ獲物。警けい戒かいされないように、毎回変えてるでしょ」

　指摘されて、あっ、とマレクが声を上げる。獲物の範はん囲いがやたらと広いものだから、そうした分類をしていなかった。改めてつくづくと被害者一覧を眺ながめ、嘆たん息そくする。

「なるほどなぁ。言われてみれば確かに。というか、よくもまぁこれだけ多彩な小悪党がいたもんだと呆れるよ。警備隊の手が全然足りないのもうなずける」

「そんなところに納得しないでよ……。で、どうかな、少しは心当たりある？　次はあそこがやばいんじゃないのか、とかいう人の噂程度でもいいんだけど」

　身を乗り出したアイシャに、マレクはややおどけた顔を見せて、声を潜ひそめた。

「俺が言ってた、ってばらすなよ？　警備隊の中でも、次はあそこがやられたらいいのに、とかなんとか無責任に噂をしてる奴はいる。毎日巡じゆん回かいしてたら、否いや応おうなく町の噂も耳に入るからな。そうだな……特に評判が悪くて、商売関係となったら……」

　マレクがいくつかの名前を出し、アイシャはそれを書き留とめる。ついでに、その所在地も。何しろ王都は広いので、よほど老舗しにせの大商店でもない限り、名前だけでは探し出せない。ふむふむと真ま面じ目めに獲物候補を見つめるアイシャに、マレクが釘くぎを刺した。

「あくまで噂だからな。本当に悪事を働いてるって裏付けが取れてるわけじゃないぞ。他にも噂を仕入れたらまた教えるが、いきなり乗り込んだりしないでくれよ」

「しないよ。あたしだって『狼』の端くれなんだから、狩かりの進め方ぐらい承しよう知ちしてる。この連中にも、影猫にも、悟さとられないようにこっそり調べるから安心して」

　アイシャは自信満々に胸むねを張って答えたのだった。
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　同じ頃、ウェズは城に帰ってエルニス王子の部屋を訪れていた。

「殿下のご用で町に出ると必ず嫌な目に遭う気がして参りましたが、何か新たな呪いの術じゆつでも会得されましたか」

　ウェズは直立不動でむっつりしたまま、馬鹿丁てい寧ねいに言った。窓際に椅い子すを寄せて読書中だった王子は、灰かい青せい色しよくの目をぱちくりさせ、ぷっとふき出した。

「君のその仏ぶつ頂ちよう面づらが、不運を招まねき寄せるんじゃないのかな。ご苦労様、ウェズ」

　穏やかな口調で言い、彼は面白そうにくすくす笑いながら、読んでいた本を閉じた。

　病弱ゆえほとんど外遊びをせずに育ったため、驚おどろくほど肌はだが白く、体つきも華きや奢しや。落ち着いた色味の長い金きん髪ぱつをひとつに括り、柔らかな微び笑しようを湛たたえたその姿は、うっかりすると神話の精せい霊れいにでも見えそうだ。

　ウェズは胡う散さんくさげに乳ち兄きよう弟だいを見下ろし、やれやれと頭かぶりを振って向かいの椅子にどっかり座った。

「この前話した変な使い魔に、また絡まれた。おまえ、あれの居い所どころを知ってて近くへ行かせてるんじゃないだろうな？」

「まさか。王都がどれだけ広いと思っているんだい？　偶然で二度も会うことになるなんて、ひょっとしたら運命の恋人かもよ」

「やめろ！　蒸むしパンと恋に落ちる趣しゆ味みはない！」

　アイシャの「ビリちゃんは女の子」発言がよみがえり、ウェズはぞっとして我が身を抱いた。大おお袈げ裟さだな、とエルニス王子は声を立てて笑う。もちろん市井しせいの民たみのような大笑いではなく、あくまでも控ひかえめに、品良く。

「本当に、変わった使い魔のようだね。創つくったのは組合の魔術師だろうけど、何を考えていたのかな」

「創った奴も変な女だったが、それを選ぶ奴も大概だ」

「魔術師にも会ったのかい？」

「ああ。今回はたまたま組合本部の前だったから、使い魔の異常な反応を見た職員が、原因を調べたいって言い出してな。中で魔術師と引き合わされて、いろいろ質問された」

　屋内でもフードを深くかぶり、うつむきがちにぼそぼそしゃべる陰いん気きな娘を思い出して、ウェズは顔をしかめた。

「美人だが変な奴だったな。何をどう混ぜ合わせたら蒸しパンもどきになるんだか」

「それで、飛びつかれた原因は？」

「わからなかった。使い魔を創る時は余計な条件付けなんかはしないから、理由があるとしたら契約した主人の何かが影響してるのか……あるいは単に、俺に魔力があるせいだろう、だとさ」

　むすっとしたまま答えたウェズに、エルニスはふむとうなずく。

「そういえば、ある種の魔力は特定の使い魔や精霊を惹ひきつけるという話だね。猫にとってのマタタビのように」

「勘かん弁べんしてくれ」

　ウェズは両手で顔を覆ってうめいた。エルニスは同情的な苦笑をこぼす。

「使い魔の主人は女の子なんだったね。その子の方では何も思い当たる節ふしはないのかい」

「なさそうだぞ。当人もすげえ嫌がってた。迷めい惑わくなのはこっちだってのに、俺のせいだ、みたいに言いやがって」

　ウェズは忌いま々いましげに答え、思い当たって「ああそうだ」と辛しん辣らつな笑みを浮かべた。

「カネカネがめつい奴だから、使い魔も金の匂においにつられたのかもな。最初の時は薬草酒の代金で四分一銀貨を持ってたし」

「がめつい、って……」

「口を開けば『おカネほしーい』だぞ。黒猫亭で給きゆう仕じやってるんだから、まともな稼かせぎは手にしているはずだってのに、夢は一いつ攫かく千せん金きんだとか言って高こう額がく賞金首を狙うつもりらしい。どうかしてる」

　苦々しく言い捨て、ウェズは舌した打うちした。そして、エルニスが黙っているのを良いことに、さらに憤懣をぶちまける。

「おまえより細くてちびっこいような奴なんだぞ。ひょろっとしたチンピラに突き飛ばされただけで簡単にひっくり返って逃げられて、使い魔がいなきゃなんにもできやしない。まだ十六歳とか言ってたな。兄貴が警備隊員なんだから、大人しく守られてりゃいいだろうに、わざわざ自分が『狼』になるだとか、無む謀ぼうというか夢見すぎというか、要するに馬鹿だ！」

　容よう赦しやない評価を下し、フンと鼻を鳴ならす。彼がまくし立てている間、エルニスはじっと耳を傾かたむけていたが、どうやら気が済んだようだと見ると、静かに口を開いた。

「その子の夢は、本当にお金を手に入れることだけなのかな」

「さあ？　知るもんか。だがとにかくカネが欲しいと言っていたから、それで何をしたいんだとしても大金さえあれば解決するんだろ」

　ウェズは興味なさげに肩かたを竦すくめ、ぼそりと言い足した。

「そんなもの、夢じゃなくてただの欲望か、せいぜいが目標だ」

「随ずい分ぶんと手厳しいね。君はそう言うけれど、実際のところ、夢を実現するには金銭面の問題を避さけて通れないよ。努力や才能や幸運、人のつながりや援助、色々なものが必要だとしても、まず元手が要る。夢そのものに資金がかからなくても、生活を支えるだけのお金は必要だ。その子は、それをわかっているんじゃないかな」

　言いながらエルニスは立ち上がり、書き物机の方へ向かう。首にかけた細い鎖くさりを引き出すと、先についている鍵かぎで抽ひき斗だしを開けた。そこに何があるかを知っているウェズは、眉まゆをひそめる。

「おい。ちょっと待て、まさか」

　制止に構わず、エルニスは抽斗から金属の小箱を取り出し、別の鍵でその蓋を開けた。厳重に施せ錠じようされているのも当然、中には金貨銀貨が詰まっていた。エルニスはそこから一枚取り出し、元通りに鍵をかける。

　窓際まで戻ってくると、エルニスはウェズの手にその硬こう貨かを渡した。王国の象しよう徴ちよう、永遠不滅の生命樹が刻印された金貨。特殊な取引で用いられる高額の大金貨を除のぞけば、流通している貨幣の中では最も価値が高い。

　ウェズが嫌な予感に顔をしかめていると、エルニスはゆったりと向かいに腰を下ろして言った。

「君に預あずける。件の彼女がそこまでお金にこだわる理由を見定めて、その金貨が助けになるようであれば、渡して欲しい。自由に動けない私の代わりに」

「エルニス！　こんなに簡単に大金を施して……」

「違うよ。施しではない、誤ご解かいしないでくれ。君が憤慨するほど、か弱い少女が危険な仕事をしなければならない状況なのだとしたら、それを放置していては民の庇ひ護ご者しやたる資格はない。だからこれは私の務つとめだし、君にも私の代理として、よく調べた上でその金貨を使うか否いなか判はん断だんし、いずれはきちんと支援の結果を報告してもらいたい」

　穏やかながらも、固い意志の宿やどる声。エルニスは真顔でそこまで言ってから、悪いた戯ずらっぽい口調になって言い添そえた。

「もちろん、君が気になって仕方がない女の子に近付く手伝いをしたい、という下心もあるのだけどね。兄さん」

　わざとらしく昔の呼びかけを使った王子に、ウェズは大量の苦にが虫むしを嚙み潰した。

「やめろ。おまえが『お願い、兄さん』とか言い出すと、大体ろくなことがない。っていうか本当にその呼び方やめろ。こんな態度の俺も悪いが、そもそも身分と立場が違うだろうが。あと変な勘かん繰ぐりもよせ。俺としては心底二度とあいつと出くわしたくないし近寄りたくないし」

「頼んだよ、兄さん」

　にっこり極上の笑顔で遮さえぎられ、ウェズは残りの言葉を喉に押し戻して、うぐっと奇声を漏もらす。しばし無言で金貨を握にぎり締め、視線で抗こう議ぎしたものの、

「……わかった」

　王子の鉄てつ壁ぺきの笑みを打ち破れず、彼はがくりとうなだれて降こう参さんした。はあ、と特大のため息をつき、金貨を手の中でいじり回す。うつむいたまま、彼はぼそりと言った。

「おまえの望みこそ『夢』だ。こんなものじゃ叶えられない、正しよう真しん正しよう銘めいの夢」

　痛みを堪こらえるような声に、エルニスはやや驚いた顔をしてから、ふっと笑みをこぼした。柔らかく優しく、慈いつくしむ笑みを。
















「小さい頃の口くち癖ぐせだったからね。『誰もが泣かずに笑って暮らせる国にしたい』──我ながら大それた望みだよ。神々だって実現できやしない。ウェズ、確かに私は子供時代にそれを夢見ていたけれど、今は違う」

　断言した声の力強さに、ウェズは顔を上げて王子を見つめた。幼おさない頃と同じく穢けがれのない、しかしもう無知ではない大人の表情で、エルニスははっきりと言った。

「理想だ。夢とは違って、決して現実にはならない。私はもう、それを承知しているよ。だからこそ、そこへ向かう努力を怠おこたってはならないという覚悟もね。心配しないで欲しい。君が昔の私の言葉を覚えていて、大事にしてくれているのは嬉しいけれど」

「別に、俺は何も」

　ウェズは口ごもり、曖あい昧まいに首を振って顔を背そむける。不ふ機き嫌げんそうな表情に隠れた複雑な気き遣づかいを、付き合いの長いエルニスは間違いなく読み取った。

「まあ、実際のところ私も随分、頼りない存在なのだろうね。私だけでなく、オルディウス家の力はあまり当てにされていない。王家があまり強大な力を持つのは歓かん迎げいされざることだけれど、国内外のバランスをとることばかりに腐ふ心しんしていて、細かな民の暮らしに目配りができていない。少し、申し訳ないね」

「それはおまえの責任じゃないだろ。……おまえはよくやってるよ。おまえなら、陛へい下かみたいな腹黒狸たぬきっぷりとは違うやり方で、国を治おさめていけると思ってる。だから、ちゃんと体に気を遣って長生きしろよ」

「これでも昔よりは丈夫になったつもりだけど」

　過か保ほ護ごな台詞せりふにエルニスは苦笑し、ありがとう、と素直に礼を言った。

　しばし、二人共にそれぞれの物思いに耽ふけり、沈ちん黙もくが降りる。先に口を開いたのは、エルニスだった。

「君が言っている女の子は、賞金稼ぎだったね。世間では相変わらず悪人が跋ばつ扈こしていて、か弱い少女までが使い魔を駆かって立ち向かっているというのは、王族としては頭こうべを垂たれるべきなんだけれど、実のところ頼もしいよ。行き届かない不出来な統治でも、人々が自分でなんとかする力を持っていると思えば安心だ」

「そりゃそうだ。あのチビ女は危なっかしいから問題外だが、町の皆はおまえが思っているより逞たくましいよ。安心して任せとけ」

　ウェズは笑って応じたが、続く王子の言葉は予想外だった。

「最近は『影猫』なんて義賊まで現れて、かなり活かつ躍やくしているようだしね」

「……ああ、らしいな」

　曖昧な相あい槌づちを打ち、ウェズは手の中の金貨に目を落とした。ぎゅっと握り直して、唐とう突とつに立ち上がる。

「駄だ目めだ、いつまでも金貨を持ってると落ち着かない。部屋に隠してくる」

　早口に言って、もう歩き出す。扉とびらのところで彼は振り返り、じっとこちらを見ているエルニスに強い口調で念を押した。

「おまえはちゃんとやってるし、町のことは気にするな。大丈夫だ」

「ありがとう、ウェズ」

　やんわりとした返事に、言外の何かが含まれているような気がしたが、ウェズはあえて気付かないふりで背を向けた。

　長い廊ろう下かを急ぎ足で渡り、使用人棟に戻って自分の部屋に入る。王子の従者だから許される個室だ。

　扉をしっかりと閉めて、彼は大きく息をついた。内側から簡単な錠じようをかけ、さらに小さく呪文をつぶやいて魔術の封印まで施す。これで誰も部屋には入れないし、覗のぞき見や立ち聞きもできない。

　彼は汗ばむ手を開いて金貨を確かめ、唇くちびるを嚙んだ。

　戸棚の抽斗を抜き取り、二重底に作られた小物入れを開く。ここにも魔術が施されており、たとえ仕掛けを見つけたとしても、ウェズ本人以外は触ふれられない。

　安全なその空間に金貨をしまい込む。コトンと音を立てて、金貨は隠されていた先客の上を滑すべり落ち、底に横たわった。

「……任せてくれたらいいんだ」

　ウェズはささやき、秘密の物入れを開いたまま立ち尽くす。謎なぞめいた仮面のぽっかり空いた目が、無言で彼を見返していた。

（俺がやるから、任せてくれたらいい）

　心の中で繰り返し、彼は仮面を手に取る。別人になるための魔術具を。

（罪つみは俺がかぶる。だからエルニス、おまえは立派な王になってくれ。昔の夢を、理想だとか言って諦あきらめないでくれ。物わかりのいい大人のふりをして、本当は誰よりも、力及およばないことを嘆き苦しんでいるのは知っているんだ）

　町で貧しい親子が飢うえて死んだと聞いた時、幼いエルニスは数日、何も食べられなかった。下らない諍いさかいで人が殺されたと聞くと、悔くやしさに青ざめ、無理に自分を鍛きたえようとして寝込むはめになった。

　弱くて何の力もないことに、どれほど彼が苦しんできたか。そばでずっと見ていたウェズはよく知っている。今はもう彼もいちいち極きよく端たんな反応を見せはしないが、それでも、生まれつきの気高い同情心が簡単に変化するとは思えないし、実際、相変わらずだと感じるばかりだ。

　あの裁判があった時、本当に久しぶりに、エルニスは激げき昂こうした。自分の言葉で判決が覆らなかったのは仕方ないにしても、誰も被害者を救おうとしなかった、誰一人動かせなかった、と。

　だから。──ただ一人、ウェズが動いたのだ。

　その記憶を反はん芻すうし、彼はふっと苦い笑みをこぼした。仮面をつくづくと眺め、自分自身に対して皮肉に眉を上げる。

（物好きだよな。ちょっと前まで、あいつのことは見下していたくせに）

　乳兄弟が自分と違って病弱で、何をやらせてもすぐ息切れし、倒れ、寝込むのを、ずっと馬鹿にしていた。

　口先だけは立派で、皆からお優しいと褒めそやされて、けれど実際には何もできないくせに、と。王子でなければ野の垂たれ死じに確実、俺がついていなければ庭の散歩もままならないくせに。

　だがもちろん、そんなひ弱さだからこそ、守ってやらねばと感じてもいた。精いっぱい世話をして大切にしてやらなければ、壊こわれてしまうかもしれない。そう考えると怖くなるほどには、彼のことを好すいていた。

　そして──いつ頃からか、そこに敬意が加わるようになった。

　ウェズが日々逞しくなり、魔力を見出されて城の魔術師から手ほどきを受け、近この衛え兵へいから剣術や護ご身しん術じゆつを教わり、力強さを身につけていく一方で、エルニスは相変わらず病弱なまま、しかし明らかに強くなっていった。怒らず、嘆き悲しまず、絶望せず。痛みや苦しみに耐たえ、誰に対しても公明正大、陰口や侮ぶ辱じよくにも動じない。

　それは、ウェズがほとんど身につけられていない力だ。

（まったく、あいつには敵わない）

　ひねくれた笑みを浮かべ、ウェズはゆっくり仮面を着ける。物入れの底に敷しいてあった黒いバンダナを広げてかぶり、髪をすっかり隠してしまえば、もうそこに『ウェズ』は存在しない。

　気配もなく、影だけの猫のように静かに。名もない青年が一人、佇たたずんでいた。
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「ふーむ……」

　昼下がりの町、歩道の縁えん石せきに腰こしかけて、アイシャはぼんやりビスケットをかじっていた。街がい路ろ樹じゆの落とす影が涼しく、チラチラと踊おどる木こ漏もれ日も心地ここち良よい。爽さわやかに青く晴れた空から吹く風が、運河を渡って町の隅すみ々ずみまで新しん鮮せんな空気を送り込む。

　梢こずえがざわめき、アイシャは顔にかかった栗くり茶ちやの髪かみを指で払はらいながら顔を上げた。

　視線の先にあるのは、そこそこ立派なお屋や敷しきの庭。

　敷地を囲むのは石積みの塀へいだが、所々が鉄てつ柵さくになっていて、中を垣かい間ま見られるようになっている。手入れの行き届いた種々の花が咲き乱れるさまを、道行く庶しよ民みんにも見せてあげようというお心遣いであるようだ。

　朝からアイシャは時々場所を変えながら、目立たないように屋敷を観察していた。黒猫亭チエルナー・コチユカは定休日なので、本業に精を出そうというわけだ。

　人の往おう来らいが多い辺りだから、不ふ審しん者しやがいるものと考えて注意していない限り、小こ柄がらな少女が同じ界かい隈わいに長居していると気付く者はいない。本部を出る前に暇人ヴオルノスト先せん輩ぱいが、手伝おうかと言ってくれたが、あんないかにも『狼ヴオルク』ですという男がうろついていたら、すぐに怪あやしまれてしまうだろう。小こ娘むすめであるというのも、状況次し第だいで利点になる。

（特に動きはないなぁ。と言っても、まだ初日だから判はん断だんはできないけど）

　昼食代わりのビスケットを食べ終え、手についた屑くずを払いながら、アイシャは無意識に唸うなった。

　警けい備び隊たい員いんなら、通常の決まりきった巡じゆん回かいを行っているふりで堂々と聞き込みができるが、『狼』はそうもいかない。いや、情報収集だけなら『狼』の方が市民の口は軽くなるぐらいなのだが、探さぐっていることをごまかすのが難むずかしいのだ。

　多くの場合、『狼』は単独で密ひそかに狩かりを進めねばならず、ゆえに一番に叩たたき込まれるのは辛しん抱ぼう強づよい長期間の観察の重要性である。

（そういうのは得意だけど、今回は悠ゆう長ちようにしてられないからなぁ。どうにかして、きっかけを作れたら……）

　その考えが天に届いたのか。何やら屋敷の方が騒さわがしくなり、子供を含ふくむ数人の声が庭から聞こえてきた。道行く人が、なんだろう、とちらちら振り返る。アイシャも物見高い野や次じ馬うまのふりで、鉄柵の部分に近付いた。

　屋敷のお嬢じよう様さまだろうか。十歳に満たない少女と、召めし使つかいの娘むすめが一人、二人。息せききって庭を走り、一本の植木の下へ集まる。

　アイシャは急いで通りを回り、そちらへ向かった。鉄柵と石塀の間の辺りに植えられているのは、鑑かん賞しようと実じつ益えきを兼かねた李すももで、ちょうど今は収穫のために庭師の脚きや立たつが置かれたままになっていた。

「お嬢様、危あぶのうございます！」

「いやよ、行くったら行く！　離して！」

　召使の制止にお嬢様が金切り声で抵てい抗こうする。おてんばなお嬢様が、自分で李の実をもぎたいと言い出したのかと思ったが、どうやら違うようだ。アイシャの耳にも、か細い声が上の方から届いた。ミィ、ミイィ、と。

「猫ねこ……」

　なんだか嫌いやな気分になりながら、アイシャは首をそらせて仰あおぎ見る。高い梢に黒っぽい毛玉がしがみついていた。

　救出に行きたいお嬢様と、召使の攻こう防ぼうが続く。アイシャは鉄柵ごしに「あのー！」と声を張り上げた。

「通りすがりの者ですけど、猫ちゃん、捕つかまえに行きましょうか？」

　どこから、と訝いぶかるようにきょろきょろしていたお嬢様が、アイシャを見つけてぱっと表情を変え、駆かけ寄よる。食い入るようなまなざしは真剣そのものだ。

「あんなに高いけれど、登れる？」

「任せて、こう見えても木登りは得意なの」

　アイシャは頼たのもしい笑顔を見せ、許可を得て庭に入ると脚立に足をかけた。太い枝が分かれているところで木に移り、よじ登る。

　猫は自ら登った高さに怯おびえて身動きできなくなっており、逃にげはしないが降りてもこない。全身の毛を逆立てて膨ふくらませ、木の枝にがっちり爪つめを立てているから、引き剝はがすのも難しそうだ。

「あとちょっと……なんだけど」

　うう、とアイシャは恨うらめしげに梢を睨にらむ。登れなくはない。だがそのために手頃な枝を摑つかめば、恐おそらくかなり揺ゆれるだろう。怖がった猫が下手な落ち方をしては大変だ。

「猫ちゃーん、大丈夫、怖くないよー。こっちにおいでー」

　呼んでみても当然、効果なし。ふう、と諦あきらめ顔で息をついて、アイシャは首のビーリィに触ふれた。

「しょうがない。ビリちゃん、お願い。賞しよう金きんはかかってないけど、人間じゃないし、そもそも助けるためだもんね。いいでしょ」

　小声でつぶやいて、ちょいと指でつついて合図する。使つかい魔まはするりとほどけてアイシャの頭に移動した。

　アイシャは猫の真下の枝にまたがると、用心深く前進し、間違いなく受け止められる位置に陣じん取どってから、

「ビーリィ、捕ほ縛ばく」

　ささやき声で鋭するどく命じた。ビーリィの赤い目がキラリと光る。

　鳴なき声ひとつ立てず、猫がびくっと竦すくんで固まる。ビーリィが素す早ばやく体を伸のばして上の枝に跳とび移り、猫に巻きついた。下で見守っている屋敷の者達が悲ひ鳴めいを上げる。

　続いて一緒に落ちてきた猫とビーリィを、アイシャはしっかり抱だき止めた。

「よっし、成功！　猫ちゃん捕まえたよー！」

　アイシャが大声で言うと、お嬢様が歓かん声せいを上げた。硬こう直ちよくさせたのがばれないうちに解かい除じよし、何食わぬ顔で木から降りる。

　小さな猫はガタガタ震ふるえながら腕うでに爪を立てていたが、アイシャの足が地面につくなり、恩おん知しらずにもばりっと引っ搔かいて飛び出し、お嬢様の元へ逃げ帰った。

「いったぁ！」

　思わず悲鳴を上げたアイシャに、召使が慌あわてて謝あやまり、お嬢様もチビ猫を抱きしめて頭を下げる。

「ごめんなさい。こら、ひっかいちゃだめでしょ。めっ」

　舌した足たらずながらも真ま面じ目めに言って、猫の額ひたいを指先でぺしんと叩く。それから彼女は改めてアイシャを見上げ、礼を言った。

「ほんとにありがとう。この子、おうちから出たことないから、あんなに高いところまで登ったこともなかったの。おかげで助かりました」

　もう一度、ぺこりと丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする。その愛くるしさにアイシャは痛みも忘れ、いえいえどういたしまして、と礼を返した。

「これでお外の冒ぼう険けんに懲こりて、お家にいてくれたらいいけどねぇ」

　何気なくアイシャが言うと、お嬢様は途と端たんに唇くちびるを尖とがらせて反論した。

「ぼうけんじゃないの、追い出されたの！　お父さまが、『猫なんか見たくない！』って怒って、ひどいの。かげねこさんは悪くないのに」

「えっ、影猫？」

　アイシャが不審げに問い返すのを遮さえぎり、大慌てで召使が二人揃って割り込む。

「お嬢様！　さ、早く中に戻りましょう」

「温かいミルクを用意しますから」

　機き嫌げんをとりつつ、素早くアイシャから逃げようとする。

「あ、待ってください！」

　反射的にアイシャは腕を摑んで止めた。振り向いた顔は露ろ骨こつに迷めい惑わくそうで、目は怯えを含んでいた。アイシャは手を緩ゆるめず、声を潜ひそめて早口に続ける。

「すみません、ちょっとだけ話を。あたしは『狼』なんです、だから影猫の情報さえいただけたら、お宅の事情には踏ふみ込みません。警備隊にも言いません。お願いします」

「で、でも……」

「影猫が盗ぬすみに入ったんですか？」

　遅かったのか。また次の機会まで待ち、一から候補を絞しぼり込まなければならないのか。悔くやしさに唇を嚙かんだアイシャに、お嬢様が得意満面で答えてくれた。

「ぬすんでないの！　だからかげねこさんは悪くないの！　かっこよかったの！」

「……え？」

　きょとんとなったアイシャに、召使が観かん念ねんしたらしく、ため息をついた。

「昨夜、お嬢様のお部屋に忍しのび込んだんですって。それで、お父様のことが好きか、今の暮らしは楽しいか、といった質問をして……幸せなんだな、と」

「もちろん、って答えたらね、それじゃあお父さまに伝えてくれ、って言って、ひみつのお話をしたのよ」

　うふふ、とお嬢様は頰ほおを染そめる。アイシャは内心呆あきれているのを隠かくし、苦く笑しようした。横から召使が小声で補足説明してくれる。

「お嬢様は意味もわからず伝言されたんですけどね……娘に免めんじて今回は見逃す、そのかわり自分の罪つみを早く清算しろ、というようなことで」

「罪、ですか。盗人ぬすつとに言われたくないですよねぇ」

　アイシャが合いの手を入れると、相手も少し気楽になったのか、ついでのように話を続けた。

「実を言うと、旦だん那な様は時々、あたし達使用人にちょっかいを出されるんですよ。嫌だなぁとは思いますけど、もっとひどいところもあるって聞きますし、たまにそういうことがあるのを除のぞけば、悪い旦那様じゃありませんから」

　肩を竦めた召使に、もう一人が眉まゆをひそめて口を挟はさむ。

「でも、噂うわさじゃ昔、色々あったらしくて。お手つきになった下げ女じよが身み籠ごもった途端に追い出されたとか……」

「ちょっと、よしなさいよ！」

　お嬢様の前でしょ、と鋭く咎とがめられ、二人目は口をつぐむ。

　アイシャは聞こえなかったふりで平静な態度を装よそおい、手持ち無ぶ沙さ汰たにしているお嬢様の前にしゃがんで謝った。

「ごめんね。こっちでややこしい話ばかりしちゃって、退屈だよね。猫ちゃんも……あらら、寝ちゃった」

「しーっ」

　お嬢様が人差し指を立てる。アイシャもおどけて同じ仕し草ぐさをした。小さな毛玉は主あるじの腕に抱かれ、安心しきって眠っている。

　アイシャはお嬢様と顔を見合わせてふふっと笑みを交かわすと、背を伸ばして召使の二人に礼を言った。

「影猫が何も盗まなかったのなら、良かったです。話しにくいことをお尋たずねして、すみませんでした」

　むろん本当は、ここの主にまつわる良くない噂は既すでに把は握あくしている。だからこそ警備隊でも次の獲え物もの候補に挙あげられていたのだ。

　その予想は正しかった。しかし、影猫は忍び込んでいながら何も盗まず警告だけをして去ったという。

（格かつ好こうつけといて、小さい女の子の寝室に忍び込むとか、変態じゃないの）

　心中で罵ののしりつつも、アイシャは情報提供に礼を言い、庭を後にした。門のところで振り返ると、こちらを見ていたお嬢様が、片腕に猫を抱いたまま、空あいた手を大きく振った。二人の召使もぺこりと会釈する。

　アイシャは笑顔で軽く手を振ってから通りに出た。途端に渋じゆう面めんになり、石いし畳だたみの継つぎ目を睨んで舌打ちする。

　気に入らなかった。盗みに入る標ひよう的てきをよく調べ、しかもその家に幼おさない子供がいれば温情をかける。一体何様だ。匙さじ加か減げんひとつで罰ばつするか否いなかを決める、神の使いにでもなったつもりか。

　素直に「わぁ格好いい」とは、絶対に認めたくなかった。ちょっとだけ、本当にほんのちょっとだけ、彼女らの話を聞いて感心してしまったのが、我われながら悔しくて。

（盗人のくせに……！　大体、そんな重い役目を背せ負おって、いつまでもやっていけるつもりでいるわけ？　吐はくほど苦しんでた奴やつが！）

　込み上げる怒いかりを堪こらえ、石畳を蹴けりつけるようにして歩く。うつむいたまま突進していたせいで、当然の結果、

「うわっ!?」

「きゃ！」

　まともに誰かとぶつかった。弾はじかれて後ろへ倒れそうになったが、とっさにはっしと相手に摑まって堪える。だが次の瞬間、

「げっ、ウェズ！」

　誰だれだか気付いて思わず手を離してしまった。

「馬ば鹿か！」

　罵りながらウェズがアイシャの腕を捕とらえて引き寄せ、支える。二人して数歩よろけ、どうにかしっかり立ち直った時には、どさくさ紛まぎれにビーリィがウェズの頭にかぶりついていた。

「……本当にこの蒸むしパン、なんとかならないのか」

　べり、と使い魔をひっぺがしてウェズが唸る。そのまま彼は、白いふにふにを左右に引っ張って伸ばした。

「にゅぃー！」

「ちょっとやめてよ何すんのよ！　うあぁぁビリちゃんしっかりしてー!!」

　アイシャは叫さけびつつビーリィを奪うばい返し、せっせと撫なでまくって形を整える。もはや本当にパン種のような扱あつかいだ。

　ビーリィもさすがに少々懲りたらしく、再挑戦はせずにすごすごと主人の肩かたによじ登って、恨めしげにウェズを見つめた。

　主しゆ従じゆう揃いのじっとりした視線を浴あび、ウェズはげんなりする。

「まったく、なんでこんなところで出くわすんだか……ちゃんと前を見て歩け」
















「ハイハイすみませんでしたねー！」

　いーだ、とアイシャは歯を剝むいて唸ったが、ウェズにじろりと睨まれ、思わず怯ひるんだ。怖くなったのではない。昨夜の会話が脳のう裏りをよぎったのだ。

（きっと彼はとても優しい人なんだよ）

　マレクの声が耳にこだまする。もしかして気き遣づかわれているのかもしれないと思うと、アイシャは急に恥はずかしくなってしまい、慌てて顔を背そむけた。

　一方のウェズも、続けて文もん句くを繰くり出せず、むっつり黙だまり込んでいた。エルニスに言われた諸もろ々もろの言葉、それに面倒くさい頼み事を思い出し、なんとも曖あい昧まいな顔になる。

　二人して会話の糸口を探してもじもじする様子は、誰かが見ていたら、直前まで罵り合っていたくせに、と笑うだろう。気まずくなるほど長い間があってから、ようやくウェズが切り出した。

「黒猫亭じゃなくここにいるってことは、まだ賞金首を追っているのか」

　途端にアイシャはむっとして、警けい戒かいと反発の表情になった。

「だったら何？　あんたには関係ないでしょ」

　どうせまた、やめろだの身の程知らずだの否ひ定ていするつもりだろう、と迎げい撃げきする構えをとる。だがウェズはすぐには攻こう撃げきしてこなかった。

（そうとも、関係ない、と答えられたらどれほど楽か）

　押し黙ったまま彼は不ふ機き嫌げんに考えていた。

　王子の頼みがなければ、知るか、勝手にしろ、と放り出せば済む話だ。失敗して怪け我がをしても自じ業ごう自じ得とく、ウェズにはなんの関係もない。

　しかし金きん貨かを預あずかった以上、彼女が何を思って賞金稼かせぎを続けているのかは突き止めなければならないし、ウェズ自身も──というより『影猫』としても、アイシャが本当に追手となるのならば、相応の対たい処しよが必要だ。

（こんな奴、本気で敵扱いするのも馬鹿らしいが）

　しかし、彼女の兄は警備隊員だ。

　そこまで考え、ウェズはふと嫌な予感がして、現在地を確かめた。

「……まさかおまえ、冗じよう談だんでなく影猫を追うつもりなのか」

　この先には、昨夜忍び込んだ屋敷がある。一夜明けてどんな動きがみられるか、警告はしっかり受け止められたのか、確かめに行くつもりだったのだ。

　もしや彼女は、それを見抜いたのだろうか。影猫の次の標的があの屋敷だと当たりをつけたからこそ、調査に行ったのか。

「だから、ここにいるのか？」

　危き惧ぐしつつ尋ねる。予感は的中し、アイシャは当然とばかりにうなずいた。

「そうよ。でも一歩遅かったわ。もう入られた後だった」

　忌いま々いましげにアイシャは答えてから、あれっ、と不審げに眉を寄せる。

「なんで知ってるの、そこのお屋敷に影猫が入ったって」

「馬鹿、しーっ！」

　慌ててウェズは言葉を遮り、誰かに聞かれていないかと周囲を見回した。その隙すきをついて、ビーリィがぴょんと跳びかかる。ウェズは振り向きもせずにそれを打ち返し、アイシャの顔面にお見舞いした。

「ぶッ！　もう、ビリちゃんはじっとしてて！　っていうかウェズ、なにも顔めがけて返さなくてもいいじゃないの！」

「地面に叩き落とせばいいのか？」

「そこは潔いさぎよく受け止めるのが愛でしょ！　こんなに可か愛わいい子に好すかれて光栄に思いなさいよ、この贅ぜい沢たく者もの！」

「わけのわからん趣しゆ味みを押しつけるな！」

　怒ど鳴なり合う二人を、通りの反対側から通行人が口くち笛ぶえを鳴ならして冷やかす。ウェズはぎろっとそちらを睨んでから、仁に王おう立だちで腕組みしているアイシャに向き直った。

「あのな、自分がどれだけ危険なことをしているか、少しは自覚しろ。そこの屋敷の主については、結構昔から色々とささやかれている。女好きで使用人に片かたっ端ぱしから手を出す、ってな」

「知ってるわ。それで昔、子供ができた途端に追い出したんでしょ」

　アイシャも声を潜めて応じた。

　もう何年も前の話だが、屋敷の主は身重になった浮気相手の使用人を、退職金も、次の勤め口への紹介もなく解かい雇こした。養育費を払いたくなかったからとか、奥方が怖かったからとか、理由は様々に憶おく測そくされているが、ともかく彼は、それきり使用人母子おやこを己おのれの人生から締め出したのだ。

「そうだ。今、その母子は貧ひん民みん街がいで非常に厳きびしい暮らしをしている。……らしい。噂でそこまで知れるぐらいなのに、当人が何も聞いていないはずはない。それでも放置しているような冷れい血けつ漢かんだ」

「だから影猫にやられても当然だ、って結論？」

「そうじゃない。いや、そうでもあるが、今は別の問題を論ろんじているんだ。おまえが影猫を追うつもりで身辺を探っている相手は、善良無害な市民じゃないんだぞ！　色ボケ爺じじいぐらいならおまえが狙ねらわれる心配は絶対ないから安心だが」

「ちょっと待て今なんつった」

「それでも隠しておきたい悪事をつつき回されたら、どんな反はん撃げきをしてくるか知れたもんじゃない」

「待ちなさいってば、さっきの失しつ敬けい発言取り消しなさいよ！」

「……どうでもいい点にこだわる奴だな」

「どうでも良くなーい!!　ビリちゃん、こいつ食べちゃえ！」

　けしかけられてビーリィが身を乗り出す。しかし素早くウェズが身み構がまえたので、そのまま跳べずに、困った様子でふにふにと揺れた。さっき引っ張られたのは、どうやらかなり痛かったらしい。

　ふっ、とウェズは勝利の笑みを浮かべる。

「使い魔といっても動物と大差ないな。痛い目に遭あえば学習す……ぅあぁぁ！」

　余裕で構えを解といた途端に素早く跳びかかられ、首に嚙みつかれたウェズは盛大な悲鳴を上げた。必死の形ぎよう相そうでビーリィをひっぺがし、ざま見ろ、と笑う飼い主ぬしに投げつける。

「調子に乗るな、この馬鹿！　本当に通報されたいのか!?」

「ウェズが失敬なのが悪いんでしょ。大体、人のこと馬鹿馬鹿言いすぎよ、そんなに自分は賢かしこいと思ってるの？　それに、食べちゃえとは言ったけど捕縛しろとは言ってないもんね、おあいにくさまー」

　べー、とアイシャは舌を出した。ウェズは聞こえよがしの盛大なため息をついて、やれやれと腕組みした。通りの先へ視線をそらせてしばし沈ちん黙もくし、気を落ち着かせる。

「とにかく、おまえがあれこれ嗅かぎ回るのは危険すぎる。大物狙いはやめてもっと楽な獲物を狩るか、せめて仲間の協力を頼んだらどうなんだ」

「何言ってるのよ、そんなことしたら賞金は山分けになっちゃうじゃない」

　思いもよらない提案をされ、アイシャは呆れた。次ついで悔しい顔になり、そもそも組めない理由があることを白状する。

「あたし達は基本的に一人で狩りをするし、大物を相手にしてチームを組む場合でも、加われるのは熟じゆく練れんした『狼』だけなのよ。人数が増えたら獲物にも勘かん付づかれやすくなるし、どんなに慎しん重ちように追い込んでも一人の失敗で台無しになるから、よっぽど信頼できる『狼』じゃなきゃ組んでくれない。あたしみたいな駆け出しは、足を引っ張るだけだから」

「だったら、おまえ一人で安全確実に仕し留とめられる奴にしろ。少なくとも、追っている相手とその標的の両方を敵に回すような難しい仕事は、それこそ駆け出しの新人がやることじゃないだろう」

　正論だ。言い負かされたアイシャはぐっと詰まった。

（すごく心配しているように聞こえたけどなぁ）

　またしてもマレクの声がよみがえる。最前の小言に善ぜん意いと思いやりがあるように錯さつ覚かくしかけ、慌ててアイシャは頭かぶりを振った。

　一方ウェズは、少しは説教が効きいたかと安あん堵どし、機を逃のがさず質問を投げかけた。

「そこまでして一いつ攫かく千せん金きんにこだわる理由は、なんなんだ？」

「あんたに言う必要ない」

　開きかけた扉とびらを鼻先でぴしゃりと閉じるような声だった。あまりにも容よう赦しやなく一方的で、断固とした拒絶。

　油ゆ断だんしたところへ氷の刃やいばを振り下ろされたようで、ウェズは怯んだ。アイシャの表情は一いつ瞬しゆんで、頑かたくなな敵意に満ちたものに変わっている。

　驚おどろきと衝しよう撃げきがウェズを襲おそう。次いで怒りが一気に沸ふつ騰とうした。

（そんなに俺が嫌きらいか）

　初対面の印象が悪かった程度で、ここまでの敵意を向けられるいわれはない。第一、自分は何も間違ったことは言っていない。逆さか恨うらみではないか。

　ウェズは逆上しそうになるのを堪え、負けず劣おとらず冷たく尖った声を放った。

「そうかよ。つまり、なりふり構わず頭を下げてでも、ってほどの理由じゃないわけか。自分のプライドと秤はかりにかけて、意地やら面めん子つやら、好き嫌いやらを優先させるぐらいの、くだらん理由ってことだな」

「なっ……！」

「馬鹿馬鹿しい。おまえなんかの相手をするだけ、時間の無む駄だだった」

　ウェズは言い捨てて踵きびすを返すと、あとはもう一いち瞥べつもくれずに歩み去った。

　往来に取り残されたアイシャは、一人だけ時間が止まったように立ち尽くしていた。ウェズの背中が角を曲まがって消えた途端、両目から涙なみだが溢あふれ出す。

「な……ん、なの、なんで……っ」

　食いしばった歯の間から、抑おさえきれない声がこぼれ落ちる。ビーリィが慰なぐさめるように、頰に体を擦こすりつけた。アイシャは白く柔らかい使い魔を両手で抱き、口元に押し当てて嗚お咽えつを堪える。

　なぜ、あんなことを言われなければならないのか。関係ないだろうに、なぜ。

　悔しいのは、彼の言葉が正せい鵠こくを得えていたからだ。夢を掲かかげていながら、そこへ到達する手段──すなわち懸けん賞しよう金きんを獲得すること──の方にこだわっているのは否めない。

　なりふり構わず金を手に入れようと思うなら、心優しい王子殿でん下かとのつながりを持つウェズと知り合えた幸運を、無駄にするべきではないのだ。賞金首を狩るのも、世せ辞じや追つい従しようとお涙頂ちよう戴だいで王子様に取り入るのも、等ひとしくただ目的のための手段でしかない。

　それなのに、意地を張ってふいにした。

　気に入らないから。

　自分を見下している相手に、縋すがってお願いしたくなかったから。

　貧まずしさも苦労も知らなさそうな金持ちに、どうぞお情けをと訴うつたえたくなかったから。

「うぅ……っ、ふ……っっ」

　涙が止まらない。ハンカチ代わりにされたビーリィは少しもぞもぞしたが、逃げ出しもせず、小さな前足でせっせとアイシャの頰を拭ふき続けていた。




「うわ、どうした何があった」

　アイシャが泣き腫はらした顔で下宿に戻ると、居間にいたマレクがぎょっとなった。早はや番ばんか非番かだったらしい。大急ぎでこちらへやって来る。

　アイシャは泣き顔を見られたくなかったと恥はじつつも、いてくれて良かったと安堵しながら、ぎゅっと抱きついた。

「ああもう、お兄ちゃぁん、聞いてよー」

　なるべく軽い口調にしようと思ったのに、愚ぐ痴ちをこぼすとまた悲しくなって泣けてくる。マレクにしがみついたまま、アイシャは先刻のやりとりを包つつみ隠さず打ち明けた。

「なんでこんなこと言われなきゃなんないの、関係ないくせにいぃぃ」

「あー、正論すぎて言い返す隙がないなぁ」

　マレクはアイシャの頭をよしよしと撫でながら、困り顔になった。ぽんぽんと背中を叩いてあやし、落ち着くまで辛抱強く待つ。

　しばらくしてアイシャの涙が止まると、マレクは彼女を軽く抱きしめたまま、穏おだやかに言った。

「悔しいけどウェズの言う通りだな。それはアイシャもわかってるんだろう？」

「うっ……でも、でも」

「ああ。正しければどんな言い方で何を言ってもいいってわけじゃない。その点ではウェズ君は、誠に遺い憾かんながら落らく第だいと言わねばなるまいな、うむ」

　お偉えらい先生口調でマレクがうなずいたので、アイシャは失笑した。マレクも笑みをこぼし、腕をほどく。

「それに正論ってのは往おう々おうにして、その時その条件でしか成立しないものなんだよ」

「どういうこと？」

　アイシャが怪け訝げんそうに問い返すと、マレクは真顔になって答えた。

「たとえばアイシャが、なりふり構わずお金持ちに頭を下げて回ってお恵みを出してもらったとしたら、確かに一番の目標である資金集めは達成できる。でもその代わり、金でははかれない恩とか義理を山ほど背負い込むことにもなるだろ。それが後々悪い結果をもたらすかもしれない。だから、どうするのが『正しい』かなんて、そう簡単に決められるものじゃないんだ」

「……そうだね。そうだよ、お兄ちゃんの言う通りだよ！　何よもう、ウェズの方こそ馬鹿なんじゃないの！」

　途端にいつもの調子を取り戻したアイシャに、マレクは苦笑するしかなかった。

「まぁでも、危ないから下手につつくな、っていうのは正しいと思うぞ？」

「またそれを言う……。お兄ちゃんに言われると、すごく悪いことしてる気分になっちゃうから、やめてよ」

　アイシャは膨れ、それから視線を落として爪つま先さきを見つめた。

「あたしだって、お兄ちゃんに心配かけてるのはわかってるよ。申し訳ないなぁ、って思ってる」

「だったら、怪我しないように慎重にしてくれよ？」

　マレクはやんわりと注意したが、だったらやめろ、とは言わなかった。その温かさと度量の広さに、アイシャは顔を上げて微笑ほほえむ。

「……優しいね」

「そりゃ、俺はアイシャの『お兄ちゃん』だからな」

　なんの含みも屈くつ託たくもなく、マレクは笑って応じた。鈍にぶいなぁ、とアイシャは少し苦い思いを抱いだいたが、それで良かったのかもしれないと考え直し、言葉を飲み込む。伝わらないほうがいいこともあるのだ。

　マレクはそんな彼女の葛かつ藤とうにまるで気付かず、のんびりした口調で話を戻した。

「夢を叶える方法はひとつだけじゃないだろうが、自分が納得して選んだ方法でなきゃ、叶っても叶わなくても後こう悔かいが残ると、俺は思うぞ。どんな方法であっても実現させてこそ意味がある、という見方は正しいかもしれないが、その夢の根っこにある思いを否定してしまったら、実現させたとしても価値はなくなっているんじゃないかな。だから、アイシャが自分を恥じることはない」

　柔らかい言葉で、けれど間違いなくしっかりとした強さを持って、マレクはアイシャを肯こう定ていする。居い心地ごこちの良い、絶対に安全な砦とりでのように。

　アイシャはすっかり甘えてしまいたい誘ゆう惑わくと戦いながら、脳裏にわざと憎にくきウェズの顔を思い描いて自制した。

　正直、まだ腹立たしい。けれど不ふ思し議ぎなもので、こうして第三者からウェズの言い分を否定されると、かえってそれを寛かん容ように受け止めてやろうという気になる。

「ありがとう」

　アイシャはにっこりしてうなずいた。

「やっぱりあたしは、あたしの思う方法で頑張るよ。だけど……それでも本当の本当にどうしようもなくなったら、むちゃくちゃ悔しいけど、ウェズに土下座してでも王子様に話を通して欲しいってお願いする。おカネください、って頼みに行くわ。格好悪いけど、見捨てないでね」

「その時は俺も一緒に頭を下げるさ。しかし可愛い妹を泣かせた奴にお願いに行くのは腹が立つから、頑張って大物を捕まえたいところだな」

「だよね！　そうそう、昨日相談して割り出した候補、本当に影猫に入られてたの」

「えっ、本当か？　警備隊の方には知らされてないぞ」

「それがね、忍び込むだけ忍び込んで、何も盗まずに警告だけして逃げたんだって。気き障ざったらしいったらないわよねー、娘に免じて見逃すとか言ったんだってさ。おまえは変態かってのよ、お嬢様にも偶然会ったけどまだ十歳かそこらよ！」

　アイシャは呆れてお手上げの仕草をする。それから気を取り直してマレクの顔を見上げると、声を抑えて続けた。

「次はどう動くと思う？　あたしは、まだ商売関係を狙うと読んでるけど」

　尋ねるアイシャの目はもう、獲物を追う興こう奮ふんを抑えかねてきらめいている。マレクは感かん嘆たんと苦笑のあいまった小さなつぶやきをこぼした。

「やっぱり猟りよう師しの娘だなぁ」

「うん？」

「いや、なんでもない。そうだなぁ、次に狙われるとしたら……」
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　もったりとした黒い夜空に、黄色い半はん月げつがぼんやり霞かすんでいる。風が生温い。

　贅ぜい沢たくに蠟ろう燭そくを灯ともして飲めや歌えやの宴えん会かいを続ける一部の浮かれた者を除のぞいて、町は静かに眠っていた。

　家並みの間で、猫ねこやネズミの目が時とき折おりわずかな光を反射してチラリと瞬またたく。路ろ地じ裏うらでふんふんと空気を嗅かいでいたネズミが、ピクッと震ふるえて身を起こし、次の瞬間、さっと素す早ばやく逃にげ去った。

　細い尻尾しつぽの影が消えた後を、しなやかな革かわ靴ぐつが音もなく通り過ぎる。

　表通りに出る手前で、ぴたりと足は止まった。

「……」

　微かすかな息遣い。彼はしばらくそこに佇たたずみ、気配を探さぐっていた。常からして用心深いのだが、今日は特に慎しん重ちようになっている。

（昼間あれだけ『ウェズ』が厳きびしいことを言ったんだ、まさか出てくるはずがない）

　彼──影猫ステイーナ・コチユカは自分に言い聞かせながら、それでも不安を拭ぬぐいきれず、念には念を入れて人ひと気けの有う無むを確かめる。

　大丈夫だ。誰だれもいない。

　だが足を踏ふみ出せず、彼は石いし畳だたみに目を落とした。

　今さら、後こう悔かいがちくちくと胸むねを苛さいなむ。年下の少女を怒いかり任せに正論でねじ伏ふせたのは、卑ひ劣れつだった。エルニスや魔ま術じゆつの師し匠しようからも、折おりに触ふれて注意されていたではないか。おまえは潔けつ癖ぺきすぎる、と。

（ウェズ。おまえさんのその、物事を見み極きわめ白黒をはっきりさせようという姿し勢せいは、探究には向いておる。だが人間相手に振りかざすもんじゃあない。逃げ場も用意せずに人を追いつめたら、いかにおまえさんが正しかろうと、相手は理性や理屈なんぞ投げ捨てて牙きばを剝むいてきよるぞ）

　師しの声が脳のう裏りにこだまする。彼は小さく息をついて肩かたを落とした。

　自分でもわかっているのだ、本当は。こうして静せい寂じやくに身を沈め、一人で考え耽ふけっていたら、己おのれの欠点も過ちもはっきりと見えてくる。昼の太陽よりも、夜の闇やみの方が物事を明らかにするとは不ふ思し議ぎなものだ。

（どうしてああも、むきになってしまうんだか。やっぱり、最初の出会い方がまずかったのか）

　顔を合わせると喧けん嘩かばかり。冷静に思い返せば、別に彼女に対して嫌けん悪お感かんはないはずなのに、なぜか意地を張ってしまう。言う事を聞かない少女に、何もそこまでと呆あきれるほど腹を立ててしまう。

（そもそも、あっちから喧嘩腰ごしに接せつしてくるんだしな……仕方ないか。どっちにしろ、無む謀ぼうな『狩かり』はやめさせる必要があったし、ああでも言わなければ……）

　考えながら、いつの間にか無意識に歩き出していたらしい。何やら物音がして、はっと顔を上げると、標ひよう的てきの屋や敷しきの近くまで移動していた。反射的に、道路脇わきに積まれた樽たるの陰かげに身を隠かくす。

　足音が聞こえた。忍しのび足のつもりだろうが、音を消しきれていない。

（屋敷の衛えい兵へいか？　それにしては妙みようだな）

　王侯貴族でなくとも、裕ゆう福ふくな家では衛兵を雇やとうことが珍めずらしくない。有能で信頼のおける『狼ヴオルク』から引き抜くこともあるが、標的にしているこの屋敷のように後ろ暗いところがある家では、身内のごろつきにそれらしいお仕着せを与える程度だ。

　そんないい加か減げんな衛兵であっても、見回っているということを知らしめたら、普通の盗ぬす人びとは手出しを諦あきらめる。それで充分なのだ。

　だから、屋敷の衛兵なら足音を消そうとはしない。むしろ堂々と存在を誇示して、威い嚇かくするものだ。そうでないとすれば、よもやまさか。

　恐る恐る彼は樽の陰から少しだけ顔を出し、様子を窺うかがう。次ついでそのまま、路面に懐なつきたくなった。

（どうして……！）

　月明かりの下に、小こ柄がらな少女の影が閃ひらめいた。すぐに塀へいの向こうへ隠れたが、その正体に間違いはない。

　彼もまた樽の陰に戻り、抱かかえた膝ひざに額ひたいをごつんとぶつけた。

　なぜここに彼女がいる。昼間の一件は、彼が思っているほど彼女には痛いた手でとならなかったのか。それとも、恐おそるべき回復力で立ち直ってしまったのか。

「はあぁ……」

　堪こらえきれずため息が漏もれた。頭痛のしてきたこめかみを指先で揉もむ。

（立て続けに次の標的を当てられるなんて、何か手がかりを与えてしまったか？）

　できるだけ、推すい測そくされにくいように獲え物ものの範はん囲いは広く、順番や立地条件も規き則そく性せいのないように、ばらしてきたはずだ。盗ぬすみに入る間かん隔かくもまちまちにしているし、襲しゆう撃げき予告のような馬ば鹿かげた演出もしていない。

　偶然かもしれないが、それにしてはあまりにも的中しすぎだ。彼女一人で考えた結果ではなく、警けい備び隊たい員いんである兄の存在が大きいのだろう。

（それだけ、警備隊の方でも情報が揃ってきたということか）

　しばらく活動は控ひかえた方が良いかもしれない。少なくとも、アイシャの関心と警備隊の目がよそへ移るまでの間ぐらいは。

（どっちにしても、今夜はもう無理だな。出直すか）

　諦めて、そっと静かに立ち上がる。屋敷の前に人影はないが、塀の内側で小さな光がちらちらと動くのが見えた。松たい明まつか角かく灯とうだろう。植木の枝が下から照らされて、ぼうっと浮かび上がっている。

（まずい）

　背せ筋すじが冷えた。あれはアイシャの持つ明かりではない。屋敷の者が目を覚ましているのだ。未熟な『狼』が嗅ぎ回っているところを見つかれば、ただでは済むまい。

　彼は素早く樽に登り、隣家の屋根に上がった。瓦かわらをほとんど軋きしませることもなく、滑すべるように移動する。

　屋敷を囲む塀を見渡せるところに立つと、彼はアイシャの姿を捜した。

（いた！）

　屋敷の裏門だ。身を隠しながら屋敷の様子を窺い、同時に外から近付く不ふ審しん者しや──影猫の気配がないか、警けい戒かいしているようだ。わずかな動きからそうと知れる。

（無茶をしすぎだ）

　影猫は唇くちびるを嚙かんだ。確かに彼女は小柄で目立ちにくく、普通一般の人間に比べたら身のこなしも静かで素早い。だが、一度に複数のことに注意を払はらいながら、密ひそかに行動できるほどの達人ではない。

（焦あせっているのか）

　目星をつけた屋敷が既すでに影猫に入られた後だったことで、今度は出遅れまいと急せいているのだろう。でなければ、深夜に少女が一人でうろつくなど、いかに『狼』でも危険すぎると判はん断だんしただろうに。

　アイシャが潜ひそむ門の陰に、塀の内側から明かりが近付く。影猫は祈いのりながら見守るしかなかった。

　気付かれませんように、どうか見過ごされますように！

　だが祈りは届かなかった。光が揺ゆれ、動きを止める。

「そこにいるのは誰だ！」

　野太い男の声が厳しく誰すい何かし、暗がりでアイシャが身を竦すくめた。逃げるか否いなか迷っている間に、屋敷の衛兵が門もん扉ぴを開けて角灯を突き出した。

「おい、貴様！　何やってる！」

　怒ど声せいが影猫のいる隣家の屋根まで届く。この分ではじきに、屋敷の者も起き出してくるだろう。

（だからやめろと言ったのに）

　今さら詮せん無ないことを思いつつ、彼はどうすべきか考えを巡めぐらせた。助けに行くか、それとも表の方でわざと騒さわぎを起こして衛兵の注意を引くか。

「あ、あの、あたし……」

　アイシャがおどおどと無む害がいな庶しよ民みんのふりで、ごまかそうとしているのが微かに聞こえる。さすがに、私は影猫を捕つかまえにきた『狼』です、と正直に答えるほど馬鹿ではなかったようだ。

　影猫はほっと一息つき、足元から瓦の欠片かけらを拾った。そして、裏門の近くの植え込みめがけて投げる。

　ガサッ、と音がして、衛兵の注意がそれた。しかしアイシャの方までそちらに気を取られ、逃げる好機を逸いつする。影猫は頭を抱えたくなった。

（何をやってるんだ！）

　小手先の対たい処しよでは駄だ目めか。しかし自ら出ていくのはあまりにも危険だ。アイシャには悪いが、彼は絶対に捕まるわけにはいかない。影猫の正体が暴あばかれたら、エルニス王子の身までが危あやうくなる。

　彼が迷っている間に、新たな人物が裏門に近付いていた。

「お、どうした？　落とし物、見つかったのか？」

　場違いにのんびりした声は、マレクだった。衛兵がそちらに明かりを向け、ちっ、と舌した打うちした。

「警備隊が今時分、何の用だ」

「いや、仕事じゃないんだ。妹が昼間、髪かみ飾かざりを落としたらしくてね。居いても立ってもいられないって言うから、一緒に探してたんだ。邪じや魔ましたんなら悪かった」

「あァ？」

　衛兵が胡う散さんくさげな声を上げ、威嚇するようにずいと近寄る。だがマレクは全く動じない。

「あんたも見かけなかったかい？　このぐらいの大きさで、布で蝶ちようの形を作ってあるやつ。安物なんだけど、妹の大事なお気に入りなんだよ」

　友達に貰もらったんだよな、とマレクがアイシャに話を振る。アイシャはこくこくとうなずき、しおらしく謝あやまった。

「ごめんなさい。でも、絶対この辺りで落としたんだと思うの。誰かに拾われてるか、踏み潰つぶされてるかも、って思ったら、じっとしていられなくって」

　淀よどみなく言い訳する様子からして、どうやら事前に打ち合わせをしていたらしい。屋根の上で耳を澄ませていた影猫は、ほっと安あん堵どして座り込んだ。

　風向きが変わり、声が聞き取りにくくなる。だがもう心配無用だろう。あの図体のでかい兄がついていたら、衛兵も荒あらっぽい真ま似ねはすまい。

「もう諦めろ、また明るくなってから探しにくればいいさ。帰るぞ」

「……わかった。ごめんね、お兄ちゃん。あのぅ、おじさんも、お仕事の邪魔をしてすみませんでした」

　兄妹の会話の切れ端はしが届くと同時に、ふたつの影が屋敷から離れていった。衛兵の持つ明かりは、彼らが見えなくなるまで警戒を緩ゆるめず裏門に残っていたが、しばらく待って戻ってこないと確かめると、また庭をゆっくり巡じゆん回かいし始めた。

　影猫はそのまま動かず、しばし夜風に吹かれていた。

（お兄ちゃん、か）

　あんなに頼たよれる兄がいるのなら、本当に、無茶をする必要などないではないか。金だって、警備隊員は薄はつ給きゆうと言われているが、アイシャの給きゆう仕じの収入と合わせたら、それなりの余裕ができるはずだ。こつこつ貯金してできないはずがない。

（素直に頼ればいいだろうに）

　そうしていれば、たまたま使つかい魔まのせいで知り合いになっただけの他人にぎゃんぎゃん文もん句くを言われることも、なかったはずだ。

　あれこれ考えていると奇き妙みように胸がざわついたが、彼はそれを強いて無視した。

　ともあれ、今夜はもう何もできない。あの屋敷の者はさっきの騒ぎで警戒してしまっただろうし、去ったと見せかけた二人が近くに戻ってくる可能性もある。

（どうにかして諦めさせないと、危ない）

　影猫は立ち上がり、顔をしかめた。

　彼女は知っているのだろうか。彼が狙ねらっているあの屋敷の主あるじは、商しよう売ばい敵がたきの店を潰すために、性た質ちの悪いごろつきを大勢雇っているということを。

　邪魔者として目をつけられたら、真っ昼間の往おう来らいでいきなり殴なぐりつけられ、路地裏に引きずり込まれて半死半生の目に遭あわされることになる。それほどの相手だと、承しよう知ちの上での行動なのか。

　知らないのなら不用心に過ぎるし、知っているのなら救いようのない馬鹿だ。自分のことを無敵で不死身だとでも思っているか、さもなくば危険の実感がないのか。

　このまま彼女が嗅ぎ回るつもりなら、ここよりもさらに危険な相手の懐ふところに、自ら飛び込んでいくことになる。

（絶対に、それだけは駄目だ）

　影猫は弱き者を助ける存在だ。その活動によって罪つみなき誰かを損そこなうことがあってはならない。たとえ、愚おろかで向こう見ずな本人の自じ業ごう自じ得とくであってもだ。

（……と言っても、どうやって納得させたものか）

　はあ、とまた、ため息が出た。夜空を仰あおぎ、天の示し唆さでも得られないかと星を探す。

　昼間あれだけきついことを言われても、夜にはこれだ。正面から何を言っても効きき目がない。そもそも彼女は、もう二度と『ウェズ』の言葉に耳を貸す気はないだろう。顔を見ただけで逃げ出すか、雑ぞう巾きんを投げつけてくるに違いない。

　──だったら。

（仕方ない。いくつか手を考えないとな）

　影猫は憂ゆう鬱うつに頭かぶりを振り、ひとまず己のねぐらへと足を向けた。





[image: ]






「あっ」

　ばったり、というのはまさにこの状況だろう。『風の狼ヴイトルヴオルク』組合本部の正しよう面めん扉とびらを押し開けようとしたアイシャは、ちょうど誰かが内側から開けたため前のめりに数歩よろけ、相手にぶつかりそうになって顔を上げた。

　把とつ手てを持ったままのウェズはなんとも気まずい顔になったが、先日のアイシャのように手を離したりはしなかった。おかげでアイシャは大きくて重い扉に挟はさまれることもなく、無事に敷しき居いをまたぐ。

「ありがと……」

　一応礼を言ってみたが、返事はなかった。アイシャが通った後、ウェズはむっつり黙だまったまま、目を合わせもしないで急ぎ足に外へ出て行く。

　なんなんだろう。

　アイシャは変な顔になって首を傾かしげながら、受付に向かった。そこで、ホールに珍しい人物を見つけて「あれっ」と声を上げる。

「フェリカ！　出て来てるなんて、何かあったの？」

　偶然会えた喜びに、少しばかりの心配をまじえて駆かけ寄る。そんなアイシャに、フェリカは相変わらず気け怠だるい表情で「おはよう」と挨あい拶さつした。

　そのままフェリカがじーっと肩を見ているので、アイシャも同じ場所に視線を向ける。ビーリィが目を閉じたまま丸くなっていた。

　どうやら扉のところでウェズに飛びつかなかったのは、まだ眠いせいらしい。むにゅ、と小さな声を漏もらし、落ちそうになった体をもぞもぞ引っ張り上げて、肩にぺったりくっつく。

　あぁぁ可か愛わいいなぁ、とアイシャはしまりのない顔になったが、おっと、と友人の方に注意を戻した。

「ビリちゃんがどうかした？」

「蒸むしパン避よけ……」

「は？」

　意味不明なつぶやきに困こん惑わくするアイシャを放って、フェリカは何やら考えながら、ビーリィに手を伸のばす。

「にゅぅ!?」

　いきなりむにっと鷲わし摑づかみされて、寝起きのビーリィが悲ひ鳴めいを上げる。慌あわててアイシャはフェリカの手を払いのけ、大きく後ずさった。

「ちょ、どうしたのフェリカ！　やめてよ、いくらフェリカでもあたしのビリちゃんをいじめるのは許さないんだからね!?」

　アイシャは抗こう議ぎしたが、フェリカは相変わらず聞いていないようだ。友人の存在すら認にん識しきしていないかのように、じっと使い魔だけを見つめている。そのまま彼女が微び動どうだにしないので、アイシャは不安になって恐る恐る訊きいた。

「本当にどうしたの？　あっ、さっきウェズが出てったけど、あいつのせい？」

　既に悪者扱あつかいである。ウェズの名前に反応したように、フェリカはふっと瞬まばたきし、菫すみれ色いろの瞳ひとみでアイシャを見み据すえた。

「アイシャは、ウェズに特別な感情、ある？」

「はいいぃぃ!?」

　思わずとんでもない声を上げてのけぞり、アイシャは慌てて口を塞ふさいで赤面した。受付の職員と、たまたま通りかかった暇人ヴオルノスト先せん輩ぱいがびっくりしてこっちを見ているが、幸い他に人はいない。フェリカは同じ姿勢、同じ顔のまま、答えを待っている。

「と……特別な、憎にくしみなら少々……」

　アイシャはごにょごにょ言いつつ、芝しば居いがかった仕し草ぐさで握にぎり拳こぶしをつくる。

「憎ぞう悪お……」

「いやあのちょっと待ってフェリカ真ま面じ目めに取らないで、いや半分本気だけどそんな暗い声で憎悪とか言うほどのものじゃないですきっと多分わりとどうでもいいっていうかごめんなさいすみません！」

　もはや何を言っているのかわからない。動転しているアイシャの前で、フェリカは細い指を唇に当てて目を伏せた。

「初対面から、だから……違う？　だとしたら、個人的な感情ではなくて分類上の……」

　ぶつぶつ。独ひとり言ごとに没ぼつ頭とうするフェリカが説明してくれないので、アイシャは諦めて受付の方へ行く。顔なじみの職員と、相変わらず暇ひまそうな先輩が、揃って興きよう味み津しん々しんと少女達のやりとりを眺ながめていた。

「あのー、フェリカに何があったか知ってます？」

　アイシャがとりあえず職員に尋たずねてみると、いいや、と否ひ定ていが返ってきた。

「取り次いだけど、詳くわしくは何も。ウェズリーの訪問目的は、君のその使い魔に飛びつかれたくないから、フェリカと相談したい、ってことだったんだよ。前に原因がわからなかったから、諦めたのかと思ってたんだけどな」

　職員は肩を竦め、ちらりとフェリカの様子を窺った。

「奥で話してたから、どんな結論になったのかは聞いてないけど。でも、難むずかしそうだな。もし何か方法が見つかっても、それを彼に教えたものかどうか」

「え？　どういう意味ですか」

　きょとんとしたアイシャに、「おいおい」と暇人先輩が苦く笑しようする。

「ちょっと慎重に考えろよ、チュン助すけ。あの蒸しパン使い魔が特定の人間にだけ懐く理由はわからんが、とにかく飛びつかれないようにする、ってことは、下手したら使い魔の能力を無差別に封じる手段にもつながるんだぞ。俺達にとっちゃ死活問題だ」

「あっ……」

　気付いてなかった、とアイシャは口をぱかんと開けた。だがすぐに、待てよ、と難しい顔になる。

「でも、能力を封じる方法がわかったとしても、それって誰にでもできることじゃないでしょ？　魔術師じゃないと駄目ですよね？　だったら安全なんじゃないんですか。だって魔術師は登とう録ろく制せいだし」

　この国では、魔術師となる者は身元や居所の情報を登録する決まりになっている。十数年ほど前からだ。

　そもそも魔術師は数が少ないし、地元で脅きよう威いとみなされていたり名声を集めていたりして存在が目立っていたから、制度が定められてじきに全員が登録を済ませた。

　首輪をはめるのかと反発する者もいたが、地方によってはいわれなき迫はく害がいを受けていたから、登録することで保ほ護ごされるのならと、最後には全員が合意したのだ。

　むろんまだ民間に偏へん見けんは残っているが、おかげで今では国内どこへ行っても、魔術師はただ魔術師として認められ、過度の期待を負おわされることも、命の危険に晒さらされ怯おびえることもない。

　まともな技を学び身につけるには誰かの下に弟で子し入りするしか方法はなく、弟子入りすれば自動的に登録される。

　登録情報は王城に住まう『大魔術師』が管理しており、詐さ欺ぎ師しや手品師の紛まぎれ込む余地はない。そして、悪事を働けばすぐに身元が割れる。

　アイシャもその辺りの知識は、王都に来てから叩たたき込まれた。承しよう認にん試験にも出題されたぐらいなのだから間違いではないはずだ。

　しかし、暇人先輩は渋しぶい顔になって答えた。

「魔術師に弟子入りしていなくても、魔力と知識があって、我が流りゆうでも訓練をすれば、小手先の技ぐらいは使えるようになるんだ。当人の魔力量や運にも左右されるんで、大っぴらには言えんがな。チュン助お気に入りの『影猫』が捕まらないのも、同じ理由だろう。誰か登録魔術師が協力しているのでなければ、奴やつ自身が魔力持ちで、独学で隠いん蔽ぺい術じゆつとかそういうものを会得したんだろうな」

「チュン助はやめてくださいってば。あと、お気に入りとか言わないで、変な誤ご解かいされたくない」

　例によってアイシャは抗議し、いつものごとく無視された。暇人先輩は腕うで組ぐみし、うーむ、と唸うなる。横から職員が言い添そえた。

「登録制度があるからって、犯はん罪ざいに魔術が使われることはないと、安心してもいられないのが現状なんだよ。残念ながらね」

「そうなんですか……」

「もちろん、魔術が使われる場合に備そなえて、こちらも魔術師を専せん属ぞくで囲い込んでいるわけだけどね。アイシャも『影猫』を捕まえられそうな手応えが得られたら、申しん請せいしてくれたら魔術師が協力するよ」

「フェリカが？」

　そんな話は聞いたことがない。アイシャが目をしばたたかせて友人を振り返ると、職員は「違う違う」と苦笑した。

「彼女は使い魔が専門だからね。他のことはできない。でも専属契約を結んでいる魔術師は何人もいるから、必要になりそうな技を持っている魔術師に連絡を取れるよ。ただ、彼らも忙しいし、いつまでかかるかわからないとか、何の手がかりもないとか、そんな段階ではちょっと許可が下りないけど」

「わかりました、頑張ります。でも『影猫』は正体が摑つかみにくいってだけで、魔術で攻こう撃げきするとか、煙けむりになって逃げるとか、そういうんじゃないですよね？　だったら……」

「魔術師抜きでも捕とらえられる可能性は高い。そういうこと」

　よくできました、と職員がにっこりし、先輩もよしよしとうなずく。アイシャは面おも映はゆくなって頰ほおを搔かいた。そこへ、考え事が済んだのか、フェリカがやって来た。

「アイシャ。ちょっとビーリィ、借りていい？」

　その声こわ音ねが今まで聞いたことのない雰ふん囲い気きだったので、アイシャはたじろいだ。いいよと即そく答とうできず、顔色を窺う。

「ど、どうするつもり……かなぁ？　今のビリちゃんのまま返してくれる？　変なことしない？」

「しない。……多分」

「多分、じゃ困るよ！　あたしのビリちゃんはビリちゃんだけなんだから！　改造ビリちゃんとか新型ビリちゃんとか要らないからね!?」

　アイシャは真剣に危き惧ぐしているというのに、職員と先輩が揃って盛大にふき出した。フェリカの方は相変わらず表情を変えず、しばし考え込む。それから彼女はおもむろにうなずいた。

「わかった。いじらない。だから、明日まで貸して」

「えっ。あ、明日まで？」

　ほっとしたのも一いつ瞬しゆんのこと、アイシャは困り顔になった。

　昼は食堂の仕事があるから、今日も夜になったら影猫の標的を探りに行こうと思っていたのに。使い魔がいなければ、運良く影猫に遭そう遇ぐうしたとしても捕まえられないし、他の脅威──ごろつきとか──にも対応できない。マレクも夜や勤きんで付き合ってもらえないし、危険すぎる。

　返事を渋しぶったアイシャに、フェリカが小首を傾げて提案した。

「駄目なら、急いで返すけど……いじるかも」

「ああああぁぁ！　駄目、いじっちゃ駄目ぇぇ！　わかった、明日まで預あずけるから！　大事にしてよ、ちゃんとごはんあげてよ？　好き嫌きらいはないけど、できたら美お味いしいものあげてよね？　寝る時はお布団ふとんかけてあげてね、ハンカチでも布巾ふきんでもいいから、何か軽くてふわっとしたものをかぶってると安心するみたいなの」

「そ、そんなことまで、やってるのか……飼い主ぬし馬鹿って噂うわさ、本当……っ」

　ヒィヒィ笑いながら言ったのは、カウンターに突つっ伏ぷしている職員である。失しつ敬けい千せん万ばん。アイシャは赤くなってぷくっと膨ふくれた。

「いいじゃないですか！　使い魔と『狼』は一心同体の相あい棒ぼうなんだから！」

　職員に怒ど鳴なっておいてから、肩のビーリィをそっと両手で抱だいて下ろす。この一年余り、片時も離れたことがないのだ。一晩預けるというだけで、今生の別れかのように悲ひ痛つうな気持ちになる。

「ううっ……ビリちゃん、一日の辛しん抱ぼうだからね、必ず無事で戻ってきてね！」

「にゅ？　にゅ、にゅー」

　ビーリィは状況がわからないなりに不安を感じているらしく、首──はないので体全体を傾げるように揺らしながら、赤い目をぱちぱちさせる。その様がまた、アイシャの涙なみだを誘った。

「うわぁぁん、ビリちゃあぁぁんー！」

「にゅー！」

　白い蒸しパンもどきを抱きしめて、朝っぱらから愁しゆう嘆たん場ばを繰くり広げるアイシャに、職員はとうとう床ゆかにうずくまるほど笑い転げ、先輩は壁かべに懐き、フェリカはただ無言で立ち尽くしていた。




　そんなわけで。

「うぅ……首がさみしい……」

　気合が入らないまま黒猫亭チエルナー・コチユカでの仕事を終え、冴さえない顔でどんよりと暗あん雲うんを背せ負おって帰宅したアイシャは、下宿の玄げん関かんをくぐってため息をついた。

「おかえりなさい、お夕飯できてるわよー」

「はーい、ありがとうございます！」

　おかみさんが台所から声だけで迎むかえてくれたが、居間には誰もいなかった。アイシャは返事をしてからひとまず自分の部屋に入る。

　条件の良くない部屋しか空あいていなかったので、ベッドと低いチェストを置くのが限界の狭せまさだ。元々家や賃ちんを節約するつもりだったアイシャはここでいいと言ったが、うちに来いと強引に決めたマレクはさすがに申し訳なさそうだった。

　屋根裏を改装した部屋は、一応立っていられるものの、天てん井じようが低い。マレクは腰を屈かがめないと入れないから、彼と話す時はいつも、居間か相手の部屋に行くほどだ。

　ただ、窓をできるだけ大きめに取ってあるのが、アイシャは気に入っていた。

　表通りでなく裏に面しており、周囲数軒の建物より少しだけ高いおかげで閉へい塞そく感かんがない。窓の外には屋根が続いていて、誰かに覗のぞき見られる心配もない。光がたっぷり入るから、月夜は蠟燭を節約できる。

　ふう、と息をついてベッドに腰を下ろし、楽な服に着替えてから階かい下かへ降りる。定番の煮込みの食欲をそそる匂においが、ぷんと漂ただよってきた。

「うわぁ、美味しそう！」

「マレクが夜勤に備えて冬眠前の熊くまみたいに食べて行ったけど、見越してたくさん作ったから充分あるわよぉ～。今日は特に美味しくできたし、アイシャちゃんも遠えん慮りよせずに食べて！　……あら？　ビリちゃんはどうしたの？」

　アイシャのビリちゃん溺でき愛あいっぷりにすっかり慣らされたおかみさんは、いつもの白い蒸しパンがいないことに気付き、首を傾げる。

　途と端たんにアイシャはスプーンを手にしたまま見る見る萎しおれた。

「ビリちゃんは、お泊まりなんです……」

「え？　あ、アイシャちゃん、大丈夫？」

　おかみさんがおろおろする。アイシャはしょんぼりうなだれ、いつもならビーリィが陣じん取どっている皿の横に目をやった。

　ビリちゃんがいたら、スープの旨うま味みが染みたこのお芋いもをあげるのになぁ、喜ぶだろうになぁ、と寂さびしく思いつつ、芋を頰ほお張ばる。美味しい。美味しいけれど、分かち合う相手がいない。

（あたしは独ひとりぼっちだ）

　不意にそんな考えが浮かんだ。マレクがいてくれて、フェリカも友達で。けれど、一番身近でいつも一緒にいる存在は、使い魔だけ。マレクもフェリカも、当たり前だがそれぞれの仕事がある。

　家族は遠い存在になった。ずっと仕送りはしているし、時々手紙も送るけれど、両親は共にあまり読み書きが得意でない。紙だって高い。返事らしい返事はなく、口頭で短い伝言が託たくされるぐらいだ。

　村を出てからは師匠と寝食を共にし、良くも悪くも朝から晩まで一緒で、みっちりしごかれていた。その師匠ゼドも、アイシャが『狼』として承認されるとさっさと旅暮らしに戻り、各地へ賞しよう金きん首くびを狩りに行ってしまった。

　承認式の日に、これからは自分独りで立っていなければならないと、覚悟を決めたつもりだった。何をするのも自分で判断し、いざという時には自分だけで困難に対処しなければならないのだ、と。

　一年過ぎて、この状況にも慣れたつもりでいたのに、相棒がいなくなった途端に、今までどこかに隠れていた不安が大たい挙きよして押し寄せてくる。

（うう、ビリちゃん……）

　深しん刻こくな事じ態たいなどではなく、単に一晩だけのことだとわかっているのに、怖い考えばかりが頭に浮かぶ。

　ビーリィは使い魔で、創つくられた命だ。いつ何なん時どき、不ふ具ぐ合あいが出るかわからない。長年現役を続けている『狼』のほとんどは、使い魔が代替わりしている。それを思うと、背筋が寒くなった。

　孤独感が秋の夕暮れのように心を翳かげらせる。アイシャはぶるっと頭を振り、急いで食事を済ませた。

　今日はもう、さっさと寝てしまおう。白くて柔らかくて温かい生き物がそばにいないと、悪いことばかり考えてしまって危ない。

　食事を終え、おかみさんと一緒におしゃべりしながら洗い物を片付けて。部屋に引き取った頃には、すっかり暗くなっていた。

　大きな窓から射し込む月明かりで、ベッドのシーツが青く染そまっている。

　アイシャはたゆたう月光の中に身を投げ出し、枕まくらを抱え込んだ。

「……疲れちゃったな」

　ぽつ、とつぶやきがこぼれた。

　そのまま、いつの間にかうとうとしていたらしい。不意に涼しい夜風が髪を揺らし、アイシャははっと目を覚ました。

「やばっ」

　窓を開けっ放しにしていたか。しかも突っ伏して寝ていたせいで、首から肩の筋がこわばっている。迂う闊かつに動いて寝違えないように、注意しながら身を起こし、

「──!?」

　ぎょっ、と竦んだ。反射的に飛び退のこうとして、ベッドから後ろ向きに落ちる。

「あだっ！　った、つぅぅ～」

　涙目で腰をさすりながら、それでも急いで立ち直る。夢でも見間違いでもなかった。開け放たれた窓の桟さんに、黒ずくめの何者かが腰かけていたのだ。

　月光が背はい後ごから射しているせいで、顔はよく見えない。

　それだけでなく、なぜかアイシャは相手の姿や体つきがよくわからなかった。見えているはずなのに、それが頭でしっかりと認識されない。ただ、しなやかな猫を思わせる佇まいだと感じられる。

　正体は明らかだった。こんな怪あやしい輩やからが、他にそうそういてはたまらない。

「影猫……！　よくも堂々と現れたものね。あたしが『狼』だって、もちろん承知の上でしょうね？」

　怒りに歯を食いしばり、アイシャは唸りを漏らす。風にそよぐ梢こずえのように、静かな声が応じた。

「もちろん。今夜は君の使い魔がいないことも承知だ」

　さらりと言われて、アイシャは唇を嚙んだ。どうして知ったのかという疑問が浮かんだが、そんなことは本部に探りを入れたらわかるだろう、と自ら納得する。周しゆう到とうな調査をする影猫が、誰の元を訪おとなうにしても不用心ということはあり得えない。

　大声を上げて人を呼ぼうかという考えがちらっと胸をよぎったが、彼女はすぐさまそれを却下した。

　そんなことをしたら、一瞬で彼は逃げてしまうだろう。寝込みを襲って先に口を塞がなかったのは、話をしたいという意思表示だ。

　今は捕らえることができずとも、せめて手がかりの一片でも手に入れなければ。

　気を引き締めて臨りん戦せん態たい勢せいになったアイシャの前で、影猫は微かに笑った。

「なんの用向きかは、およそわかっているだろう」

　穏おだやかな声もやはり、薄うすく霞かすみがかかったような印象だった。耳にしたその瞬間は聞き覚えのある声だと確信したのに、一呼吸したらもう、どんな声だったか思い出せなくなっている。

　アイシャはわざと憎まれ口を叩いた。

「さあ？　あんたの考えなんか、わかんないわよ。この前は小さい女の子の寝室に忍び込んだらしいけど、物足りなくなったのかしら」

「挑ちよう発はつするにしても、自分の品位を下げるようなことは口にしない方がいい」

　やんわりとたしなめられ、アイシャはかっと赤くなる。羞しゆう恥ちを隠そうと、彼女は怒り顔でせせら笑った。

「盗ぬす人つとが品位だとか、聞いて呆れるわ」

　沈ちん黙もくが返る。ややあってアイシャが気まずさから身じろぎすると、最前のやりとりなどなかったように、影猫が言った。

「私を追うのはやめるんだ。君の身が危ない」

「あんたが盗みをやめたら、あたしも危ない真似しなくて済むんだけど」

「君の狙いは賞金であって、私の行為そのものを止めたいわけではないだろう？」

「違うわよ！」

　思わずアイシャはむきになって否定した。

　賞金が欲しいのは認めるが、それだけが動どう機きではない。ウェズに言われた、賞金を出せない弱者は見捨てるのか、という言葉が鮮烈によみがえり、彼女は悔くやしさに拳をきつく握り締めた。

「人を金の亡もう者じやみたいに言わないでくれる!?　確かにあんたを狙ってるのは、高こう額がく賞金首の中では珍しく凶きよう悪あく犯はんじゃないから、って理由だけど。でも、賞金が出なかったら盗人を野放しにしていいなんて、絶対にそんなことないんだから！」

「だったらそれこそ、私を止めるのは筋違いというものだ。私が悪事を暴き、相そう応おうの報いを受けさせる輩こそ、他人の財産や命や幸福を掠かすめ取る盗人なのだから」

「それは……っ、それは、ごまかしでしょ！　自分が悪いことしてるくせに、相手の方が悪いからいいんだ、なんて言うのはおかしいじゃないの」

　常から抱いだいていた不満を、ここぞとばかりにぶつける。だがいざ本人を目の前にし、その口から誠実な論調で盗みに入る理由を聞かされると、煮えたぎっていたはずの憤ふん懣まんはどこかへ消え去ってしまった。

　半端な勢いきおいでなされた抗議に対し、影猫は神しん妙みようにうなずいた。

「君の言う通りだ。私のなしていることもまた、罪だ」

　静かに認める。言い逃れもごまかしも開き直りもしない、ただ事実を真正面から受け止める覚悟だけが感じられる声。

　アイシャは言葉を失い、動どう揺ようしながら、食い入るように影猫を見つめた。

　魔術と仮面で素顔を隠されているのが、心底悔しかった。そばに寄り、仮面を剝はいで、ありのままの目を見て本心からの言葉で話したい、そんな衝しよう動どうが込み上げる。

（ああ、この人、とんでもない人だ）

　アイシャは我われ知らず涙ぐんでいた。
















　悪党が裁かれることなくのさばるのも、弱い者が声を上げることさえできないまま虐しいたげられているのも、多くの人が、どうしようもない、それが現実というものだ、と諦めているのに。

　彼は──彼だけは、覚悟と共に挑いどんでいる。怪物を倒すために、自らも怪物となることを承知で、同じ地の底に堕おちて戦っているのだ。

（あたしが遠く離れた安全な場所から、所しよ詮せん盗人だのなんだの、勝手なことを言っている間に、この人は一人で、ずっと）

　自然と頭が下がる。ただそれでも、アイシャは苦い過去をもつがゆえに、盗みを許し、彼を称しよう賛さんすることはできなかった。

　無言のままうなだれている彼女に、影猫がそっと声をかけた。

「君を危険に晒したくない。もう追わないでくれ」

「…………」

　アイシャは答えなかった。はいともいいえとも、簡単に答えられることではなかった。むしろ、そっちこそ無理するなと言ってやりたい。あの夜、橋の下にいたのが本当に彼であるならば。だがそんな台詞せりふは、今ここで発しても偽善にしかならないだろう。

　しばし影猫はじっと待っていたが、返事は得られないと見てか、ふたたび口を開いた。今度は意外にも、ためらい遠慮するような声音だった。

「立ち入ったことを訊くが、君は……なぜそこまでして賞金を狙う？　生活に苦労している様子は見られないし、頼れる兄もいるだろう」

「頼れないよ」

　思わずアイシャは正直に否定した。影猫が不思議そうに、少しだけ首を傾げる。その仕草に促うながされ、アイシャは続けて言った。

「本当のお兄ちゃんじゃないもん。これ以上、頼れない」

　声が上ずり、震える。王都に来てから、フェリカ以外の他人に打ち明けるのは、これが初めてだった。

（あたしは独りぼっちだ）

　夕食時の物思いがよみがえり、アイシャは瞬きして涙を堪えた。

「あたしの、本当のお兄ちゃんは……うんと小さい頃に、死んじゃったの。マレクは、お兄ちゃんとよく一緒に遊んでた、近所の友達。よく覚えてないんだけど……あたしがあんまり泣くから、これからは俺が『お兄ちゃん』になってやる、って言ったらしくて。物心ついた頃には、もうあたしの『お兄ちゃん』は、マレクだけだった」

　うつむいたまま、自分に対するように語る。アイシャはゆるゆると首を振った。

「ずっと、ずっと、マレクはあたしの面倒見てくれてるけど。でも、マレクにも自分の家族がいるから。警備隊のお給料から、実家に仕送りしてるし……この下宿の家賃だって、あたしの部屋の分、本当はもうちょっと高いのに、少し負担してくれてる。これ以上なんて、頼れない」

　恋人でも婚こん約やく者しやでもないのに、と、そこまでは言葉にできなかった。自じ嘲ちようの笑みを浮かべかけた唇を、ぎゅっと嚙む。

　そう、マレクにとって自分はただの『妹』でしかない。大切にしてくれるし、世話を焼いてくれるし、保ほ護ご者しやの務つとめを果たしてもくれる。だが、それはあくまで、幼おさな馴な染じみの小さな女の子に対する愛情でしかない。

　家族ではない、家族になるであろう他人でもない、どこまで行っても他人のままの相手に対する情。

　もちろん、それだって愛情には違いないし、感謝しているし、アイシャも彼を慕したっているけれど。

　ただ時折、二人が立っているのが紙より薄い『暗あん黙もくの了りよう解かい』の上なのだと、不意に思い出してしまうと、その下に口を開けている奈な落らくの淵ふちに吞のまれてしまいそうな恐きよう怖ふに襲おそわれるのだ。

　きつく嚙んだままの唇から、血の味がする。体の横に押しつけた拳が震えた。

「……すまなかった」

　影猫が言い、アイシャははっとなって顔を上げた。彼は窓から動いていなかったが、悔くいるように顔を伏せていた。

　アイシャは握り締めていた手を開き、唇を拭う。薄く血がついたが、ひどいことにはなっていないようだ。ほっと息をついて、彼女は虚きよ勢せいを取り戻した。

「大きなお世話よ、あんたなんかに気き遣づかわれたくない。そもそも、あんたが大人しく捕まってくれたら済む話だわ。あたしは賞金を手に入れて幸せになれるし」

「それはできない」

　すぐさま影猫は応じたが、一呼吸置いて、思わせぶりに続けた。

「……だが、君がどうしてもまとまった金を必要としているのなら、条件次し第だいで協力してもいい」

「協力？　どういうこと」

　アイシャは警戒し、慎重に聞き返した。盗人の協力など、ろくなものではあるまい。

　身み構がまえている彼女に、影猫はゆっくりと告げた。

「まず、集めた金の使し途とについて説明すること。その内容について私が納得し、次に君が私を追うことをやめると約束するならば──今後、私は君の『狩り』に力を貸そう」

「ええっ!?」

　予想外の申し出に、アイシャは驚きよう愕がくする。目を真ん丸に見開いた彼女の顔が面おも白しろかったのか、影猫は小さく笑いをこぼした。その短い声に温かな優しさが感じられ、アイシャはまたしても不意を突かれて当とう惑わくする。

　盗人で、夜中に人の部屋に侵しん入にゆうしてくるような奴で、自ら罪人に身を堕おとすような、とんでもない奴なのに。こんな優しさは反則だ。

　無性にじたばた暴あばれ出したいのを堪えている彼女に、影猫は涼しい態度で言った。

「さすがに地方へ逃げた凶悪犯を狩るのは手伝えないが、この王都の中でなら、君一人では手に余る獲物を狩るのに力を貸す。むろん賞金は全額、君のものだ」

「うっ、ぐ」

　全額君のもの、と言われて反射的に食いつきそうになり、アイシャは己を制しようとして変な声を漏らした。危ない危ない、落ち着け、と自分に言い聞かせる。胸を押さえて深呼吸を一回、二回。

「その条件は吞めない。あたしはあんたを捕まえるの、絶対に諦めないから」

「平行線だな……君を巻き込みたくないんだ、頼む。この王都には、君が思っているよりも悪あく辣らつで危険な輩が大勢潜んでいるんだ。博ばく打ち漬づけの軟弱な男に振り払われて簡単に倒れるような君が、首を突っ込むべき世界じゃない」

「ちょっと待って、なんでそんなこと知ってるの」

　さすがにアイシャは不審な顔になって問い質ただした。まさかあんたの正体はあたしの知り合いじゃないでしょうね、と探るように目を細めて。

　だが影猫は厳しい視線を受け流した。動揺した様子など全く見せず、相変わらず落ち着き払ったまま、気遣いを感じさせる声で応じる。

「君のことはよく見ている」

「──！」

　文字通りの意味でしかないはずだが、アイシャはそれ以上の含ふくみを勝手に推測して受け取り、真っ赤になった。

　口をぱくぱくさせ、うろうろと目をさまよわせ、それからやっと自分の勘かん違ちがいに気付いて頭を抱える。

「紛まぎらわしいこと言わないで！」

「これは失敬」

　くす、と影猫が笑う。アイシャは摑みかかって襟えり首くびを締め上げたくなったが、両手を振り回すことでなんとか自制した。

　いけない。相手にばかり優位を奪うばわれている。落ち着け、とアイシャはまた自分に言い聞かせた。

（思い出して。森の中でじっと気配を消して、獲物を観察しているあの感覚よ）

　湿しめった土と樹木の匂い。澄み渡った湖こ面めんに映うつる空、風のそよぎ。それらと一体になり、感情までも溶とけ込んで、自分という存在がなくなっていくような。

（今、あたしは手強い獲物を偶然目にしてる。弓ゆみ矢やもナイフも石もないから手は出せないけど、ここで姿を記憶に焼きつけて、こいつの存在を自分の中に取り込んでしまわないと、もう一度見つけ出して狩ることはできない）

　すう、と息を吸い込み、細く静かに吐はき出す。心の水面みなもが凪なぎ、鏡かがみのように静まると、アイシャは改めて影猫を見据えた。

「あんたはあたしを巻き込みたくないって言うけど、それは誰のため？　あたしが首を突っ込んで怪け我がをしたら、それはあたしの油ゆ断だんで、自業自得。あんたに責任はない。あんたがあたしを可か哀わい相そうに思う必要なんかないのよ」

　打って変わって落ち着いた口調になったアイシャに、影猫は居い住ずまいを正した。

（やっぱり、育ちのいい人なんだ。資料に書いてあった通りね）

　人が真剣に話す時、きちんと耳を傾かたむけようとする姿勢。それもびくついた緊きん張ちようではなく、ゆったりした態度で向き合おうとするのは、ある程度以上の富ふ裕ゆうな家庭でまともな躾しつけを受けた者だからだろう。

　そんな分析をしながらも、アイシャは淡たん々たんと話し続けた。

「これは受け売りだけど。あたしに何かあったら、あんたは自分のせいだと考えて苦しむ。それが嫌いやだから、自分が苦しまなくてもいいように、あたしを遠ざけようとしてるだけなんじゃないの？　そんな勝手な要求、飲めるわけないでしょ」

　すぐには返事がなかった。影猫は急所を一突きされたようにたじろぎ、身をこわばらせる。ややあって、

「……驚おどろいたな」

　彼は正直に感かん嘆たんし、ふっと息を吐いた。仮面の上から眉み間けんを押さえるようにしたのは、図星を指されて頭が痛いといったところか。

　しばし黙もつ考こうし、彼はゆっくりとうなずいた。

「認めるよ。確かに私は、君の行動にやきもきさせられるのが苦痛だ。君が大人しく安全なところにいてくれたら、私も心穏やかにいられるだろう。だが、そうした身勝手だけで言っているとは思わないで欲しい。君が……」

　口ごもり、困惑しているような雰囲気で言葉を探す。ごまかすように咳せき払ばらいしてから、彼は適切な表現を拾い上げた。

「君の身を案じているのも、本心だ。苦痛や悲しみを味わわせたくない」

「どうして。あたしは赤の他人、しかもあんたを追っかけて首を獲とるつもりの『狼』なのよ。むしろ怪我して泣く泣く故こ郷きように帰りでもしたら万ばん歳ざいでしょ」

「言っただろう、私もまた悪人を裁いているのだと。『狼』を憎む理由はない。ましてや君のように非ひ力りきな子が、何かはわからないが夢のために懸けん命めいに努力しているとなれば、手を差し伸べたいと思うのも自然なことだろう」

　非力な子、と言われてむっとしたのも束つかの間ま、アイシャはせっかく静めた心をまたかき乱され、うろたえた。

　駄目だ。話せば話すほど、どんどん影猫が悪人に思えなくなってくる。冷静に突き放して考えようとしても、なかなか上う手まくいかない。

　──と、その時。

　ギィッ、と階下で扉が軋み、二人は揃ってぎくりとした。パタン、カタコト……動き回る音は、他の下宿人が起き出してきたのか、こっそり帰って来たのだろうか。

　なんにしても、このまま話していたら声を聞きつけられてしまう。

　影猫がするりとしなやかに動き、窓から外へ出る。反射的にアイシャは捕まえようと手を伸ばしたが、軽く避けられた。

「君が私を追うのを諦めてくれたとわかったら、また来る。その時は、君の夢を聞かせてくれ」

　夜風がささやきを運ぶ。立ち尽くすアイシャの前で彼は音もなく屋根を伝い、本物の猫のように闇の中へと姿を消した。

　窓辺に佇んだまま、アイシャはしばらくじっと動かなかった。

（本当に、もう駄目だ）

　はあ、とため息がこぼれる。自分の中から『影猫』に対する怒りと嫌悪が跡あと形かたもなく流れ去っていると認め、彼女は肩を落とした。

　格かつ好こうをつけても盗みは悪事、陰で誰かが泣いていることは間違いないのだから、それを正当化することなど許せない。そう思ってきたのに。

　もう憎めない。

　悪党の『影猫』ではなく、不正に憤いきどおり自ら手を汚す一人の人間としての影猫を知ってしまった今では、どうやっても憎めなかった。

（でも、だからこそ捕まえないと）

　ぎゅっと胸の前で拳を握り、アイシャは決意を新たにした。

　悪を見過ごせず、弱き者が傷つくことに心を痛める、育ちの良い青年であろうからこそ、これ以上、盗みを続けさせてはいけない。

　彼はアイシャを諦めさせようと必死だったが、それほど凶悪な相手であるなら、その悪事を暴こうとしている自分自身もまた危険なのだということには、どうやら考え及およんでいないらしい。

　悪に対たい抗こうして戦い続けるならば、いずれまた誰かを殺あやめ、苦しむことになるだろう。あるいは逆に、彼の方が……。

　不吉な未来が脳裏に閃き、アイシャはぶるっと首を振った。

（誰よりも先にあたしが捕まえて、もうこんなことはやめさせなきゃ駄目だ）

　もしも影猫が返り討ちにされ、白日の下にその屍しかばねを晒されるようなことになったら。彼の正体が何者であれ、王都には激震が走るだろう。

　義ぎ賊ぞくは虐げられた人々にとっての夢であり、希望だ。

　だから絶対に、暴かれたり殺されたりしてはいけない。敵である悪党はもちろん、警備隊にも捕まってはいけないのだ。

（絶対に、逃がさないから）

　アイシャは冷えた夜気を胸いっぱいに吸い込み、鋭するどい目で闇を睨にらみ据すえた。




　一方の影猫はと言うと。

　無事に帰り着くまではと何度も自制したがついに我が慢まんしきれなくなり、仮面とバンダナをむしり取って、暗い路地裏で壁に喧嘩を売っていた。

「……っっ」

　小さなうめきが、食いしばった歯の間から漏れる。

　場所は倉庫街。昼間は賑にぎわうが夜間はぱったり人気の絶たえる辺りなので、誰かに見られる心配はまずない。が、しかし。

「……っっ!!」

　押し殺した悲鳴を上げながら漆しつ喰くい塗ぬりの壁に頭突きしているさまは、月も見るのを遠慮するだろう。

　そこにいるのはもう影猫ではなく、王子の従じゆう者しやウェズリーだった。

（一体何を言った俺は、なんであんなくっっそ恥はずかしい台詞を次から次へと……！　阿あ呆ほうか俺は、阿呆だ俺はうわああぁぁー!!）

　声に出さず絶ぜつ叫きようし、拳で壁を何度も叩く。顔を真っ赤にして、目には涙を浮かべて。

　仮面を地面に叩きつけて粉々になるまで踏み潰したいのだが、さすがにそれをしてはまずいと思いとどまり、きつく握り締めた手を震わせる。

　挙あげ句くにとうとう、老おいて息絶えるガチョウのような声を漏らしながら、ずるずるその場にヘたり込んだ。

　膝の間に頭をがっくり垂れて「はあぁぁ」と吐き出した盛大なため息は、ほとんど泣き声に近かった。ぽろりと仮面を落とし、両手で顔を覆おおう。

（もう嫌だほんっっとにもう嫌だ二度と会わせる顔がねえぇ！　『また来る』だとか言うんじゃなかった本当に阿呆だろ俺！　あぁぁ死にたい、朝日が昇る前にあの世にとんずらしたいぃぃ！）

　ここが自室なら、頭を抱えて床でごろごろのたうち回っているところだ。

　暗がりでうずくまって、存分に自己嫌悪と羞恥に悶もだえ苦しむことしばし。

　ようやく少し落ち着くと、彼は座り込んだまま情けない顔を上げて、倉庫の屋根と屋根の間に見える星空を仰いだ。

「……つられなかったな」

　ぽつ、とつぶやきが漏れた。

　他の獲物を狩るのに力を貸す、賞金は全額譲ゆずると言った時、明らかに彼女は誘ゆう惑わくにぐらついていた。しかし結局、食いつかなかった。

（カネだけが目当てなわけでもないのか。それに……あいつも、他人の悪事で苦しまされる人を、見過ごしにできないんだな）

　なんだ。似た者同士じゃないか。

　ウェズは苦笑まじりに納得した。いちいち突っかかってくるから喧嘩ばかりしていたが、落ち着いて話してみたら同じようなことを考えていたとは。

（しかしまぁ……あれはやられたな）

　アイシャの鋭い指し摘てきを思い返し、ちょっと頭を搔く。彼女を安全圏に追いやろうとするのは、自分が苦しみたくないからではないのか、と。

　正直あまり認めたくはなかったが、影猫として振る舞っている時は迂闊に感情を昂たかぶらせることはできない。理性を失えばぼろが出る。

　否いや応おうなく冷静にならざるを得ず、そうして客観的に見つめると、彼女の言い分に一理あるというのは明らかだった。

（受け売りだけど、か。元は誰の言葉なんだか）

　思考が横道にそれ、ウェズは顔をしかめた。

　誰の？

　決まっている、彼女の一番身近にいて、年長者らしい説教を垂れることができ、なおかつそれが素直に聞き入れられる人物ときたら、一人しかいない。

「くそっ」

　小さく舌打ちし、彼は胸のざわつきを抑おさえようとした。

　本当の兄ではない、と告白した時の、アイシャの表情。あれは紛れもなく、女の顔だった。月光を正面から受けていたから、ウェズには彼女の様々な感情がはっきりと見て取れたのだ。

　うっかりすればまだ十二、三歳かと思うほど子供っぽい少女なのに、あの時だけは、男に恋情を抱く『女』に見えた。目にしたこちらが胸を突かれるほどの切なさを湛えた姿。同時に彼女が自分の想いを諦めていることも明らかだったが、そのことさえもまた、ウェズを苛いら立だたせた。

（なんなんだ、あの熊男。あんなに想われていて気付かないとか、鈍どん感かんにもほどがあるだろ、しかも兄貴ぶって優しくしやがって）

　むかつく。非常に面白くない。今度どこかで出くわしたら、思わず一発ぶん殴りそうな気がする。

　予行演習とばかり、右の拳を左の手のひらに打ちつける。その動作のはずみで、袖そで口ぐちに隠した物のことを思い出した。

　ちょっとした手品用の細さい工くを施ほどこした袖には、小物を入れておける部分がある。少々の動きでは落ちない、それでいて素早く取り出せる秘密のポケット。これも、彼が魔術の師匠から教わったものだ。

　元々師匠は、魔力を併へい用ようした手品で旅芸人として興行していたという、ふざけた魔術師なのである。それが今は城の大魔術師というのだから、時々この国は大丈夫かという気分にさせられる。

　しかも、いい加減な師匠はウェズに魔術の手ほどきをしておきながら、魔術師としては登録していない。一人前の魔術師に育ててはいない、手品に毛が生えた程度のお遊びを気まぐれに教えただけだから、というのだろう。

　自分が登録情報を管理している身だという気楽さも、あるに違いない。自分はちゃんと把は握あくしているのだから、わざわざ登録するまでもない、と。

　まさか己の足元で、悪いた戯ずら小僧が勝手に魔術書を盗み見てあれこれの技を習得しているとは、夢にも思っていないようだ。魔力の制御にさえ成功すれば、あとは独学で相当なところまで進むことができるというのに、油断しすぎではないか。

　それはともかく、ウェズは袖口から慣れた動作で硬こう貨かを一枚取り出した。か細い月明かりの下で、きらりと光る黄金。

（渡せなかったな）

　ウェズはぼんやりと金きん貨かを手の中でもてあそぶ。話の成り行き次第では、手切れ金代わりにこれをくれてやろうと考えていたのだ。エルニスからは慎重に見極めろと念を押されたが、そのくせあの王子様は、金貨はどうしたと訊いてもこない。人にこんな大金を預けておいて、気楽なものだ。

（信頼されてるんだか、のんびりしてるんだか。まぁ、あいつにとっちゃ金貨一枚ぐらい、あれこれ気にするような額でもないんだろうけどな）

　お坊ちゃまめ、とため息をつく。指で金貨を弾はじくと、澄んだ音がした。

（これを渡せば大人しく諦めるかな。それとも……ああ、どっちにしろもう一回、会いに行かなきゃならないのか）

　ウェズは頭を抱えた。今さら自分がアイシャのところへ出向いて、ほらこれをやるから賞金稼かせぎはやめろ、と言うわけにはいかない。

　絶対に叩き返される。むしろ逆効果だろう。

　あんたなんかのお情けに縋すがらなくても自力で稼いでみせる、と息巻くアイシャの声まで聞こえるようだ。それでもごり押ししようとすれば、本気であの使い魔に頭を丸まる吞のみされかねない。

　となれば『影猫』として会いに行くしかないわけで、つまり、

（またこっ恥ずかしい台詞を吐くのか俺は……ああぁぁくそ、こんな格好つけた役柄、やめときゃ良かった！）

　同じ義賊として活動するにしても、別なやり方があったはずだ。

　情けをかけてわざわざ警告だけをしたり、可能な限り荒っぽい真似は避さけたり、そういうお上品ぶった性格付けをせずにおいたら、もっと融ゆう通ずうが利きいただろうに。

　影猫としての活動をしてきて初めて、ウェズはちょっとばかりそのことを後悔したのだった。
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「ビリちゃあああぁぁぁんんっ!!」

「にゅー！　にゅぃ、みゅうぅぅ！」

　ひしっ、と抱だき合う少女と使つかい魔ま。これで使い魔の形けい状じようが蒸むしパンでなかったら、もうちょっと感動的な場面かもしれないが、目もつ下かのところ涙なみだしているのは受付で笑い死にかけている職員だけである。

「寂さびしかったよおぉー、ビリちゃん元気にしてた？　おなか空すいてない？」

「にゅっ、にゅー」

　言葉が通じている様子はないが、この際さいあまりそれは問題ではないらしい。アイシャは一昼夜ぶりの白いふにふにを思う存分、撫なで回し頰ほおずりして堪たん能のうしている。ビーリィの方も嬉うれしそうに目を細めてすり寄っているので、とりあえずめでたい。

　そんな主しゆ従じゆうの様子を眺ながめていたフェリカが一言、ぼそっとつぶやいた。

「……謎なぞ」

「ははは、同感、いや本当にあの子の趣しゆ味みは謎だね」

　カウンターに突つっ伏ぷしている職員が同意したが、フェリカは緩ゆるく首を振った。そういう意味じゃない、と言いたいらしい。だがいちいち口にせず、彼女は職員を無視して主従のそばへ歩み寄った。

「昨日は、キャベツと豆と人にん参じん、食べてたから。おなかは空いてない、と思う」

「ちゃんとごはんあげてくれたんだね、ありがとー！」

　アイシャは感かん激げきの余波でフェリカにもぎゅむっと抱きつき、その後で改めてビーリィをしげしげ観察した。見る限りでは、どこも改造されてはいないようだ。

「それで、結局どうだったの？　何かわかった？」

「あんまりわからなかった。……謎だらけ。でも、勝手に飛びつかないようにするのは、できるはず」

　いつもの訥々とつとつとした口調で言いながら、フェリカは小さな丸がん薬やくを取り出した。

「あーん」

「あ？」

　思わずアイシャは口を開けたが、フェリカは二本指でつまんだ丸薬を、彼女の肩かたに乗っている使い魔の方へ近付けた。

　アイシャは慌あわててぱくんと口を閉じ、ビーリィのあんぐり開いた大口に丸薬が落とされるのを見守る。

　ビーリィは抵てい抗こうも警けい戒かいもする様子がなく、普通に薬を飲み込んで、小さく閉ざした口をもぐもぐさせた。それから赤い目をぱちぱちさせて、全身をちょっと傾かしげながら上うわ目め遣づかいにフェリカを見る。

「にゅ？」

　もうないの？　と催さい促そくするようなポーズに、アイシャが黄色い悲ひ鳴めいを上げる。

「うわああぁぁビリちゃん可か愛わいいぃぃー！　フェリカ、今の何？　おやつ？　あたしもあげていい？」

「一日一ひと粒つぶ」

「あう」

　すげなく断られ、ビーリィよりもアイシャの方ががっかりする。ビーリィが短い前足で、慰なぐさめるように主人の頰をちょいちょいとさすった。

「うう、ビリちゃんは可愛いだけじゃなくて優しいねぇお嫁さんにしたいよ……で、真ま面じ目めな話、今の薬はなんなの？　変なものじゃないよね」

「捕ほ縛ばく力りよくには影響せずに、跳とぶ力を弱めるの。あと、落ち着かせる作用。多分」

「ほうほう。つまりビリちゃんがお淑しとやかになる、と」

　アイシャが言うと、フェリカはまた「多分」と答える。断言を避さける彼女らしさに、アイシャはこっそり苦く笑しようした。

　フェリカの若さと曖あい昧まいな物言いを、頼たよりないと取って文もん句くを言う『狼ヴオルク』は少なくない。アイシャも最初は、こんな人が『狼』達の命綱とも言える使い魔を創つくっているなんて、大丈夫かと心配したものだ。

　だが彼女の腕うで前まえは確かだった。わからないことを、わかっているようなふりをせず、曖昧な情報は漏もらさない。「絶対に大丈夫」というような根こん拠きよのない保証もしない。

　誠実で正確、それがフェリカの身上なのだ。

　この場合の「多分」は、実際にウェズと遭そう遇ぐうして効果を確かめてみないと、断言はできない、という意味だろう。その辺りに関しても、フェリカに手抜かりはなかった。

　重い音を立てて、正しよう面めん扉とびらが開く。眠そうな顔で本部を訪れたのは、誰だれあろうウェズリー本人だった。

「呼んでおいたの」

　ぼそ、とフェリカが言い、アイシャも振り向く。ビーリィは肩からちょっと身を乗り出したが、しばらく相手が誰だか判別できないかのように無反応だった。

　ウェズが欠伸あくびを嚙かみ殺し、用心深くこちらへやってくる。

　五、六歩の距離まで近付くと、やっとビーリィが「にゅっ」と反応した。ぴょん、と肩の上で小さく跳はねる。だがウェズの頭にかぶりつくだけの勢いきおいは出せず、やや困こん惑わくしたように、白い体をふにふにと左右に揺ゆらす。

　使い魔の様子をじっと観察し、ウェズがふうっと息をついた。

「どうやら、大人しくさせる方法が見つかったようだな」

　お早うの挨あい拶さつもなしにそれだけ言い、彼はフェリカに目もく礼れいした。

「無理を言って悪かった」

「いい。仕事だから。でも、原因はわからないまま。とりあえず、飛びつかないようにだけ、した」

「そうなのか……いや、それでも助かる。今度改めて礼をするよ」

　空気扱あつかいされたアイシャは一人で顔を歪ゆがめ、声を出さずにねちねち厭いや味みを垂たれ流した。

　なんですかウェズリーさん、随ずい分ぶん態度が違いますネー、美女にはお優しいことでー。ていうか、あたしの存在見えてませんネーお目々悪いんですかネー。

　口パクでそこまで言った時、いきなりウェズが振り向いたので、アイシャは素す早ばやく唇くちびるを引き結んで姿し勢せいを正した。

「何をやってるんだおまえは」

　さっそく呆あきれ声が飛んできた。が、今日は続けて小言が出てこず、身み構がまえたアイシャは拍ひよう子し抜ぬけする。

　ウェズは言い出しにくそうに視線をあちこちへさまよわせた後、しばらくかかってようやく、不ふ機き嫌げんそうな顔で小さく低てい頭とうした。

「色々悪かった。じゃあな」

「えっ」

　ぽかんとしたアイシャの返事を待たず、ウェズは逃にげるように本部を出て行く。重い扉の隙すき間まを猫ねこさながらのしなやかさでくぐり抜け、あっと言う間に見えなくなった。

「……なんなの、あれ」

「さあ？」

　一体何があったのかと訝いぶかるアイシャに、もちろん誰も答えを持ち合わせない。

　すぐにアイシャも、まあいいか、と気分を切り替えた。今日はもう、ウェズにかまけている心境ではないのだ。

「ビリちゃんさえいれば怖いものなしだもんね！　また張り切ってお仕事するよ！」

「頑張って……」

「うん！」

　アイシャはフェリカに笑顔を向け、拳こぶしを作って見せる。普段は無表情なフェリカも、深くかぶったフードの下で微笑ほほえんだ。優しいまなざしを受け、アイシャはちょっと気き恥はずかしくなってうつむく。

　昨夜、あたしは独ひとりぼっちだ、などと考えたのが、感かん傷しようじみた思い込みだったと気付かされた。たとえ四六時中一緒にいられなくても、フェリカは大切な友達だ。

　アイシャは気を取り直して顔を上げた。

「ではいざ、黒猫亭へ出撃！」

「にゅー！」

　肩の上でビーリィも嬉しそうに応じ、するりと伸のびて首に巻きついた。

　さっきウェズが出て行ったからには、今日はもう黒猫亭チエルナー・コチユカにお使いに来ることもないだろう。気分良く仕事ができる。

　それが済んだら、影猫ステイーナ・コチユカの次なる標ひよう的てきを探さぐりに出かけるのだ。

　アイシャは意気揚よう々ようと、石いし畳だたみの道を弾はずむように歩いて行った。




　昼時の混こん雑ざつが始まる少し前、黒猫亭にマレクが現れた。

「いらっしゃ……お兄ちゃん！」

「よっ。まだ空いてるな、良かった」

「うん、どこでも好きな席にどうぞー！　今日の定食はね、鶏とりの香こう草そう焼やきと揚あげ魚ざかなのマリネの二種類だよ。あとは定番でソーセージと豆スープがあるけど」

「鶏をもらおうかな。それと豆スープ」

「了りよう解かい！」

　注文を厨ちゆう房ぼうに通し、アイシャは水を運ぶのにかこつけていそいそとマレクのテーブルに戻った。えへへ、と嬉しそうに笑ったアイシャに、マレクも笑みを返す。

「そのエプロン、可愛いな」

「でしょー！　店長が女の人だと、こういうところが違うよね。前の食堂はおじいちゃんだったから。あ、親切でいい人だったけどね！」

　控ひかえめに、しかし要所を押さえてフリルをあしらったエプロンは、客からよく見える胸元に黒猫の刺し繡しゆうがついている。このエプロン目当てに働きたいという若い娘むすめも多く、おかげで人ひと手での確保に苦労はしていないらしい。

　店内の様子をぐるりと見回して確かめてから、アイシャはテーブルに屈かがみ込み、声を潜ひそめてささやいた。

「ねえお兄ちゃん、影猫の次の標的だけど」

「うん？」

「お兄ちゃんが知ってる黒い噂うわさのあるところで、一番『ここは危ないから近寄るな』って言いたいのはどこ？」

「……アイシャ」

　さすがにマレクも厳きびしい顔になる。アイシャは急いで続けた。

「わかってる、一人で乗り込んだりしないよ。でも影猫が狙ねらうとしたら次は絶対にそういうところだと思うの」

　昨夜の影猫とのやりとりからして、彼が念のために、特に危なそうな悪党を急いで潰つぶしてしまおうと考えてもおかしくない。アイシャがしつこく彼を追いかけて、危険な輩やからの牙きばにかかる前に、と。

「あたしの覚え違いでなければ、オブラク商会」

「しっ」

　マレクが鋭するどく遮さえぎった。めったに見せない険けわしい表情で、素早く周囲の様子を探る。アイシャはマレクの背はい後ごに目をやり、誰もこちらの様子を窺うかがっていないことを確かめると、大丈夫、とうなずいた。

　マレクは認めるのを渋しぶったが、ここでごまかせばアイシャのことだから、一人で向こう見ずな行動に出かねないということぐらいは、長年の経験から学んでいる。

「そうだな。一番危ないのは、そこだろう」

　彼はため息まじりに認め、アイシャを見つめた。

「わかってるだろうが、くれぐれも……」

「一人で近付かない。約束する。お兄ちゃん、今日は夕方で仕事終わるよね？　だったら下宿で落ち合って、二人でちょっと様子を見に行こうよ。前みたいに近付きすぎないように、注意するから」

「仕方ないな。遠くから様子を見るだけだぞ。俺が帰るまで大人しく待ってろよ」

「もろろん！　ありがとう、お兄ちゃん」

　アイシャが笑顔で礼を言ったところで、カウンターの奥から威い勢せいの良い声が「鶏定食上がり！」と呼んだ。アイシャは急いでテーブルを離れ、仕事に戻る。きびきびした動きはいつもより活力に満ちているようだ。

　これはどうも、遠くから様子を見るだけで済みそうにないな、とマレクは苦笑いしつつ、さて警けい備び隊たいに戻ったらなんとか理由をつけてあの辺りを警戒するように仕向けないと、と密ひそかに算段を始めた。

「お待たせしました、鶏の香草焼き定食と豆スープです！　ごゆっくりどうぞ！」

　明るい声と共に皿を置き、アイシャは笑顔を残して踊おどるように別のテーブルへ向かう。その楽しそうな姿を眺め、マレクは目を細めた。

　村にいた、瘦やせっぽちで汚きたないなりの小さな子が、今はこうして笑顔で可愛いエプロンを着けて働いている。それを見届けられることが、自分の手て柄がらではないものの、誇ほこらしく嬉しかった。

　じきに店は混雑し始め、アイシャがマレクの勘かん定じようをする頃には、余計な会話をする余裕などなくなっていた。

「ありがとうございました！　またお越こしくださーい！」

　決まりきった文句に真心だけはしっかり込めたものの、ろくに見送りもできず、アイシャは仕事に忙ぼう殺さつされた。

　顔なじみになっている客も大勢いて、それぞれの好みは何だったか、追加の調味料が要るのは誰だったか、この人はパンにオリーブのピクルスが要るんだったか、あれこれ頭を忙しく働かせながら食事を運ぶ。

　今日はまた妙みように客が多かった。厨房も給きゆう仕じも皆みなてんやわんやでどうにか嵐あらしを乗り切り、くたくたになって後片付けをしていると、店長があっと声を上げた。

「しまった、今日は出前を頼まれてたんだったわ！　朝のうちに用意してたのに」

　なんだどうした、と集まる従じゆう業ぎよう員いんと一緒にアイシャも厨房を覗のぞき込む。

　調理台の端はしに、布ふ巾きんをかけた籠かごが置き去りにされていた。店長が布巾をめくると、蓋ふた付つき容器とパンや小こ瓶びんの姿が見える。

　不穏な予感に従業員達は皆、そそくさとその場を離れ出した。ようやくこれから休きゆう憩けいに入れるところだというのに、お使いなど頼まれてはたまらない。空腹で疲れきっているのに、あんな重そうな籠を持って行くなんて……。

　こういう状況になると、働き始めて一番日が浅い新人が生いけ贄にえにされる。アイシャは誰かに言われる前に諦あきらめをつけ、ちょっと天を仰あおいでから進み出た。昼食はおあずけになるが、仕方ない。

「すぐにあたしが行ってきます」

「えぇ？　でもアイシャにはちょっと重いんじゃないかい」

「大丈夫ですよ！　これでも『狼』なんですから！」

　小こ柄がらで細くても非ひ力りきじゃない、と思わずむきになる。負けるもんかとばかりの顔つきに、店長もおやおやと苦笑をこぼした。

「そうかい、それじゃ悪いけど頼もうかね。ちょっとお待ちよ、……はい、ここが届け先。わかるかい？」

　簡単な地図を手近な古紙の裏に記し、籠に添そえて手渡す。受け取ったアイシャは、はい、とうなずいた。わかるも何も、ついさっきマレクと話題に出したオブラク商会のすぐ近所ではないか。

（ちょうどいいわ。場所だけでも確かめておこう。このエプロンを着けてたら、あたしが『狼』だなんて思われないだろうし）

　そんな計算もはたらき、アイシャは意気揚々と出発した。

　外は薄うす曇ぐもりで、風が湿しめって涼しかった。ひょっとしたら、夜には雨が降るのかもしれない。そうなったらさすがに偵察には行けないから、今のうちに様子を確かめられる機会が舞まい込んだのは幸運と言うべきだろう。

　アイシャは重い籠をしっかりと抱かかえ、人ごみを縫ぬって歩き出した。

　道順を頭に描きながら、オブラク商会についての情報を復習する。

　マレクの話によれば、警備隊でも目を光らせているところらしい。

　表向きは物流に携たずさわっていて、特に密みつ輸ゆだの不正取引だのといった前科もなく、穏当に商売を続けている。王都には屋や敷しきと倉庫を構えていて、常に大勢の人と品物が出入りしているとか。

　そのオブラク商会について、いつ頃からか不穏な噂がささやかれるようになった。彼らは商品と一緒に奴ど隷れいを運んでいる、というのだ。

（でも、なんの証しよう拠こもない。被ひ害がいの届出もないし、目撃したっていう人もいない）

　だからあくまでも、噂。

　当主ヴェルキ＝オブラクも、商しよう売ばい敵がたきによるくだらない中ちゆう傷しようだといなしている。

（妬ねたむ人がいてもおかしくないし、あんまり商売繁はん盛じようでどんどん店が大きくなったりしたら、絶対に何か後ろ暗い方法を使ったに違いない、って決めつける奴やつらがいるのも、確かだけど）

　読み書きできない貧まずしい猟りよう師しの子というだけで泥どろ棒ぼう呼ばわりされたように、逆に恵まれすぎていても悪意に満ちた憶おく測そくを招まねく。それは間違いない。だが、

（お兄ちゃんが認めるぐらいだもん。警備隊でも、ただの噂だけじゃない、何かうっすらした手がかりぐらいは摑つかんでいるはず）

　たとえばあの屋敷の使用人が、いつの間にか消息を絶たっているとか。商品を他の町へ運んだ一行のうち、何人かがいつも、入れ替わったりいなくなったりするとか。

　そういう、怪あやしいがどうにもできないことが……

「あっ！」

　うっかり考え事に没ぼつ頭とうしてしまい、アイシャは通行人を避よけ損そこなって突き飛ばされ、たたらを踏ふんだ。転倒は免まぬかれたが、出前の籠を落としかける。

「ビーリィ！」

　とっさに命じる声で呼ぶ。使い魔は素早く首から身をほどき、さらに細長く伸びてシュルッと籠に絡みついた。アイシャの腕に尻尾しつぽ側を巻きつけて残し、口と小さな手で籠の端を摑む。

「むー！」

「ビリちゃん偉えらい！　ありがとー！」

　アイシャは安あん堵どのあまり、籠を抱えてその場にへたり込んだ。ひっくり返しでもしたら大変だ。ただでさえ出前が遅くなって先方はお怒いかりだろうに、ぐちゃぐちゃになった料理など持って行ったら蹴けり出されてしまう。

　ほーっ、と大きく息をついて、念のために籠の中身の無事を確かめる。容器の蓋をちょっと持ち上げてみると、中の料理は片寄ってしまっていたが、このぐらいなら許きよ容よう範はん囲いだろう。ピクルスなどの瓶も割れていない。

　よいしょ、としっかり持ち直し、アイシャは注意深く立ち直った。

　小柄な体に不ふ釣つり合あいな大荷物を抱えて歩くことに腐ふ心しんしている彼女は、気付いていなかった。

　自分が転びかけたのが、大きな屋敷を囲む塀へいの裏口にほど近い辺りであったこと、そして屋敷の裏庭にいた使用人がたまたま彼女を目撃し、白い奇き妙みような生き物が籠を支える様子にぎょっとして、慌あわただしく屋敷の中へ駆かけ込んで行ったことに。




「はー、あんまり怒られなくて良かった……」

　無事に配達を終え、アイシャは通りに出るなり胸むねを撫で下ろした。

　さすがに上じよう機き嫌げんでご満足、とはいかなかったが、罵ば声せいを浴あびせられることもなく、ちくっと厭味を頂ちよう戴だいしたぐらいで解放されたのだ。運が良かった。

　籠を渡して身軽になったアイシャは、すっかり緊きん張ちようを緩ゆるめて道の端を歩いていた。しばらく行って、

（そういえば、オブラク商会って……もしかして、この塀の向こう側？）

　はたと現在地を思い出し、すぐ横に続いている塀を見上げる。

　レンガ積みで、上には洒しや落れたデザインだが明らかに防犯目的の鉄製槍やり飾かざりが設置されている。左右を見渡すと、通りの角から次の角まで同じ塀が続いていた。屋敷が大きいだけでなく、敷地内に倉庫もあるためだろう。

（こんなところにどうやって忍しのび込むんだろう）

　普通に塀を乗り越えようと思ったら、鋭い槍飾りで大おお怪け我がをする。上う手まくどうにか越えたとしても、庭には見回りの衛えい兵へいがいるだろうし、番犬もいるかもしれない。屋敷にたどり着いたら今度は錠じよう前まえと格闘するはめになるだろう。

（しかもその上で、悪事の証拠を手に入れなきゃならないんでしょ？　無理無理、絶対無理だよ。証拠が何であれ、どこに隠かくされているか先に突き止めてなかったら、時間だけ無む駄だにして見つかる危険が高くなるし。どこにあるかなんて悪党本人ぐらいしか知らないだろうし。いくら影猫だって……）

　そこまで考えて、月を背にして窓に座る影猫の姿を思い出し、不意に顔が熱くなった。優ゆう雅がで品のある、まさに猫のような佇たたずまい。穏おだやかで優しい声。

　アイシャは歩道で棒立ちになり、両手で頰を押さえた。

（え……ええぇ!?　いや待って違う違うよ、なんで！　だってだって、あたしが好きなのはお兄ちゃんで、そりゃ無理なのはわかってるけど諦めてるけど、でもでも）

　頭の中に現れた影猫を、マレクの記憶で押しのける。だがあまり上手くいかない。アイシャは自分の感情に当とう惑わくし、足元に目を落とした。

（違うもん、絶対違うったら！　そりゃ確かに格かつ好こう良かったし言ってることはご立派だけど！　でも、泥棒なんだから！　何かの勘かん違ちがい！）

　ぶんぶん、と勢い良く首を振って、アイシャは両頰をぺちんと叩たたき、顔を上げる。

　と、ちょうど裏門から様子を窺っていた使用人らしき男と、ばちっと目が合った。恥ずかしいところを見られたか、とアイシャは慌てて視線を逃がす。だが相手は、こちらに用があるらしかった。

「あの、そこの……エプロン着けて、白いのを首に巻いたお嬢じようちゃん」

「あたし？」

　アイシャはきょとんとして聞き返した。当然だが、他に条件に当てはまるような通行人はいない。男は人ひと目めを気にするように、背後や周囲をちらちら見回しながら、忙せわしなく手て招まねきした。

「ちょっと、ちょっと話が」

「……？」

　怪しい。オブラク商会の使用人でなくとも、これは充分警戒すべきだろう。

　アイシャは眉まゆをひそめ、いつでも相手を叩きのめして逃げられるよう心構えをしつつ、用心深く少しだけ近付いた。

「なんの用ですか」

「人違いだったらすまんけど、あんた……『狼』だろ。よそのお屋敷で、その白い使い魔で猫を助けたって、知り合いから聞いたんだけど」

　アイシャはぎくりとして半歩退ひいた。

　まさかあの、ほんの瞬間の出来事をしっかり目撃されていたとは。しかも『狼』だという情報が伝わっているということは、影猫を追っているという話も恐おそらく知られているはずだ。

　警戒をあらわにしたアイシャに、男は慌ててなだめる口調になった。

「そ、相談したいことがあるんだよ。あんた『狼』だったら、悪者を懲こらしめてくれるんだろ。頼むよ、ちょっとだけ話を聞いてくれないか。俺もこんなとこ、旦だん那な様に見つかったらまずいんだよ、ほら、早く」

　こっちこっち、とさらに手招きする。屋敷の者に内ない緒しよ、ということは、どうやら商会の悪事には加か担たんしておらず、それを告発しようという側か。

「相談があるなら、本部に来てもらえたら……」

「それができるなら、こんなことしてねえよ！」

　男は苛いら立だったささやきを返し、切せつ羽ぱ詰つまった様子で背後を何度も確かめる。これは見捨てたら恨うらまれそうだ。何か情報が得られるのかもしれないし、少し話を聞くぐらいなら大丈夫だろう。

　そう、それに、あの猫を助けた時に自分はなんと言った？　影猫を追っているのであって、家の事情には立ち入らない。そう言ったはずだ。それが伝わっているのなら、この屋敷の者から敵てき視しされる心配も……ないとは言わないが、いきなり拉ら致ちして殺して運河にドボンということはあるまい。

　アイシャは腹を括ると、それでも慎しん重ちように男に歩み寄った。男はほっとした様子で中に引っ込む。アイシャがそろっと門柱の陰かげから様子を窺うと、他には誰もいなかった。門番小屋はあるが、中に人がいる気配もない。衛兵が待ち構えているかと警戒したのに、どうやら取り越し苦労だったか。

　男は門番小屋の反対側にある植木の陰に逃げ込んで、早く来いと急せかす。アイシャはいつでも門へ逃げ戻れるように気を張ったまま、ゆっくり歩いて行った。
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　昼食時はごった返す黒猫亭も、空が茜あかね色いろを帯おびる頃には閑かん散さんとする。夜の営業はしていないので、隅すみの方ではもうテーブルを壁かべ際ぎわに寄せて、従業員が掃そう除じにかかっていた。

「おばさん、これ。この前の時に持ってくるのを忘れてた」

　ウェズは店長に薬草酒の空あき瓶を返すと、店内を見回した。どこかから白い蒸しパンが飛んでくるのではないかと警戒したのだが、今はいないようだ。

　はてと訝り、しかしわざわざ所在を尋たずねるのも勘かん繰ぐられそうで、質問をためらう。

「どうかしたかい？」

「あ、いや……」

　ごまかそうとした矢先、ガララン、とドアベルがけたたましく鳴なった。驚おどろいて振り向いた二人の視線の先に、こわばった顔のマレクが立っていた。

「お客さんすみません、もう営業は終わりなんですよ」

　店長が一応断ったが、むろんマレクの用事は飲食ではなかった。不安を湛たたえた目で店内を見回しながら、せかせかとカウンターに近寄り、身を乗り出す。

「アイシャが帰ってないんだが、まだここで仕事を？」

　ぎょっ、とウェズが目を見開く。その横で店長が顔をしかめ、いいや、と首を振った。

「昼にお使いに出たきり、帰ってこないんだよ。どこかへ寄り道してるにしても遅すぎるし、そろそろ捜しに行かせようかと思っていたところなんだけど」

「なんだって!?」

　詰きつ問もんの声を上げたのはウェズの方だった。だがマレクが、彼をおしのけるようにして店長に迫せまる。

「どこへ行ったんですか」

「ソルンシュ通り五番地の……」

　皆まで聞かず、マレクとウェズは揃ってうめいた。

「なんてこった、商会のすぐ近くじゃないか。やっぱり間違いなかったのか」

　マレクが小声でつぶやいたのを聞き逃のがさず、ウェズは彼の胸むな倉ぐらを摑んで嚙みつくように言った。

「やっぱり、だと？　どういう意味だ」

「ここで昼にアイシャと会った後、詰つめ所しよに戻ってオブラク商会の近辺を警戒するように頼んでおいたら、さっき巡じゆん回かいから帰ってきた奴が言ったんだ。黒猫亭のエプロン着けた女の子が、オブラク商会の裏門から入って行ったけど、出前にしちゃ何も持ってなかったしおかしいな、って」

「おいまさか、あんたあいつに教えたのか！　あそこは特別やばい噂が立ってる、影猫が狙うとしたら次はあそこだ、って！」

「他の情報と一緒に手がかりとして渡したが、絞しぼり込んだのはアイシャ自身だ！　自分で答えを見つけている以上、行くなと言っても無駄だろうから、俺が帰るまで待てと念を押しておいたのに」

「そんなもの聞く奴じゃないだろう!?　十年以上も一緒にいるくせに、あいつの何を見てるんだ！」

　ウェズはかっとなって怒ど鳴なった。あれだけアイシャに信頼され慕したわれているくせに、と思うと感情を抑おさえられなかった。
















　ほとんどまともに言葉を交かわしたこともない年下の少年から一方的に怒鳴られて、それでもマレクは反発もせず、叱しかられた犬のようにうなだれている。ウェズは自分が悪者になった気がして、舌した打うちと共に手を離した。

「あんたから見ればあいつはただの妹だろうけどな、あいつはあんたをただの兄貴だとは思ってない。あいつにとって、あんたは特別なんだ。一いち目もく瞭りよう然ぜんだよ」

　なんで俺がこんなことを教えてやらなきゃならないんだ、とウェズは苦々しい口調になる。マレクは本気で驚いたらしく、青い目を真ん丸に見開いた。

　朴ぼく訥とつなその顔に拳を一発叩き込みたい衝しよう動どうを堪こらえ、ウェズは代わりに棘とげ々とげしい言葉を投げつける。

「あの負けず嫌ぎらいの馬ば鹿か女おんなが、あんたの前で強がって格好つけたがるぐらい、想像つくだろうが！　甘ったれのなよなよした女みたいに、あんたに頼って素直に言う通りにすると思うのか？　もっと真剣に相手をしてやれ、朴ぼく念ねん仁じんの頓とん馬ま！」

「…………」

　一気に畳たたみかけられ、マレクは反論どころか防御もできない有り様でただ呆ぼう然ぜんとしている。そこへ、横から助けが入った。

「事情はよくわからないけど、とにかくアイシャが厄やつ介かい事ごとに巻き込まれた可能性が高いってことだね？」

　店長が険しい顔で腕組みしている。マレクはまだ言葉が出てこず、こくこくとうなずいた。ウェズはもう構っておらず、さっさとドアへ向かう。

「あ、おい！　どこへ」

　やっと我われに返ったマレクが呼び止めると、ウェズは顔だけ振り向き、面倒くさそうに答えた。

「殿でん下かに頼んで、ヴェルキ＝オブラクを大至急、城へ呼び出してもらう。口実はなんでもいい、どうせ後ろ暗いところのある奴だから額がく面めん通りには取らないだろう。単身ではなく、護ご衛えいの中から選よりすぐったのを連れていくはずだ。その時になってもまだアイシャが出てこなかったら、まずいことになっているのは確実だろう。屋敷が手て薄うすになって、主あるじ不在で諸もろ々もろの判はん断だんが下せなくなっている隙に、あんたら警備隊が踏み込めばいい。それこそ影猫が出たとかなんとかでっち上げて」

「……！　恩おんに着る！」

　マレクははっとして立ち直り、ウェズのもとへ駆け寄る。大男に突進されてウェズはいささか怯ひるんだが、さすがにマレクも少年相手に感謝の抱ほう擁ようをして背骨を折るほど我を忘れてはいなかった。直前で思いとどまり、手をがっしと握にぎる。

「すぐに人員を回すから、くれぐれもよろしく頼む。だが殿下の身に危険が及およばないように、それだけは気をつけてくれ」

「城の近この衛え兵へいをなんだと思ってるんだ、こっちの心配はいいからさっさと準備しろ」

　憎にくまれ口を返し、ウェズは素早く手を振りほどいて通りへ出る。マレクが慌てて後に続いたが、通りを見渡した時にはもう、ウェズの姿はどこにもなかった。

「猫みたいな奴だな……」

　マレクは目をしばたたいて頭を搔かき、それから、おっと、と気を取り直して警備隊詰所ヘ向かって走り出した。




　甘い匂においがする。

　なんだろう、とアイシャはぼんやり瞬まばたきした。頭が重い。

「気がついたかね、お嬢さん」

　年配の男の声が聞こえた。そちらを振り向こうとしたのに、首が重くて動かない。んん、とアイシャは唸うなって顔をしかめた。

「ここは……あたし、何を」

「当家の庭師が迷めい惑わくをかけたようだ、すまないね。良からぬ下心でお嬢さんを誘い入れたようだが、不届きな振る舞いに及びかけたところで衛兵に見つかって、あんたを突き飛ばして逃げたんだよ。覚えているかね？」

「……庭、師？　あの人が……？」

　裏門で使用人らしい男に呼び止められ、話があると呼び込まれたところまでは、覚えている。だがその後、何があったのか。

　庭師と何か会話をしたのだったろうか。この声の主ぬしが話して聞かせるようなことが、本当にあったのだろうか。思い出せない。

「ここは、どこ」

　薄うす暗ぐらい室内だということはわかる。だが見覚えはないし、自分でここまで歩いてきた記憶もない。

「心配いらない」

　男の声が穏やかに言うと、アイシャの瞼まぶたが勝手に下りてきた。

「突き飛ばされた時に倒れて、どうやら頭を打ってしまったようだね。もうしばらく安あん静せいにしていた方がいいだろう。ゆっくり休みなさい」

「…………」

　何かを言おうとしたが、言葉が形になる前に、深い沼ぬまの底へ沈んで消えた。

　そういえば前にも、突き飛ばされて倒れたんだったか。いや、あれが今日のことだったのか？　よくわからない。思い出せない……。

　小柄な少女がソファに身を沈めたまま、かくんと首を垂れる。足元に置かれた香こう炉ろから、甘ったるい香りの煙けむりがゆらゆらと立ち上のぼっていた。

　男、すなわちヴェルキ＝オブラクは少し離れた位置からそれを確かめ、ほくそ笑んだ。次に目を覚ました時には、少女は今の会話が事実であったと思い込むだろう。下げ劣れつな庭師の犠ぎ牲せいになるところを救われたと、感謝さえするだろう。

　あとは詫わびと称しようして菓子の一ひと包つつみでも持たせて帰せば、数日中には彼女が良い評判を流してくれる。そうせずにはいられなくなる。オブラク商会の主は親切誠実で、使用人のやらかした些さ末まつな悪事にもきちんと謝しや罪ざいし償つぐなう人物だ、と。

　庭師のような地位の低い使用人の不始末など、珍めずらしくもない。しかも相手は貴族でも取引先でもない、通りすがりの一般人だ。謝罪すらないのも普通だし、良くてせいぜい家か令れいがこっそり金を渡す程度。

　にもかかわらず、オブラク商会は当主自ら対応し、頭を下げたのだ。庶しよ民みんの少女には感動ものだろう。そして二度と、この屋敷を嗅かぎ回る気など起こすまい。

　ヴェルキが満足の笑みを浮かべたところで、控えめなノックの音がした。

「旦那様。城から、火急の用にて使いの者が参りました。いかがいたしましょう」

「城から？　本物か？」

「間違いなく、封ふう蠟ろうには王家の印章が」

「ふむ……ならば会わんわけにもいかんな。応接室へ通せ」

　なぜ突然。用件は何か。不ふ可か解かいで奇妙ではあったが、無む下げにすることはできない。ヴェルキは腑ふに落ちない気分のまま部屋を出ようとし、扉の前でふと振り返った。

　少女の様子に変化はない。使い魔もソファの上でぺったり伸びたきりだ。

「……まさか、な」

　関係あるわけがない。ヴェルキは小さく首を振り、部屋を後にした。

　応接室で彼を待っていたのは、黒くろ髪かみの少年一人だけだった。

　王家の使いにしては随分と略式なことだ、と思ったが、それも道理、国王ではなく王子殿下からの私的な呼び出しだという。

　手渡された信書を開いて目を通し、ヴェルキは不ふ審しんげに眉を上げた。

　内密に、どうしても明日の昼までに用意しなければならないものがある、ついてはそちらで調達できないか相談したいので至急城まで来て欲しい、というのだ。

「これはどういう意味かね」

「私からはお伝えいたしかねます。ただ、殿下からは、きわめて私的な用件であるから無理にも来いと命じることはできない、しかし殿下ご自身の将来がかかっているものと考えてもらいたい、とのお言葉です」

「ふむ……」

　事実上、何がなんでも来い、という命令ではないか。ヴェルキはますます胡う散さんくさく感じたが、しかし断るわけにいかないのは明らかだった。上手くエルニス王子を満足させられたら、破は格かくの報ほう酬しゆうが期待できることも。

「承った。すぐに準備を整え、お召めしに応じよう。君は私の案内役も仰おおせつかっているのかね？」

「いいえ。私は返事を頂けたら先に戻って伝えるよう命じられております」

　使いの少年は一礼してから、是ぜの返答を持ち帰っても良いかと目顔で問うた。ヴェルキはうなずき、退出を認める。

「では先に城へ戻り、すぐに参上する旨むね、しかと伝えてくれ」

「畏かしこまりました」

　少年が部屋を出て行くと、ヴェルキは忙しく考えを巡めぐらせ、随ずい伴はんに誰と誰を選ぶか、一体どのような無理難題を申し付けられるのかと悩みながら、外出の支度を始めた。

　彼の頭からは使いの少年のことなど、扉が閉まると同時に消え去っていた。

　だから、少年が屋敷の門を出ることなく敷地内に留まっているなどとは、夢にも思わなかった。




　すうっ、と涼しい風がそよぐ。立ちこめていた重い香りが払はらわれて、アイシャは吸い込んだ空気の清せい浄じようさに目を覚ました。

　ぱちぱち、と瞬きして、ゆっくり深く息をつく。

（あれ……？　あたし、何をしてたんだっけ）

　まだ頭の半分ぐらいがふやけたようにぼんやりしている。すっきりしている残り半分を無理に働かせ、アイシャは用心深く顔を上げた。

　いつの間にかソファに倒れ込んで眠っていたらしい。横向きの視界に、カーテンを引いた窓と人影が映うつる。微風がそちらから流れてきて、彼女はぶるっと身み震ぶるいした。

　アイシャがむくりと起き上がると、窓際の人影も振り向いた。

「気分は？」

　静かに問いかけた声は、確かに聞き覚えのあるものだった。どんな声だかわからない、という点においてだが。

「影猫……？」

　どうして。ここはどこだ。下宿で彼と話していたのだったろうか。いや、あれはもう昨日か一昨日おとといか……駄だ目めだ、夢と現実の区別がつかない。

　アイシャは頭かぶりを振り、自室のベッドではなくどこかのソファだということを確かめるように、手を滑すべらせる。

「ビリちゃん」

　ふにっとしたものが手に当たり、アイシャはほっとして使い魔を抱き寄せた。

「にゅー……」

　か細い声で鳴なき、ぺちゃんこになっていたビーリィがもぞもぞ動く。だが具合が良くないらしく、丸くなれずにまただらんと伸びてしまった。

「どうしよう。ビリちゃん、あたしのせいで」

　動どう揺ようして泣きそうになったアイシャに、窓のそばから影猫が言った。

「使い魔のことは専門外だが、見たところ潰されたりしてはいないし、君が無事だということは使い魔もそのまま解放するつもりだったんだろう。薬の影響がどの程度残るかは、なんとも言えないが」

「薬？　フェリカの？」

「違う。この部屋に焚たかれていた香だ。正確な調合内容まではわからないが、この香りの正体は知っている。意識を朦もう朧ろうとさせて現実感を薄れさせ、他人に誘導されやすくする物だ。……旅芸人や手品師がよく使う。もちろん禁制品だが」

　影猫は言い、カーテンの隙間から手を出して、もう少し窓を開けた。本当は全開にしたいところだが、誰かに見つかる恐おそれがある。外はもう日が落ちて、曇くもり空にわずかな夕焼けが残っている程度だから、小さな窓のひとつぐらい人目を引きはすまいが、用心に越したことはない。

　アイシャはぐらぐらする頭を支えようと、額ひたいに手を当てた。影猫が小さくため息をつき、窓から離れる。

「やれやれ……君は、やるなと言われたことをやらずにおれない性た質ちのようだな」

「ち、違うわよ！」

　慌ててアイシャは弁べん解かいした。そこだけは覚えている、『狼』失格の烙らく印いんを押されたくはない。

「一人で乗り込むつもりなんかなかったし、たまたま配達ですぐ近くを通っただけで、裏門のところで呼び止められて……って、ここどこなの？　あなたの家じゃないわよね」

「オブラク商会の屋敷だ。静かに」

　ささやかれ、アイシャはぱっと口を押さえた。誰かに聞かれたかと身を硬くして反応を窺う。どこか遠くではっきりしない物音はするが、それだけだ。

　この部屋には見張りの一人もついていないのだろうか、とアイシャが眉を寄せていると、影猫がソファの傍かたわらに歩み寄り、片かた膝ひざをついた。ただし、腕を伸ばしてぎりぎり届くかどうかといった距離は保ったまま。

「先ほどエルニス王子の使いが来て、当主を呼び出した。間もなくヴェルキが出て行くだろう。そうしたら、マレクが警備隊の仲間と共に踏み込んでくる手て筈はずになっている」

「……え？　どういうこと、あんたまさか、警備隊と協力してるの？」

「そうじゃない。君の不在に慌てたマレクが大おお騒さわぎしたから、こちらにも情報が伝わっただけだ。たまたまエルニス王子の従じゆう者しやが居合わせたから、当主を屋敷から引き離して協力することになったらしい」

「それって……つまり、ウェズが」

　ぽかんとしたままアイシャは言い、次ついで「あぅ」と歯は痛いたのようなうめきを漏らした。

「ああぁぁ嫌いやだなぁ怒られる、絶対怒られるよ、ガミガミ説教されるに決まってるぅぅ。馬鹿だのなんだのこき下ろされるよぉ」

「随分、彼のことを嫌っているようだな」

　影猫の声に苦笑の気配がまじる。アイシャは自分が子供っぽいわがままを言っているような気にさせられ、渋しぶい顔になった。

「嫌いとかって話じゃなくて、なんて言うか……毎回、何かしら怒るんだもん」

「彼の方が悪い、と？」

「うっ。そ、そりゃ、怒られても仕方がない時もあるけどさ。でも、そうじゃなくても見下されてばっかりで……自分がどうしようもない駄目な奴みたいに思わされて、気が重いのよ。意地でも負けないけどね！」

「なるほど。だったら、今回は『仕方がない時』だな。説教も甘んじて受けるべきだろう、それだけの失態だぞ。君の分析力と粘り強さには敬服するが、蛮ばん勇ゆうで台無しだ」

　影猫が軽く揶や揄ゆした。アイシャは赤くなって先ほどの弁べん明めいを引っ張ってくる。

「違うんだってば、いくらあたしでも一人で乗り込んだりしないって！　帰ってからお兄ちゃんと一緒に行く、近付きすぎない、って約束してたんだから。だけど門のところで、男の人……庭師……？　に呼び止められて、あんた『狼』だろ、って。相談したい、屋敷の人には内緒だ、ってすごくびくびくしながら急かされて、だから無視して通り過ぎるわけにもいかなくて……他に人もいなかったし。ちょっとでも怪しくなったら、すぐ逃げられるように構えてたんだよ？」

　そう、そのはずだったのだ。それなのになぜ、今こんなところにいるのだろう。

　不意に頭の中で、奇妙な光景が閃ひらめいた。

　門で呼んだあの男が、植木の陰にアイシャを連れ込み、いきなり形ぎよう相そうを変えて摑みかかってくる。無理やり引き寄せられて、押し倒され……

（違う！）

　ぞわっと背せ筋すじに悪お寒かんが走り、アイシャは頭を激しく振った。

　違う、そうじゃない、そんなことはなかったはずだ。無意識に胸に手を押し当て、襟えり元もとが破かれたり乱れたりしていないことを確かめる。膝がガクガク震ふるえ、歯の根がカチカチ鳴りだした。

「アイシャ」

　影猫が名を呼ぶのも、どこか遠くからのようにぼんやりとしか聞こえない。息ができない。震えが止まらない──

　突然、右膝にぐっと重みがかかった。影猫が手で押さえつけたのだ。足の裏全体がしっかりと床ゆかにつく。膝頭からじわりと熱が伝わると、背中についていた見えない霜しもが薄れて消えた。

「君がこの部屋でヴェルキから聞かされたことは、なんであれすべて噓うそだ。恐れるな」

「…………」

　震える吐と息いきが、唇の間から細く漏もれていく。ややあってアイシャは体のこわばりを解とき、ほっとしてソファに沈み込んだ。

「あ、ありがと。もう、落ち着いた、みたい」

　まだ少し息が詰まったような感覚が残っているが、震えは止まった。ふやけていた頭の半分も、どうにか固まってきたようだ。

　影猫も安心した様子で手を離し、小さくうなずいた。

　アイシャは右膝に残ったぼんやりした温もりを意識し、また息を詰まらせそうになって、急いでしゃんと座り直す。

　触ふれられるとは思わなかった。どんな状況であれ『狼』に接せつ触しよくするほど近付くのは、影猫にとっては危険極まりないだろうに。

（向こうから、手を伸ばしてきた）

　奇妙な感動めいた思いが胸に広がる。だが浸ひたっていられる状況ではなかった。

　影猫がさっと立ち上がり、窓際へ向かう。カーテンの隙間から外を確かめ、彼は静かにささやいた。

「馬車が出て行ったら、じきに警備隊が踏み込んでくるだろう。屋敷に残った手下が君を盾たてに取らないよう、私が安全な場所まで誘導する。もう立って歩けるか？」

「ちょ、ちょっと待って……うん、大丈夫。走ったり跳んだりできるかはわからないけど、普通に歩くのは大丈夫そう」

　アイシャはそろそろと立ってソファのまわりを一周し、ふらつかないのを確かめた。ビーリィも頑張ってもぞもぞし、やや平べったいながらも丸みを取り戻すと、顔を上げて赤いつぶらな目でアイシャの動きを追いかける。健けな気げな仕し草ぐさは、置いていかないでね、と訴うつたえるかのよう。

　ああぁ可愛い、と奇声を上げかけて、アイシャはかろうじてそれを飲み込んだ。危ない、ここできゃーきゃー騒いだりしては洒落にならない。

　ぐっと声を堪えつつ、アイシャはビーリィを抱き上げて頰ずりした。影猫が警戒したのが、気配でわかる。アイシャはそちらを見やって言った。

「安心して。いくらなんでも、ここであんたを捕縛するほど恩知らずじゃないわ。ビリちゃんもまだ具合良くないみたいだし……大丈夫かなぁ。ちょっとの間、辛しん抱ぼうしてね。帰ったらすぐにフェリカに診みてもらうからね」

　小声で使い魔を励はげますアイシャに、影猫はなんとも複雑そうな様子で身じろぎした。

　館に動きはない。まだ当主が出かけるまで時間がかかるようだ。

　影猫は窓際を離れ、また少しだけアイシャの方へ近付いた。が、今回はさすがにもうそばまで寄りはせず、五歩ばかり離れた位置で止まる。

「そういえば、君の夢が何なのか、聞いていなかったな」

「え？　あ……うん」

　アイシャは曖昧な返事をし、ごまかすようにビーリィをふにふに撫で続けた。

「聞かなくてもいいじゃない。あたしはあんたを追うの、諦めるつもりはないんだから」

「人には言えない夢か？」

「そうじゃないけど」

　アイシャは照れたような困ったような、ややこしい顔で口を尖とがらせる。

　黙だまったまま、一呼吸、二呼吸。

　間を置いてみたものの影猫が何も言わないもので、彼女は諦めて白状した。

「学校をね。建てたいの」

「……？」

「あんたには想像もつかないだろうけど、あたしの故こ郷きようの村には、学校がなかったの。隣となり町まちにはあったけど、遠いから、あたしみたいに家の仕事が忙しい子は通えなくて。村でもお金持ちの家では、なんか先生っぽい人を雇やとってたみたいだけど、そんなの本当に限られた家だけだし。……あたし、師し匠しようについて村を出るまで、読み書きも計算も、ろくにできなかったのよ」

「なぜ、私に想像がつかないと？」

「自分のこと『私』なんて言って、義ぎ賊ぞくぶったことするような頭のいい人は、読み書きもまともに教われない田舎の貧乏人の暮らしなんか知らないでしょ」

　できるだけ冷たく突き放した言い方をしたつもりだったが、なぜかそうはならなかった。諦めと、もういいよ、と逆に相手をいたわるかのような響ひびきが残る。

　それは間違いなく影猫にも伝わった。己おのれの爪つま先さきに目を落とし、しばし黙り込む。心の内では、そういうわけか、と色々なことに納得していたのだが、彼はそれを表に出すことなく応じた。

「確かに私は、君の育った村の実情は知らない。だが想像することもできないほど、愚おろかではないつもりだが」

「だったら、盗ぬすみなんかもうやめて」

　アイシャは鋭くささやいた。反論の隙を与えず畳みかける。

「愚かじゃないって言うなら想像してよ。あんたが盗みを続けたら、懲らしめられて当然の悪人だけが苦しむと思うの？　たまたま悪党の家で働いていた、何も知らない弱くて貧乏な人が、とばっちりを食うとは思わないの？　盗まれる方が悪いんだったら泥棒しても構わない、なんて考える馬鹿が出たら？　それに……あんたがもしも捕つかまったら、あんたに勝手に期待してる人達はどうなるの。あんたはまともな育ちの人なんでしょう。だったら、こんな方法じゃなくまともなやり方で、悪党と戦ってよ」

　そうすればもう、目指す正義と己の行いとの乖かい離りに罪悪感を抱いだくことも、やむなく敵を手にかけて苦しむ必要もないだろうに。なぜわざわざ茨いばらの道を行くのか。

　答えが返るまでに、長い沈ちん黙もくがあった。

　その間もアイシャは、影猫にじっと目を据すえていた。仮面と魔ま術じゆつで隠された素顔を、なんとかして垣かい間ま見ようとするように。怒らせただろうかと恐れも感じたが、ここで目をそらせば負けのような気がして、ひたすらじっと待ち続ける。

　幸い影猫は、機嫌を損ねてはいなかった。しばらくしてから、彼は考え深げな口調でゆっくりと答えた。

「君がどうやら真剣に私の身を案あんじてくれたらしいことは、よくわかった」

　さらりと言われてアイシャの顔に血が上る。声には出さなかったはずなのに、本当に言いたかったことや訊ききたかったことを、すべて見抜かれたのだろうか。

　口をパクパクさせている彼女に、影猫は小さく笑った。

「危険から遠ざけたいのは苦しみたくないから、だろう？」

「ちょっ……ひ、人の台詞せりふを取らないでよ、別にあたしは」

　以前の一撃をしっかり返されて、アイシャは言葉に詰まる。影猫はさらに続けた。

「君の主張もよく理解できる。だが、私がそうした事こと柄がらについて悩むことなく、安直に正義の看板を掲かかげてこの務つとめを果たしていると思わないでほしい。だから……すまないが、君の頼みはきけない。心配しないでくれ、私は誰にも捕まるつもりなどない」

「し、しししし心配とか、してな……っっ、そ、そういう問題じゃなくて！」

　アイシャはじたばた暴あばれたくなって、必死に堪えた。空中で拳を振り回し、片手に抱いたビーリィを取り落としそうになって、慌ててはっしと受けとめる。

　ちょうどそこで、外からガラガラと車輪の音が聞こえた。

　室内の空気が一変する。影猫が窓に向かい、アイシャもビーリィをしっかり抱いたまま駆け寄る。

　空にはもう残ざん照しようもほとんど残っておらず、ぱらぱらと雨が降り始めていた。屋敷の明かりで灰色に滲にじむ庭の中を、黒い馬車が表門へ向かって行く。

「よし、出たようだな。今のうちに急ごう。主の留る守すを任された手下が、君の様子を確かめに来るかもしれない」

「ん、了解。あの変な匂いのお香、あのままだったらいつまで効き目がもったのかな。朝まで？」

「そのぐらいの量はあったな。明日の朝まで君を眠らせておいて、後でもう一度……何を吹き込むにしろ、君を都合のいい手て駒ごまにできるような噓を信じ込ませておいてから、解放するつもりだったんだろう」

　そこで彼は心配そうにアイシャを振り向き、予想以上にすぐ近くまで寄られていることに気付いてぎょっとした。

　アイシャも今さら、ほとんど距離がないことを意識して緊張する。反射的に手を伸ばして仮面を奪うばい取りたくなったが、慌てて逃げるように離れた。

（あ、危なかった……ん？　違う、絶好のチャンスを逃したんじゃないの！）

　しまった、と後こう悔かいしながら影猫の様子を窺う。きわどい一いつ瞬しゆんだったことは彼もわかっているらしく、防御するように仮面を押さえていた。

「どうも君が相手だと、気を許してしまって良くないな。堪えてくれて感謝する」

　わずかに自じ嘲ちようと皮ひ肉にくのまじる声こわ音ねだった。アイシャはむっとしかめっ面つらになる。

「仮面を取られていたら、どうするつもりだったの」

「その時は君にもう一度眠ってもらって、あの香を焚いて私だけ先に失礼するまでだ。警備隊が踏み込んで君を保ほ護ごするまでに何かあったとしても、やむを得まい」

　予想はしていたが冷たい返事だった。本来は追う者と追われる者であり、決して仲間でも友人でもないと思い出させるような。

「言っただろう、私は誰にも捕まるつもりはない。君が相手でも同じだ。……行こう」

　影猫は感情を消して言い、扉に向かって歩き出した。アイシャは苦い顔をしたものの、頭を振って気分を切り替え、後に続いた。ビーリィもようやく調子が戻って来たようで、肩の上で丸くなってしっかりしがみつく。

　廊ろう下かの気配を窺い、影猫がほんのわずか、隙間を開ける。人はいない。それどころか、ほとんど真まっ暗くらだった。こちら側には窓がないのだ。

　だが彼は迷う様子もなく踏み出し、アイシャに手を差しのべた。

　アイシャは暗がりに目を凝こらしながら、それを取る。手のひらが重なったと同時に、アヒルのうがいのような音が廊下に響きわたった。

　怪音に出で端ばなを挫くじかれ、影猫が膝からくずおれてしゃがみ込む。アイシャは真っ赤になって自分の腹を押さえつつ、廊下の左右を見渡した。相変わらず暗く静まり返ったままで、反応はない。

　肩を震わせている失礼な盗ぬす人びとを、アイシャは爪先で軽く蹴ってやった。

「仕方ないでしょ、お昼食べ損ねてそのまんまなんだから！」

　ささやき声で抗こう議ぎする間も、くるくる、ぐるる、と鳴き声が続く。影猫が笑いによろけながら立ち直り、ちょいと何やら手を振る仕草の後、

「どうぞ」

　大おお仰ぎようにお辞じ儀ぎしながら指につまんだ小さなものを差し出した。

　アイシャは相手の動作につられてなんとなく素直に受け取り、目をぱちくりさせる。どこから取り出したのか、丸い砂さ糖とう菓が子しだった。

　ためらったのも束つかの間ま、すぐにそれを口に入れる。一時的にでも腹を黙らせなければならなかったし、とにかく飢うえていたのだ。口の中で菓子が溶とけると、枯こ渇かつしていた活力が戻ってくるのを実感する。

　ただの砂糖菓子なのかそうでないのか、どうしてこんなものを持っているのか、疑問が次々に出てくる。だがおしゃべりできる状況ではない。アイシャは黙って、影猫が改めて差し出した手を取った。

　どこか遠くから間接的に届くわずかな光しかないのに、影猫は迷わず進んでいく。アイシャは余計なことを考えないよう、足音を立てずついていくことに集中した。

　そろそろ警備隊が動いても良さそうなものなのに、いまだなんの騒ぎも起きない。しんとした廊下に、自分の息遣いがうるさいほど。

　様子がおかしいと警戒し、影猫が足を止めた。アイシャも不安に眉をひそめ、周囲の気配を探る。どこか遠くで人が動いているような音はするが、恐らく日常の仕事をこなしている召めし使つかいだろう。慌ただしさが全くない。

　影猫はしばし迷ったが、あまりぐずぐずしていて、突入してきた警備隊に自分が捕まるようなへまはしたくない。アイシャも、賞しよう金きん首くびと一緒にいるところを見られては良くないだろう。

　ためらいながらも、彼は先へ進んだ。このまま階段を降りてホールの控え室にアイシャを匿かくまってやれば、警備隊が踏み込んできた時にすぐ合流できるはずだ。

　広い階段は踊り場に大きな窓があり、雨の宵よいにもかかわらず薄明かりが差していた。町の明かりだろうか。

　あそこを横切る時は気をつけないと、と影猫は気を引き締め、アイシャを促うながして階段に足をかける。

　その時だった。

「これは意外な」

　くっくっと笑い声が響いた。ぎくりと竦すくんだ二人の目の前で、階かい下かにぽっとランプの灯ひが点く。出かけたはずの当主ヴェルキが、護衛の男と共に待ち受けていた。

「馬車を出そうとしたら、外に警備隊がいるというのでね。おかしいと思って、適当な身代わりを乗せて行かせたら……いやしかし、まさか賞金首が『狼』を助けに来るとは予想外だったよ」

　コツ、コツ、と階段を上がってくる。ヴェルキは踊り場まで来ると、そこが自分の舞台かのように足を止め、両手を広げた。

「その娘さんには使い道があるのでね。置いて行ってもらおうか。まあ、離そうと離すまいと、躾しつけのなっていない泥棒猫はここで屍しかばねになる運命だが」

　ちっ、と影猫は舌打ちし、アイシャの手を離してささやいた。

「逃げろ。廊下を戻って突き当たりまで行けば、召使用の階段がある」

「無駄だよ、出入り口はすべて封ふう鎖ささせてある。無ぶ粋すいな警備隊に、泥どろ靴ぐつで絨じゆう毯たんを汚されたくないのでね」

　笑うヴェルキの横を護衛の男が通り過ぎ、のしのしと階段を上がってくる。アイシャは急いで邪じや魔まにならない位置まで退いた。

　男は抜き身の剣を手にしている。対する影猫は見たところ丸腰だ。しかし、影猫の方が先に仕掛けた。

　男が階段を上がりきるのを待たず、顎あごを狙って鋭い蹴りを繰くり出す。男がかわし、一気に残りの段を駆け上がった。影猫が素早く身を低くし、男がまだ勢いを残しているところへ見事な足あし払ばらいをかける。

　ズダン、と男が前のめりに倒れた。が、まともに転倒したのではなかったようだ。とっさに受け身を取った男はそのまま弾むように身を起こし、影猫めがけて剣を振り下ろす。

　刃やいばが唸り、風を切る。影猫が跳びすさり、間合いを取った。

　アイシャは祈いのるように手を組み、影猫をひたすら見つめていた。

（ああもう、危ない！　だから、悪党なんかに殺されて欲しくないから、盗みはもうやめろって言ったのに）

　頼むからこんなところで死なないでくれ、と必死に念じるあまり、彼女は迂う闊かつにも状況を忘れかけた。

「にゅ！」

　耳元でいきなりビーリィが鳴き、アイシャははっと我に返った。反射的に、いつの間にか間近に迫っていた手を思い切り振り払って跳び退のく。

　ヴェルキが弾はじかれた手を押さえて忌いま々いましげに唸った。

「大人しくするんだ、お嬢さん。あんたは怪我も損もせずに済むんだから。ご褒ほう美びの菓子も持たせてやるとも。なんならドレスを進しん呈ていしようか」

「遠えん慮りよする。そりゃあたしは貧乏人だけど、タダより怖いものはないってぐらい知ってるのよ。差し出してるのが悪党の場合は特にね！」

「生意気な口をきくんじゃない。調子に乗ると、本当にうちの使用人に『不届きなこと』をさせてやるぞ」

　ヴェルキが歯を剝むいて下品な笑いを浮かべた。アイシャの脳のう裏りに、なかったはずの光景が鮮あざやかに閃き、ぞわりと寒気が戻ってくる。

　無意識に後ずさろうとして、足がもつれた。

　──その時。

　ズシン、と地響きがして、アイシャとヴェルキは揃って振り返った。護衛の男が廊下に倒れ伏し、その背を影猫が片足で踏みつけている。

　さながら聖人の魔物退治を連想させる構図に、アイシャは見み惚とれ、ヴェルキはたじろいだ。不利を悟さとり、応援を呼ぼうと口を開く。だが彼が声を上げるより早く、正面玄げん関かんが乱暴に連打された。

「ヴェルキ＝オブラク！　警備隊だ！　ここを開けろ、貴様が影猫を匿っていることはわかっているぞ！」

　野太い声ががなり立てる。影猫は階下を見下ろして肩を竦めた。アイシャもややこしい顔になってつぶやく。

「なんか変な話になってる……」

「くそっ！」

　ヴェルキが素早く二人から間合いを取り、懐かい剣けんを抜いて構えた。

　やる気か、とアイシャは慌てて向き直ったが、単に威い嚇かくだったらしい。シッシッ、と払うように剣を何度か突き出し、ヴェルキは後ずさる。アイシャは反射的に手を伸ばし、ヴェルキを指差した。

「逃がすもんか、『狼』なめんじゃないわよ！　ビーリィ、」

「やってみろ、訴えるぞ！」

　自じ暴ぼう自じ棄きにヴェルキが喚わめき、捕縛命令が断ち切られる。肩からぴょんと頭上に乗ったビーリィが、口を開けかけて困惑に固まった。その隙にヴェルキが身を翻ひるがえす。影猫が鋭い声を放った。

「アイシャ！　捕縛しろ、私が奴に賞金を懸かける！」

「了解！　ビーリィ、捕縛！」

「にゅぅ！」

　待ってましたとばかりビーリィが目をきらめかせ、ばっくり大口を開ける。ヴェルキは既すでに廊下を疾しつ走そうしていたが、いきなり石になったように硬こう直ちよくし、盛大に倒れた。

　ガゴオォォン！

　薄暗い廊下に容よう赦しやのない音が反響する。ビーリィが例によって口をもぐもぐさせ、満足の表情でするりと首に巻きついた。

　アイシャもふうっと息をつき、影猫を振り返って……

「え、あれ？」

　いると思った場所に彼がおらず、きょろきょろした。

「よくやった」

　遠くから声が届き、急いでそちらを見ると、影猫は早くも踊り場の窓を開け、桟さんに足をかけていた。

　静かな雨音にまじって、外を走り回っている警備隊員の怒鳴り声や、屋敷の衛兵とやりあっているらしい音が聞こえる。

「騒がしくなってきた。面倒なことになる前に、失礼するよ」

「ちょ、待っ──」

　階段を駆け下りたアイシャに向かって、影猫は何かを弾いてよこした。

　キン、と澄んだ音を立てて、きらめく硬こう貨かが宙ちゆうを舞う。両手でそれを受け止めたアイシャに、影猫は率そつ直ちよくな称しよう賛さんを贈った。

「君の手柄だ。おめでとう」

　微かすかな明かりしかなくてもはっきりと、笑顔を向けられているとわかる。アイシャが当惑と羞しゆう恥ちで言葉を失っている間に、影猫はひらりと外へ舞い降りる。

「ああっ！　ま、待ちなさい！　逃げるなコラー!!」
















　一呼吸遅れて窓に駆け寄り、アイシャは身を乗り出して叫さけぶ。だがもう、猫の影さえどこにもなかった。

「うう……やられた、悔くやしいぃぃ」

　泣きたいような笑いたいような、ややこしい顔で言いつつアイシャは窓から体を引き戻し、握り締めていた手を開く。そして。

「……え？」

　なんだこれ。まさか。ちょっと待て。

　弱い明かりに何度もかざし、裏と表の刻印を確かめ、指でなぞって。

「噓っ、金きん貨かあぁぁぁー!?」

　素すっ頓とん狂きような叫びが響き渡ると同時に、館の正面玄関が破られ、警備隊員がどっとなだれ込んできた。
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　アイシャがマレクに保護された後、警備隊は屋敷を隈くまなく捜そう索さくし、使用人棟の階段物置から遺体を発見した。アイシャを誘い込んだ、あの男だった。

　アイシャは顔を確認した後、発見場所を聞き、ああそれで、と納得した。

　軟禁されていた部屋から影猫が選んだのとは反対側に逃げて、使用人階段を使っていたら、遺体と対面していただろう。正面側へ誘導したのは、彼女に見せまいという気き遣づかいもあったに違いない。

　なんでもいいから食べさせてくれ、と頼んで屋敷の厨房から残り物のシチューを強ごう奪だつし、ぱくつきながら事情聴取を受ける頃には、アイシャの記憶もすっきりと明めい瞭りようになっていた。

「あの男に間違いないんだな？」

「うん。ほんっとにビクついてたから、これは聞かないとまずいかもしれないと思って。ついて行ったら、植木の陰に誘い込まれた後、いきなり上から麻袋をかぶせられたの」

　屈くつ辱じよくを思い出し、アイシャは苦い顔になった。

　普段から、自分は背が低いために上方への注意が不足がちだというのは、折おりに触れ身に染みていた。

　気をつけているつもりでも、視界に入る部分がどうしても少しだけ、足りない。マレクには当たり前に見えているものが、自分には背せ伸のびをしても全く見えない。

　だから、樹上に人が潜んでいることに気付けなかったのだ。

「暴れたんだけど、袋の中にあの香が焚きしめてあったんだね。じきにぼやーっとして、何もかもわからなくなって、力が入らなくなって。あとは真っ暗」

「そうか。あの男はその仕事を終えた後で、手っ取り早く口を封じるために殺されたんだろうな」

　話を聞いていたマレクは記録を取る手を止めて、深いため息をついた。アイシャは縮ちぢこまり、ごめんなさい、としおらしく謝あやまる。油ゆ断だんしたつもりも、約束を破るつもりもなかったのだが、結果としてはこのざまだ。言い訳はできない。

　シチューの器うつわを空からにし、いつものようにテーブルの上で待機しているビーリィに、チーズの欠片かけらを与える。にゅ、にゅ、と嬉しそうにかじる様子は、すっかり元気そうだ。良かった、とアイシャが安堵すると同時に、マレクの大きな手が、栗くり茶ちやの髪かみをくしゃくしゃと撫で回した。

「わっ、ちょ、お兄ちゃん！」

「反省してるみたいだからあんまりきつくは言わないけど、本当に、気が気じゃなかったぞ。ウェズにも心配かけたし、後で謝っとけよ」

「えぇ～？　そりゃ、王子様の呼び出しとか考えて協力してくれたってのは聞いたけど。心配とか……」

「すごい剣けん幕まくで怒られた。アイシャが大人しくしてるわけないだろう、十年以上一緒にいるくせに何を見てるんだ、ってさ」

「うわ、何様。あんたに関係ないって言ってやりなよ」

　アイシャは思い切り顔をしかめる。余計なお世話だ。

　しかしマレクは困ったように苦笑し、少し間を置いて静かに続けた。

「アイシャは俺のことを特別な目で見てるんだから、格好つけたがるに決まってるだろう、と言われたよ。当たってるのか？」

「──！　あ、あいつなんてこと……殴なぐる！　絶対殴る、ぶっ飛ばす!!」

　ダン、と両手を拳にしてテーブルに叩きつける。わなわなと怒りに震えるアイシャの横で、マレクは天を仰いだ。

「勘かん弁べんしてやれよ。それだけウェズリー君はアイシャのことが気になってしょうがないんだろうから」

「それ違う！　やめて！　ほんっっとにやめて!!」

　ダンダン、とテーブルを叩き、足を踏み鳴らす。マレクはそんな彼女の反応を面おも白しろそうに見物していたが、放っておくと木の匙さじをへし折りそうなので、背中をぽんぽんと叩いて落ち着かせた。

「その様子じゃ、忘れられてるんだろうなぁ」

「忘れられ……って、何を」

　きょとんとしたアイシャに対し、マレクは夏空色の目を優しく細める。

「おまえさ、昔よく、『大きくなったらお兄ちゃんのお嫁さんになる』って言ってたろ。あれ、言わなくなったのは何がきっかけだったか、覚えてないか？」

「恥ずかしいこと持ち出さないでよ。何かあったっけ？」

「やっぱり忘れてるな。俺が言ったんだよ。いいかアイシャ、結婚しても喧けん嘩かしたら離婚して他人に戻ってしまうんだぞ、俺はそんなの嫌だからずっとおまえのお兄ちゃんでいたい、おまえとは兄きよう妹だいで家族なのがいい、って。おまえも感動したような顔して、それがいい、って賛成してくれたじゃないか」

「ええぇぇー!?　そ、そんなことあったっけ……」

「あったんだよ。で、その後ぱったり、お嫁さんになる、って言わなくなったからさ。ああちゃんと通じたんだな、俺は身代わりじゃなくて本当の兄貴になれたんだな、って思ってたのに。忘れてるんだもんなぁ」

「う、ううぅぅ……ごめん……ていうかそれ、いつの話？」

「いつだったかな。十歳かそのぐらいだったと思うが」

「あたしが？」

「いや、俺が」

「だったらあたし五つかそこらじゃないの、覚えてるわけないでしょ！」

　くわっ、と怒鳴られ、マレクが首を竦める。あれー、そうかー、などととぼけて笑うマレクの肩に、アイシャは手て加か減げんなしの拳を打ち込んでやった。




　二人が和なごやかに兄妹の絆きずなを確かめ合っている頃、屋敷の庭の隅っこで植木の陰にうずくまって雨に打たれているウェズリーが発見され、

「今猛もう烈れつに死にたい気分だから放っといてくれ」

　などと不穏な発言で警備隊員に要らぬ気遣いをさせていたのだが、当然、アイシャもマレクも、それを知る由はなかった。
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　警備隊による入念な捜そう査さの結果、オブラク商会の人じん身しん売ばい買ばいが明らかになった。

　身寄りのない貧窮者や、地方から王都に出てきたばかりの若者などを狙って仕事を与えると誘い、実際には遠方の農園や鉱山などへ苛か酷こく労働の人手として売り払っていたのだ。

　ただ、そのことで商会を罪つみには問えなかった。

　人道的には問題だが、あくまでも「仕事と人手の斡あつ旋せん」であり、売られた人々も法による保護を受けていない。買った貴族や地主にしても、普通に労働者を紹介されたと言い逃れるだけだろう。

　明らかな悪事として裁きにかけられるのは、禁制品の香を大量に保有し許可なく一般人に使用したこと、また庭師を殺害したことの二点だけだった。

　それでも商会を解体させられるだろうが、マレクから話を聞いたアイシャは、ため息をついて、やはり『影猫』のような存在は必要悪なんだろうか、と憂ゆう鬱うつに考えたのだった。




　ともあれ、オブラク商会の悪事が暴あばかれ、王都が少しだけ平和になった数日後のこと。

「はぁー、おカネ欲しーい」

　もはやすっかり口くち癖ぐせになった言葉をつぶやき、アイシャは組合本部で掲けい示じ板ばんの前に立っていた。毎日欠かさず、黒猫亭に行く前に掲示板を隅々まで見て、狙えそうな獲え物ものがないかチェックしているのだが、やはり世の中そう甘くない。

　肩を落としてとぼとぼ歩き出したところで、正面玄関の扉がギギッと押し開けられた。首に巻きついていたビーリィがぴくっと反応し、素早くほどけて頭上に移る。

「ビリちゃん？」

　どうしたの、と訊きくより早く、

「にゅうぅぅー！」

　白い使い魔は歓かん喜きの声と共に跳び上がった。いつになく高く舞い上がり、天てん井じようを蹴って急降下する。無防備にドアをくぐったウェズが悲鳴を上げた。

「うわあぁぁぁ!!　やめろかじるなこの蒸しパンが！　おいそこの飼い主！」

「ご、ごめん！」

　大慌てでアイシャは駆け寄り、ウェズの頭からビーリィをひっぺがす。しばらく飛びつけなくて不満が溜まっていたらしく、ビーリィはしぶとく抵抗した。

「ビリちゃん、駄目だってば！　そんなの食べたらおなか壊こわすから駄目！　朝ごはんちゃんとあげたでしょ？　そんなにウェズが好きならお嫁に行かせちゃうよ！」

「いらん！　よこすな!!」

「むー！　むっむむぃー！」

　二人と一匹で大騒ぎした末、ようやくビーリィがアイシャの手におさまると、ウェズはげっそり疲れた様子で、乱れた髪を手で整えた。

「飛びつかなくなったんじゃなかったのか」

「フェリカが作ってくれた薬があるんだけど、こないだの事件で嗅がされたお香の影響が残ってるかもしれないから、しばらく飲ませないように、って言われて。はあぁ……なんでウェズはそんなにビリちゃんに好すかれてるのよ。代わりなさいよ。妬ましい」

　ぎり、と唇を嚙んで睨にらみつける。目が本気だ。ウェズは眉み間けんを揉もんで頭痛を堪え、朝っぱらから重いため息をついた。

　さすがにアイシャもそれ以上は理り不ふ尽じんな文句を言わず、矛ほこをおさめる。次いで、おずおずと気遣う表情になった。

「……えっと、あの、ごめん。大丈夫？」

「え？　ああ」

　いきなり何をしおらしい、とウェズが不審な顔をする。アイシャは真面目に続けた。

「オブラク商会の件では、協力してくれたって聞いて……その、ありがとう。でも、ウェズが落ち込むことないからね？」

「……は？」

「警備隊の人から聞いたんだけど。城に呼び出したのにヴェルキ本人が屋敷に残ってて、作戦失敗したのをすごく気にして庭の隅で落ち込んでたって」

「違う！　そんなことで落ち込むか、馬鹿！」

　いきなりウェズが赤くなって怒鳴ったので、アイシャはびっくりして後ずさった。

「な、何よ、なんで怒るのよ！　人が心配してるのに！　っていうか本当にウェズ、人のこと馬鹿馬鹿言いすぎ!!　馬鹿って言う方が馬鹿なんだよ！」

「子供かおまえは！　ああもう、そんなことはどうでもいい、ほら！」

　つっけんどんに言って、ウェズは上着の隠しから封書を取り出し、突きつけた。

　アイシャは慌ててビーリィを肩にやり、両手でそれを受け取る。封蠟の印章に見覚えがあったからだ。王家のしるし、先日手に入れた金貨の刻印と同じ生命樹。粗そ略りやくな扱いはできない。

「これ……まさか、殿下から？」

「そうだ。オブラク商会の悪事を暴いた『狼』の活かつ躍やくにいたく感かん銘めいを受けたとか言って感謝状なんぞをしたためてくれやがりましたんだよ、読んだら燃料の足しにしろ」

「ちょ、ちょっとウェズ！　王子様にいくらなんでもそんな言い方って」

「いいんだよ、その程度の紙切れなんだから適てき当とうに扱え」

　ウェズは苦々しく言った。エルニスの上機嫌な笑みと朗ほがらかな声が脳裏によみがえる。

　君の気になる彼女は随分活躍しているようだね、でもこんな危ないことをされたらさぞや心配だろう、私がやんわり伝えるから、君はこれを持って彼女に会っておいでよ──だとか。それはもう善良そのものの清らかな笑顔で仰せられたわけで。

（あのクソ王子！）

　内心罵ば倒とうしているウェズをよそに、アイシャはいそいそとカウンターへ行ってペーパーナイフを借り封を開く。上質な紙に端たん正せいな文字が美しく配されていた。

　内容はウェズが言った通り、感謝状のようなものだった。まだ十六歳の若さで『狼』としての目覚ましい活躍、誠に素す晴ばらしい、と称賛し、しかしくれぐれも身の安全を第一にするよういたわりと気遣いを示して、最後には、

「今後もこの手紙を持たせたのと同じ使者を遣わすので是ぜ非ひ、『風の狼ヴイトルヴオルク』の仕事について話を聞かせてください……って、何これ」

「だから燃やせと言ったんだ。真面目に受け取るな、ただの社しや交こう辞じ令れいだから」

「あぁそっか、そうだよね。でもこれ、本当に王子様からのお手紙なんだよねぇ。すごいなぁ、なんだか夢みたい」

　照れくさそうな笑みを広げ、アイシャは手紙を大切に封筒にしまうと、胸にぎゅっと押しつけた。そんな仕草をするといわゆる普通の女の子らしくて、ウェズはうっかりつられて微笑みそうになり、慌てて顔を引き締め、咳せき払ばらいした。

「殿下にまで言われたんだから、今後は無茶するなよ」

「またそれ？　あんたには関係ないでしょ」

　途と端たんにアイシャは不機嫌になり、嫌そうな顔でウェズを睨みつける。露ろ骨こつな反応をされて、ウェズも当然、面白くない。むっとして言い返す。

「そっちこそ、またそれか。いい加減にしろ、殿下が関心を持っている以上、俺だっておまえを無視できないし、そもそも毎回蒸しパンに飛びつかれてかじられてるのに無関係だとか言われると、しまいに怒るぞ」

「ウェズはいつも怒ってるじゃない。心に余裕が足りないんじゃないの？」

「おまえがいちいち挑ちよう発はつするからだろうが！　たまには素直に人の言う事を聞け！」

「素直じゃなくて悪かったですねー！　言われなくたって、もう無茶したくてもできないわよ。あたしが狙えるような大物、もう残ってないもん。影猫以外は」

「まだ追うか……」

　げんなりうめいたウェズに、アイシャは膨ふくれっ面で応じた。

「当たり前よ。影猫は絶対、あたしが捕まえるんだから」

「おまえなぁ、その影猫に金貨を貰もらったんじゃないのか。そりゃ、金貨一枚じゃ……」

　学校を建てるには足りないが、と言いそうになり、慌ててウェズは声を飲み込んだ。危ない、その話を知っているのは『影猫』だけだ。急いで彼は言い繕つくろった。

「おまえの目標には足りないんだろうが、カネカネ言う前にちょっと考え直したらどうなんだ？　他の方法でなんとかならないのか」

　というか、確実に資金以外の部分が肝かん要ようだ。金を集めてちんまりした校舎は建てられても、教師を継続して雇い、教材を揃え、生徒を集めて運営していくには、豊富な伝つ手てと人材と知識が要る。資金がなければ話にならないが、金だけあってもどうにもならない。

　ウェズは真剣にそこまで考えて言ったのだが、アイシャは話をろくに聞いていなかった。王子からの封書の端をいじりまわし、拗すねたようにつぶやく。

「返すの」

「……は？」

「あの金貨は影猫に返すの！　そのためにもあたしが捕まえるって決めたんだから！」

「はあぁ!?　なんでだ、貰っておけばいいだろう！　おまえの大好きなおカネ様だぞ」

　ウェズは呆れ、思わず露骨な皮肉を飛ばした。が、アイシャはそれさえ気付かないまま、赤くなってダンッと足を踏み鳴らした。

「だって！　だってこんなの、納得いかない！　そりゃ、建前としてはあたしが賞金首を捕まえたことにしなきゃならない、っていうのはわかるけど、実際何もあたしの手柄じゃないし！　そもそも懸賞金を出す依い頼らい者しやと『狼』が直接交渉するのは禁止なのよ、それをいくら緊きん急きゆう事じ態たいだったからってあんなどさくさ紛まぎれに決めるとか、絶対良くない！」

「おまえな、そういうのは方便って」

「助けられたのは事実だし、恩はあるけど、それとこれとは別でしょ？　確かに影猫は、言ってる事は立派で筋が通ってるし、優しくて格好良かったけど」

　アイシャが早口でまくし立て、勢いで余計な言葉まで飛び出して、ウェズはげふっと空気にむせた。

「待て、おまっ……、何、言って」

　げほげほ咳せき込みながら、信じられない思いで目の前の少女を見つめる。羞恥に頰を染そめ、憧あこがれを隠そうと怒った意固地な顔をして、しかし全く隠せていなくて。

　どこからどう見ても、それは──。

「まさか、金貨一枚で惚れたのか!?　相手はなんだかんだ言っても盗ぬす人つとだろうが！」

　思わず対たい抗こう意識を燃やし、ウェズは影猫を批判する。だが当然、心を奪われてしまった少女にそんなものは通じない。

「だから捕まえるって言ってるんじゃないの！」

「そんな私し情じようで賞金首を狙うな、馬鹿！」
















「いいからほっといてよ、ウェズには関係ないでしょ！」

「ああそうかよ、勝手にしろ！」

　限界だ、これ以上付き合っていられない。ウェズは自分の顔も火ほ照てっているのを自覚し、怒鳴りつけるなり踵きびすを返して逃げ出した。

　これは駄目だ、本当にまずい。

（ああもう、やめときゃ良かった、なんでこんなことに）

　全力で走って本部から離れ、運河にかかる橋で欄らん干かんによりかかって息を整える。

（本当にもうやめたい、影猫なんて存在、ありとあらゆる記録から抹まつ消しようしたいって言うかあいつの記憶から消し去りたい！　あんな気き障ざで気取ってスカした不審者のどこがいいんだよ、女って奴は！）

　泣きたい気分で欄干に突っ伏す。やめられるものなら、二度と影猫の役目など果たしたくなかった。世の中に絶たえて悪事のなかりせば、彼の心ものどけからまし。

（ああぁぁくそ、悪党なんぞ滅びてしまえぇぇ！）

　人生、ままならないものである。
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　君の手柄だ、おめでとう。

　言ってその人は、あたしの手に一枚の硬貨を落とした。

　燦さん然ぜんと輝かがやくそれは、初めて目にした金貨というものだった。

　これは運命だろうか？

　わからない。あの人を追って走るこの道が、どこへ続くのか、その先に何が待っているのか。今はまだ、何も見えないけれど。

　それでも、あたしは決意した。

　絶対に、今度こそ逃がさない。影猫はあたしが捕まえる！

　覚悟していて。その日が来たら、仮面を外はずして、ちゃんと素顔であたしと向き合い、本当の声を聞かせてよね。

　──その時までに、あたしも、言うべき言葉をちゃんと考えておくから。
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　こんにちは。作者です。

　ありがたくも新作を出していただけることになり、企画を打ち合わせていた折おりにひょっこり出てきた「賞金稼ぎと賞金首」の一言に乗っかって、なぜか蒸しパンが飛ぶ話を書いてしまいました。なんだこれ。

　そのビーリィや『風の狼ヴイトルヴオルク』など、一部のカタカナ語はチェコ語から取っています。単に日常あまり接することのない言語にしたかったからという理由ですが、一応、舞台となる王国や王都も内陸の設定です。ただし気き候こうは温暖で過ごしやすいし、運河による物流が盛んなため、都会に行けば開放的な空気があります。




　相変わらず理り屈くつっぽい部分もございますが、今作はあまり深刻にならないよう、明るめを目指してみました。軽く笑って楽しんでいただけましたら幸いです。

　ヒロインが本当に素す直なおじゃないもので、いっそビリちゃんがヒロインでいいんじゃないかと考えてしまったり。ヴェールとティアラかぶってウェズのお嫁さんになると良いですね。お似合いです。あ、こら待ちなさい逃げるんじゃない。




　実を言うと昔から義ぎ賊ぞくや怪かい盗とうの類たぐいは大好きで、小学生の頃はアルセーヌ・ルパンがヒーローでした。

　影猫は偉大なる先輩方の伝統を受け継ぎ、気き障ざでスカした不ふ審しん者しやをやっておりますが、中身は十八歳の恥はずかしがりな青少年。果たしていつまで精神がもつか、ウェズの本気が試されます。

　アイシャはチュン助すけのあだ名通り、まだまだ駆かけ出しの小こ雀すずめで、精神的にも未み熟じゆくで危なっかしい子ですが、影猫との関かかわりを通じて成長してくれるはず。多分。

　なお、「カネにがめついヒロインなんて」と眉まゆをひそめられる向きにはＯ・ヘンリーの短編『マモンの神とキューピッド』を推すい薦せんしておきます。

　ビーリィについて。最初は餅もちや求ぎゆう肥ひっぽいものをイメージしていたのですが、さすがに小麦文化圏で餅はないかなぁ、と悩み、蒸しパンという表現になりました。

　読者の皆様におかれましては、搗つきたての丸餅とか羽は二ぶた重え餅を思い浮かべつつお読みいただけましたら幸いです。すべすべ温かい、ふっくら餅肌のビリちゃんです。




　最後になりましたが、今回もいろいろお世話をかけました担当様、編集部の皆様、魅力溢れるイラストを描いてくださった鳴なる海みゆき様、そしていつも応援して下さる読者の皆様に、心からの感謝を。

　ありがとうございました。





風かざ羽はね　洸ひろ海み　拝
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　使つかい魔まというのは、厳げん密みつには生き物ではない。

　であるから、本来は食べる必要がなく、好き嫌きらいもないものである。それでも多くの使い魔は、活動力を得る補ほ助じよとして、また絆きずなを強める手段として、主人から餌えさを貰もらう。

　そうして次し第だいに主人に影響され、特別な好物などが現れたりもするのだった。

　というわけで。




「ああぁぁ、ビリちゃん可か愛わいいねえぇ～！」

　夕ゆう暮ぐれ時、テーブルも片付けられた黒猫亭チエルナー・コチユカで、アイシャはカウンター席に座って頰ほおを緩ゆるませていた。その前で、ビーリィも常にない興こう奮ふんに身を震ふるわせ、普段の倍ぐらいに大きくした赤い目をきらきら輝かがやかせている。

「にゅ、にゅ、にゅ」

　早く早くと催さい促そくするように体を揺ゆらし、待ちきれない様子で主人の手の先を見つめる。アイシャが持っているのは、蜂はち蜜みつの小こ瓶びんだった。

　昔に比べて甘かん味みが庶しよ民みんにも身近なものになってきたとはいえ、純粋な砂さ糖とうや蜂蜜はまだまだ贅ぜい沢たくな高級品だ。アイシャの給料で、ほいと気軽に買えるようなものではない。

　彼女の手にあるのは、ここ、黒猫亭の秘ひ蔵ぞう蜂蜜なのだった。

　もちろん、正当な手段によって手に入れたものである。

　昼の一番忙しい時を狙ねらって嫌いやがらせに現れた客を、アイシャが見事に撃げき退たいしたのだ。

　一人でやってきたその男は、一人前とは思えない量の注文を一度に出し、すぐにまた取り消したり変更したりを繰くり返した。

　男のテーブルを担当したアイシャが、それを完かん璧ぺきにさばいて最終的な注文通りの皿をきっちり並べると、男はそのすべてを適てき当とうにつついて食べ散らかし、挙あげ句く隙すきをついて逃にげ出した。

　それを追いかけ、捕つかまえ、華か麗れいに投げ倒して取り押さえたのもまた、アイシャだったというわけである。

　小こ柄がらな少女であっても、相手が油ゆ断だんしていれば男を倒すぐらいはできる。先日たまたま目にした、ウェズリーの冴さえた技の記憶も役に立った。

　そんなわけで、ご褒ほう美びに何か欲しいものはあるかと店長に訊きかれ、アイシャはちょっと考えてから蜂蜜を一ひと匙さじ、所望したのだった。

「待ってね、今開けるからね～。ああ、いい香り」

　栓せんを抜くと甘く芳ほう醇じゆんな香りが立ち上のぼる。アイシャと一緒にビーリィも伸のび上がって香気を吸い込み、うっとりした。

　とぷん、と匙を沈め、黄金こがね色のねっとりした蜜みつをゆっくり持ち上げる。アイシャはにこにこしながら、きらめく赤い目を覗のぞき込むようにして言った。

「一匙だけだから、半分こしようね」

　えへへ、と一緒に笑ったところで、お楽しみに水を差すように、カロンとドアベルが鳴なった。

　誰だれぞ、と見やると間の悪いことにウェズである。気付いたビーリィがそちらに引き寄せられかけ、しかし蜂蜜から離れがたく、でもやっぱりウェズにもかぶりつきたくて、

「にゅ……うにゅ、むじゅぅぅ」

　アイシャも初めて聞く奇声を上げながら、体を二方向に引き延ばし始めた。

「うわぁ！　ビリちゃんが愛と欲望の狭はざ間まで引き裂かれてる！」

「何をわけのわからんことを」

　ウェズが離れた場所から警けい戒かいしつつ呆あきれる。アイシャは急いで手て招まねきした。

「いいから早くこっち来て！　このまんまじゃ、ビリちゃんがふたつに裂けちゃう！」

「…………」

　ウェズはこの上なく嫌そうな顔をしたが、蒸むしパンがふたつに増えるよりはましかと諦あきらめ、渋しぶ々しぶカウンターに歩み寄ってアイシャの隣となりに腰こしを下ろした。

「にゅっ！」

　ふるん、とビーリィが元通りの丸い形に戻る。ウェズが警戒しつつもカウンター上に腕うでを置くと、ビーリィは喜び勇んでぴょんとそこに乗ってから、蜂蜜の方へ顔を向けた。

「はい、ビリちゃん、お待たせ～」

　アイシャが早くもウェズを無視して、匙を持ち上げる。使い魔の口があんぐり開いたところへ、とろりと滴したたる黄金の雫しずく。さながら一条の光が宇宙の闇やみに吸い込まれていくがごとき、無む駄だに壮そう大だいな眺ながめである。

　感かん激げきにうち震える使い魔のふにふにした感かん触しよくが腕に伝わり、ウェズは名状しがたい悪お寒かんを耐たえ忍しのんで奥歯を嚙かみしめた。

　彼の苦痛など全く気にかけず、アイシャは蜂蜜の残っている匙をぱくんとくわえ、陶とう然ぜんとする。

「んん～、美お味いしい、幸せぇぇ」

　手を頰に当てて歓かん喜きに浸ひたるその顔を、ウェズは複雑な表情で見つめていた。

　別段まじまじ見るつもりではなかったのだが、つい目がいってしまったというか、要するにつまり……可愛い、のである。

　アイシャはフェリカのようなきわだった美人ではないが、普通に笑顔をしていれば、生来の明るさもあって充分可愛らしい。

　エルニスからの手紙を渡した時も思ったが、感情がありのまま外に出るので、見る者の心にも影響するのだろう。してみると、いつも怒り顔や膨ふくれっ面つらばかり向けられる己おのれがついきつく当たるのも、やむなしというものだ。

「わかりやすい奴やつだな」

　ぼそりとつぶやいたウェズに、アイシャは、そういやこいつもいたんだった、と思い出したような表情をして匙を置いた。実にまったく、失しつ敬けいなまでにわかりやすい。

　と、そこでビーリィもまたウェズの存在を思い出したらしく、小さく「にゅっ」と鳴なくなり、腕から勢いきおい良く跳とび上がった。

　華麗に後方宙返りしつつ口をぐばっと開けて、目標の頭にかぶりつく──寸すん前ぜんで、

「みゅ！」

　べしっと弾はじき返されてアイシャの顔にへばりついた。

「うぷっ！　むが、……っもう、毎回毎回顔を狙わないでよ！」

「人を責せめる前にしっかり躾しつけしろ、飼い主ぬし」

「ううぅ……だってだって、しばらくウェズと出くわさなかったから、毎日お薬飲ませるのも可か哀わい相そうかなって思って……ビリちゃんらしく元気でいてほしいんだもん」

「いきなり蒸しパンにかぶりつかれる俺の方が可哀相だとは思わんのか」

「何言ってるのよ羨うらやましいわよ代わりなさいよ！」

　話にならない。ウェズが眉み間けんを押さえ、アイシャがビーリィを両手に抱だいて膨れる。

　なんだかだんだん、このやりとりに慣らされてきた自分が嫌だ。ウェズはため息をついてうなだれた。

　アイシャはビーリィを肩かたに乗せながら、黒くろ髪かみの間のつむじをじとっと睨にらんでいたが、ふと思い出して「そういえば」と不穏な口調で切り出した。

「わかりやすいと言えば、ウェズ。オブラク商会の時の話だけど」

「……？」

　さっきのつぶやきを聞いていたのか、とウェズは顔を上げる。アイシャは剣けん吞のんに目を細め、カウンターの上で拳こぶしを握にぎり締めて続けた。

「あんた、お兄ちゃんに随ずい分ぶん余計なこと言ってくれたのね。聞いたわよ」

「なんの話だ？」

「とぼけないで！　あたしが、……っ」

　アイシャは赤くなって言葉に詰まり、ダン、と拳を打ちつける。

「あんたが勝手に人の片思いを暴あばいてくれたせいで、失恋したわよ馬ば鹿かっ!!」

　事実とは微妙に違うのだが、この際さいそうとでもしなければ口に出せない。

　悲ひ鳴めいのような叫さけびを上げたアイシャに、ウェズは変な顔をし、次ついでああと納得した。そして、

「なるほど。それでさっそく、乗り換えたわけか」

　はっ、と冷れい笑しようと共に皮ひ肉にくを飛ばす。途と端たんにアイシャはますます赤くなった。

「なっ……ち、違う！　ていうか、今そんなこと話してない!!　あんたに勝手なこと言われて大だい迷めい惑わくだって言ってんのよ！」

「勝手？　俺は何か間違ったことを言ったか」

「うっ。な、内容は間違いじゃなかったかもだけど、勝手にぶちまけたのが間違いだって言ってるの！　正しい事ならなんでも口にしていいってものじゃないでしょ!?　部外者のくせに黙だまってなさいよ！」

「おまえぐらい顔と態度に感情ダダ漏もれの奴が、人に黙ってろとか言えた義理か。あの熊くま男おとこが鈍どん感かんすぎただけで、遅かれ早かれ誰かが教えたさ」

　ふん、とウェズは鼻を鳴らした。反省の色など一切ない。アイシャは両手をカウンターに叩たたきつけ、足をばたばたさせた。ウェズが呆れて首を振る。

「そんなだから、わかりやすいと言うんだ、馬鹿。少し落ち着け」

「また馬鹿って言ったー！」

「嫌なら、そう言われないように振る舞え」

　突き放されてアイシャはカウンターに沈没した。

「うぅ……ビリちゃん、仇かたきは取ってね……」

「にゅ？」

「通じてないぞ、多分」

「うるさい。あたしとビリちゃんの絆にケチつけるんならぶっ飛ばす！」

「勝手にしろ。いつまでも付き合ってられるか」

　ウェズはげんなり応じて席を立つ。アイシャは突つっ伏ぷしたまま顔だけ上げ、恨うらめしげに問いかけた。

「そんなにあたし、わかりやすいかなぁ」

「今まで自覚がなかったのか？　致命的だぞ。賞しよう金きん稼かせぎを続けるにしろ、給きゆう仕じみたいな客相手の仕事をするにしろ、もうちょっと取り繕つくろうことを覚えろ」

「うぐぅ……」

「まぁおまえは、っげほ！」

　うっかり口を滑すべらせかけ、言葉を飲み込もうとして空気にむせる。

　おまえはそのわかりやすさがいいところなんだが、──だとか。

（どの面下げて言えるか!!）

　口元を押さえて咳せき込みつつ、ウェズはちらりとアイシャの様子を窺うかがう。少女はまだぺったり伏ふしたまま、しかしあからさまに不ふ審しん者しやに対する目つきをしていた。

　本当におまえは少し取り繕え、と内心罵ば倒とうしつつ、なんとか呼吸を整えて厨ちゆう房ぼうの方へ向かう。後ろから申し訳程度に案じる声が飛んできた。

「……大丈夫？」

「なんでもない。気にするな」

　ぞんざいに応じて、ウェズは奥で作業しているであろう店長を呼びながら、本来の用を片付けに行く。その背を見送って、アイシャは一人で変な顔をした。

「ウェズみたいにわかりにくいよりは、わかりやすい方がいいと思うけどなー。ねえ、ビリちゃん」

「にゅっ」

「だよねー」

　都合よく肯こう定ていの返事だと解釈して、アイシャはにこにこ機き嫌げん良くビーリィをふにふに撫なでる。その耳に、店長とウェズの話し声が届いた。内容まではわからないが、声の調子からして穏おだやかで楽しそうだ。

　何がなし面おも白しろくない。アイシャはぶすっと膨れてぼやいた。

「なによ。あたしには怒るか厭いや味みか小言ばっかりのくせに、いい子ぶっちゃってさ。昔の弱味でも握られてるんですかネー」

　ぶつぶつ言いつつ、しっかり栓をした蜂蜜の小瓶を、なんとなくつつく。せっかくの幸せの余よ韻いんが台無しだ。弁べん償しようしてもらいたい。

　そんなことを考えていると、用が済んだらしく、奥からウェズが戻ってきた。

「それじゃまた今度、取りに来る。あいつらの我わが儘ままに付き合わせて、ごめん」

「気にしなさんな。こんな程度、可愛いもんだよ。殿でん下か方によろしくね」

　店長の朗ほがらかな声を受けて、ウェズは苦く笑しようまじりに手を振ると、カウンターの外に出てきた。アイシャは何の用だったのか気にしつつ、詮せん索さくしてはいけないかと遠えん慮りよして、じっと視線だけを向ける。

　ウェズは無表情にそれを見返してから、やれやれと肩を落とした。

「だから少しは隠せと……。大した用じゃない。前に一度おばさんの作ったクッキーを持って帰ったら、王女殿下がいたくお気に召めしたんだが、急にまたあれが食べたいと駄だ々だをこねだしたから頼みに来ただけだ」

「従じゆう者しやってそんな使い走りもするの？」

「おまえな、従者を秘書か何かと勘かん違ちがいしてないか？　まさに使い走りそのものだぞ。エルニスの奴、世間じゃお優しい王子様で通ってるし実際そうなんだが、人使いは相当荒あらいからな。そうじゃなかったら俺が毎日のように町に出てくる必要もないのに」

　はぁ、とウェズは嘆たん息そくした。最近は特に、何かと口実をせっせと捻ひねり出しては、ウェズを町に──特に黒猫亭や『風の狼ヴイトルヴオルク』本部に──行かせようと頑張ってくれるもので、休む暇ひまもない。

「大変だね」

　しみじみとアイシャに同情されると、余計に堪こたえる。おまえのせいだとも言えず、ウェズは不ふ機き嫌げんに唸うなった。

「大きなお世話だ、おまえに哀あわれまれるほど落ちぶれてない」

「んなっ!?　何よそれ、さっきは俺の方が可哀相だとか言ってたくせに！」

「別の話だろうが、一緒くたにするな！　まったく……」

　ウェズはまた怒鳴り合いになる前に帰ろうと背を向けかけ、ふと思い出したように振り返った。曖あい昧まいな顔で、アイシャが未練がましくいじっている小瓶に視線をやる。

「……その蜂蜜、買ったのか？」

「違うよ、お店の秘蔵蜂蜜。迷惑な客をやっつけたから、ご褒美に一匙だけ貰ったの。あたしがこんな高いもの、買えるわけないでしょ」

　言葉尻じりでむすっとしたアイシャに、ウェズはそうかとうなずいた。

「口を開けば、おカネ欲しーいとか言ってる奴が、そんな贅沢できるわけがなかったな」

「いちいち厭味な言い方しなくてもいいでしょ!?」

　バン、とアイシャがカウンターを叩く。ウェズは肩を竦すくめただけで応おう酬しゆうせず、そのままさっさと出て行ってしまった。いなされて拍ひよう子し抜ぬけしたアイシャは、閉じたドアで揺れるベルを眺め、不発に終わった怒いかりを込めてぼやく。

「なんなのあいつ。わけわかんない」

　ねえ、と相あい棒ぼうを見下ろし、

「本当に、なんでビリちゃんはあいつが好きなの……？」

　あーあ、と大きなため息をついたのだった。




　なお、その後刻。

　王子の従者部屋でその当人が、可愛いリボンで飾かざられた蜂蜜の小瓶を前にして、これ買ってどうするつもりだったんだ自分がわからん阿あ呆ほうだろ俺、といつもの自己嫌けん悪おに陥おちいっていたのだが──当面、アイシャには関係のない話である。
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